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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　都心の一等地に建つこのホテルは国内外からの観光客の利用も多いが、在来線の駅前という立地条件の良さから、ビジネスマンが賓ひん客きやくを招く際に利用することも多い。


　もちろん、ホテル内にある来賓室には、会議やデモンストレーションをするための設備も完備されていて、大手メーカーやゼネコンが、部屋やホールを貸し切ることもめずらしくなかった。


　ホテルの顔とも言えるロビーは、アーチ形の天てん井じようや緻ち密みつな細工をほどこした円柱など、アールヌーボー様式を強く意識したような曲線が特とく徴ちよう的な造りになっている。


　曲線と曲面が造り出す優やさしい空間が、訪おとずれる客に癒いやしの作用を与あたえていた。


　そんなロビーの一角にはゆったりとしたソファーが並べられ、飲み物を注文できるようになっていた。


「淳じゆ平んぺい、五番にレモンティ二つ持っていって」


「はい。わかりました」


　よく通る声で明るく返事を返したのは、そのカフェでアルバイトをしている土と佐さ淳平だ。


　清潔な白い綿シャツに黒のスリムパンツというカフェの制服が、細身の少年にはとてもよく似合っている。


　都内の私立高校に通う彼は、このカフェではいつも、てきぱきとした接客をしていた。


「お待たせいたしました」


　大きな二ふた重えの目を三日月形に細めて笑え顔がおを作ると、まだ幼さの残る華はなやかな表情の中に、未成熟な魅み力りよくが光る。


　大人と子供の、ちょうど中間の危あやうさ。


　そして中性的で魅力溢あふれる容よう貌ぼうと肢し体たいを併あわせ持つ淳平は、街中でも学校でも、どこにいても人目を引いていた。


　トレーを脇わきに挟はさんだ彼がカウンターに戻もどろうとした時、ロビーの奥にあるエレベーターホールの方から、数人の外国人を伴ともなって、こちらに向かってくるスーツ姿の男が目に入った。


　先頭を歩く長身の彼を目にした時、淳平の動きがぴたりと止まる。


「……え」


　彼らは英語で談だん笑しようしながら近づいてくると、カフェの隅すみにあるソファーに腰こしかけた。


　ホテルの中にあるホールや会議室などで商談をした要人たちが、このカフェでお茶を飲むことは取り立ててめずらしいことではない。


　だが、流りゆう暢ちような英語を操あやつるその日本人に、淳平の視線は釘くぎづけになっていた。


　一見すると、日本人ではないのかと間ま違ちがえるほど彫ほりの深い、怜れい悧りな印象を与える顔。


　筋の通った鼻と凛り々りしい眉まゆ、そしてすべてを見通すような鋭するどい眼光を放つ瞳が、彼をどこか近寄りがたく見せているようだ。


　浅黒く日に焼けた肌はだには、一見してわかるほど質のよさそうなブルーグレーのスーツが、とてもよく似合っている。


　だが、淳平が彼から視線を外せなくなっているのは、そんな理由だけではなかった。


　記き憶おくの中に焼きついて今もなお離はなれない、生しよう涯がいをかけて憎にくむべき男。


　おそらく淳平は、彼を知っている。


「淳平っ」


　──────確かめなければならない！


　そう思った。


「淳平っ、淳平？」


　何度も名を呼ばれているのにようやく気づいてハッと振ふり返ると、チーフが新しい客の接客をするようにジェスチャーで示している。


　ようやく我に返った淳平がカウンターに戻ろうとすると、うしろから声をかけられた。


「君、コーヒーを三つお願いできるかな。急いでくれると助かる」


　水の入ったグラスを持って行くよりも先に注文されてしまった。


「あ……はい」


　客のオーダーが聞こえていたらしいチーフが用意したホットコーヒーを持って席に近づくと、淳平はそれをテーブルの上にゆっくりと置いていく。


　その間も、彼らは和なごやかに談笑を続けていた。


　淳平の通う高校は都内でも屈くつ指しの進学校で、もちろん英語のヒアリングの授業はある。


　だから会話の半分くらいは聞き取ることができるが、その時、耳に入ってきた一つの単語に目を見開いた。


『カイバラ・インターナショナル』


　たしかに、そう聞こえた。


（やっぱり……そうだ。間違いないっ）


　淳平はもう一度、テーブルの脇に立ったままで、その男の顔を凝ぎよう視しするが……。


　いつまでもその場から動かない店員を不ふ審しんに思ったのか、彼がじろりと淳平を見あげる。


「どうかしたのか？　もう行って結構だが。それとも、私の顔になにかついているのかな？」


　すっと目を眇すがめると、彼はあえてそれを丁寧な日本語で発した。


「い……いいえ」


　初めて彼と目があった瞬しゆん間かん、淳平の背中がゾクッと痺しびれる。


「あぁ、ちょっと待ってくれ。君……もしかして、どこかで会ったことがあるんじゃないかな？　いや、別に変な意味ではないんだが」


　甘いともいえるような男の声と視線に完全に射い貫ぬかれ、腰から下の力が抜ぬけるような感覚に囚とらわれてしまい……。


「いいえ！　そんなことありません。すみませんでした！」


　淳平はあわてて伝票を置くと、まるで逃にげるようにしてテーブルを離れたが、それからの数分間は、完全に他ほかの接客が上の空になっていた。


　少しして、彼の部下なのだろうか、書類を小脇に抱かかえた女性が男に近づくと、呼んでいた車が到とう着ちやくしたことを伝える。


　すぐに彼らは席を立ち、何度も握あく手しゆを交かわしたあと、エントランスに向かった。


　その時、彼らの背中を呆ぼう然ぜんと見送る淳平の中に湧わきあがったのは、紛まぎれもない激しい憎ぞう悪おだった。


　これほどの怒いかりを、かつて感じたことはないと思えるほど、醜しゆう悪あくで凶きよう暴ぼうな憎悪。


　黒くろ塗ぬりの送そう迎げい車に乗せた要人を丁寧に見送る男の背中を、ホテルのガラス越ごしに睨にらみ続けていた淳平だったが、次の瞬間、トレーをカウンターに置いて、いきなり走りだしていた。


（あいつだ。あの顔と声……絶対に間違いない！）


　自分の背後から驚おどろきを含ふくんだチーフの声が聞こえたが、もう止まれなかった。


　息を切らしてエントランスを出ると、車の見送りをしている彼のすぐ背後に近づいていって、その名前を呼んだ。


「蘇す芳おう……あんた、海かい原ばら建設の蘇芳だよな？」


　呼び捨てにされた彼が振り返ったその瞬間、淳平はいきなり男の顔面を拳こぶしで殴なぐっていた。


「ッ……！」


　力を込こめた一発のはずだったが頑がん丈じような男は微び動どうだにせず、あまりに唐とう突とつな行動に走った淳平を、険しい顔で見下ろしてくる。


　カフェで会計をすませて近づいてきた女性はその様子を目もく撃げきすると、悲鳴をあげて駆かけ寄ってきた。


「専務！　大だい丈じよう夫ぶですかっ？」


　彼女の動どう揺ようを片手で制すると、男は落ち着いた声で淳平に話しかけてくる。


「お前、一体なにをするんだ？」


「ちくしょうッ！」


　振り向きざまだったので避よけきれずに一発目は殴られた彼だったが、もう一度殴りかかってくる少年の腕うでを、今度は簡単に摑つかみあげた。


「だからっ、いきなり殴るってのは、どういう了りよう見けんだと訊きいているんだ」


　それは相手にしてみれば当然の疑問だろう。


「放せよ、ちくしょう！　お前、海原建設の蘇芳だろうっ？」


　名前を口にすると、男がぐっと顔を近づけてきた。


「たしかに、私は海原建設の蘇芳だが？」


「俺はっ、あんたを許さない！　絶対に許さないからな！　一生許さないからッ」


　腕を摑まれ自由を奪うばわれている淳平は、激しい口調でそう繰くり返した。


「……なんだって？」


　うるさく吠ほえる犬でも見下ろすような目つきで淳平の顎あごを摑むと、男はその顔をまじまじと凝視してくる。


　そして首を傾かしげた。


「こんな凶暴な子供に、私は知り合いなんかないんだが？　誰だれだ？　お前」


　殴られた頰ほおを指でなぞりながら男は訊いた。


「あぁ、待てよ。お前、やっぱりどこかで会ったことがあるか？」


「放せっ。手を放せってば！」


　その時、アルバイト店員の信じがたい行動を見ていたカフェのチーフが、血相を変えて駆け寄ってきた。


　彼自身も、完全に動揺していた。


「も、申し訳ありません！」


「あぁ。彼は、貴方あなたのカフェの店員ですね？」


「は、はい！　そうです」


「私は海原建設の蘇芳と申しますが、今しがたの彼の行動を、貴方もご覧になっておられましたね？」


「はいっ」


「だったら問題はないでしょう。これは間ま違ちがいなく傷害事件なので、この乱暴な彼を警察に連れて行きたいのですが、かまいませんね？」


「はい。いえ、その……おっしゃることは、ごもっともですが……彼は普ふ段だんから真ま面じ目めな店員です。こんなことは初めてで……もしかして、なにか理由があったのかもしれません」


　チーフは恐きよう縮しゆくしながらも、淳平を庇かばってくれる。


「理由があれば人を殴っていいというものでもないでしょう。まぁ、それは私自身が彼から訊きますよ。悪いですが、ここは私に任せてもらいたい」


　あくまでも強気な態度を崩くずさない蘇芳に、チーフも渋しぶ々しぶ合意した。


「……わかりました」


　大人二人が話をしている間も、淳平は摑まれたままの手をふりほどこうと躍やつ起きになっている。


「君、少しおとなしくできないのか？　さぁ、一いつ緒しよに警察に行きましょう」


「嫌いやだよ！　どうして警察になんかっ！　ちくしょう、放せって、この馬ば鹿か力ぢから！」


　結局淳平は、憤ふん慨がいした蘇芳によって、海原建設の社用車に押し込められてしまった。


　そして、車はしばらく走行したあと、近くにある警察署の前に停とまった。


「木き村むらくん。そういうことだから、君はこのまま社に戻もどってくれ」


　ここまで同行してきた部下らしき女性に、彼がそう声をかける。


「あの、専務……私も警察に同行します」


「心配には及およばないよ。それより、メイソンタワーの改装工事の契けい約やくが取れたこと、早く社長に報告してくれないか。それが海外営業部のリーダーである君の役目だと思うが？」


「……そうですか。わかりました」


　蘇芳と名乗った男と、淳平の二人が警察署の前で車を降りると、社用車は走り去っていった。


「さぁ、行くぜ」


　車の中でもジタバタと手足を振ふりまわし、まるで小さな子供のように暴れて抵てい抗こうしていた淳平だったが、建物の入り口の横で起立している警官の姿を目にしたとたん、急に言葉を失ってしまった。


「おい、どうした？　ずいぶん元気がなくなったじゃないか？　さっきの威い勢せいはどうした？」


　警察署の前まで連行されてようやく熱が冷め、冷静に物事を考えられる精神状態が戻ってくる。


「ほら、来いよ！　さっさとしろっ」


　二人になったとたん、男は別人のような横暴な態度と口調に変わっていた。


　強く手を引かれ、それでも淳平の脚あしは頑がんとして前に出ない。


「どうした？」


　うつむき、唇くちびるを嚙かんで小さくなっていると、ようやく男が手首を解放してくれる。


「お前……まだ高校生だろう？　こんなこと、家の人や学校にばれたらまずいんじゃないのか？」


　その言葉で、淳平の脳のう裏りにはいつも世話になっている、ある人物の顔が浮うかんだ。


　自分のような未成年の高校生が、あんな高級ホテルのカフェでバイトできるのも、すべて彼の口くち添ぞえがあったからで……。


「……そ、そうだよ。そんなことになったら、すごく困るっ……あの人に、迷めい惑わくがかかるから」


　蘇芳は、ふっと短くため息をついた。


「落ち着いたみたいだな？　やっと、まともに話ができるようになったらしい」


　彼がそう言ってくれたことで、淳平ははっと顔をあげた。


「本気で警察に突つきだす気なんか最初からない。ただ、ちゃんと訊きたいんだ。お前、なんで俺のことを知っている？　それに、さっき怒ど鳴なっていたのは、どういう意味なんだ？　俺を許さないって」


　静かに問いただされ、再び彼を見あげる淳平の目が尋じん常じようではないほど鋭するどくなる。


　蘇芳はまた、ため息をついた。


「そ、れはっ……」


「実はな、さっきホテルのカフェで見た時も言ったが、俺もお前とは初めて会ったような気がしないんだ」


　そう言うと、蘇芳はいきなり淳平の顎を片手で摑んで、覗のぞき込むようにして顔を見た。


「どこで会った？　お前は誰だ？」


　淳平はきゅっと唇を嚙むと、懸けん命めいに涙なみだを堪こらえるような情けない顔になる。


　それを見たとたん、蘇芳は急に困ったような表情を浮かべて前まえ髪がみを搔かきあげた。


「あぁ、わかった！　わかったよ。そういうガキみたいな顔をするな。お前もなにか言いたいことがあるらしいな……だったら、今からちゃんと話をしよう。ちょっと一緒に来い」


　そう言うと、蘇芳は素す早ばやく道路に駆かけ出ていってタクシーを止めた。


「それにしても、思い切り殴りやがって……言っておくが、もちろん説教もたっぷりしてやるから覚かく悟ごしてろよ。ほら、さっさと乗れ！」


　先に淳平を後部席に押し込み、そして蘇芳がすぐに乗り込んでくる。


「どちらまで？」


　ドライバーが訊いてくると、蘇芳は一いつ瞬しゆん、眉まゆを寄せた。


「そうだな……静かに、ゆっくりと話ができる場所……どこがいいかな？」


　少し迷っていたらしい蘇芳だったが、ややあってから、とある住所を告げた。





　車はそのまま都内の高層マンションの前に到とう着ちやくし、淳平は仕方なく蘇芳について車を降りる。


　本当はこのまま逃にげだしたい気分でいっぱいだったが、この男にはどうしても言わなければならないことが山ほどあった。


　蘇芳はエントランスでセキュリティロックを解除して中に入ると、入り口で動かない淳平を促うながす。


「どうした？　早く来い。それとも、また腕うでを摑つかまれて引きずられたいか？」


　この男には、なにか危険な匂においがする。


　蘇芳のテリトリーに入ったら最後、二度と出してもらえないような気がする。


　そんな本能的な恐きよう怖ふが淳平の思考を支配して、その脚を竦すくませていた。


「なにを固まってる？　お前が俺に話があるんだろう？　ん？　それとも、怖おじ気けづいたのか？」


　にやりと嫌味な笑えみを向けられると、根っからの気の強さが淳平の背中を押した。


「違うよ！　あんまりでかいマンションだから、ちょっとびっくりしただけだ！　行くよっ。行けばいいんだろ！」


「そう、いい子だな。俺は子供に、あまり手て荒あらなことはしたくない。それに、お前を担かついでいって、マンションの住人に変な目で見られても困る」


　ここまで来て、もう逃げるわけにはいかないと悟さとった淳平は、覚悟を決めて男に続いた。


　建物の内部に入った時、エントランスの横の壁かべには、ここが竣しゆん工こうした年月日と共に、海原建設の文字が刻まれていたが、どうやら彼は自社が建てたマンションに住んでいるらしい。


　そして蘇芳の部屋は、この高層マンションの最上階にあった。


「さぁ、こっちだ」


　マンションなのに、蘇芳の部屋の前には立派な門柱があった。


　そこから玄げん関かんドアまでの二メートルほどのアプローチには、背の高い観葉植物が置かれている。


　広いドアから中に入ると、空間にはかすかな男の香こう水すいの匂いがした。


　それは彼自身から香かおるそれと同じ匂いで、またしてもその場で淳平の脚が竦んでしまう。


　ここから先は、自分の知らない危険な領域のような気がしたからだ。


「早く入って、そっちに座ってろ」


　怒鳴られて、仕方なく靴くつを脱ぬいで廊ろう下かを歩き、広いリビングに入った。


　そこに置かれている家具は色を多用せず、ダークブラウンとシルバーでまとめられており、シックな高級感を演出していた。壁かべ際ぎわに置かれているプラズマテレビの色とも見事に調和している。


　洗練されたシャープな印象を与あたえるが、その一方で、ソファーの素材自体には柔やわらかい布が用いられていて、癒いやしの場所としても充じゆう分ぶんに機能していた。


　淳平がソファーに腰こしをかけると、あまりに快適な座り心ごこ地ちに、その緊きん張ちようはよけいに増した。


「さぁ、早さつ速そく話をきかせてくれ」


　男は脱いだ上着を乱暴にソファーの肘ひじ掛かけに投げると、ネクタイを弛ゆるめてシャツのボタンを上から二つ外す。


　さり気ない仕し種ぐさだったが、思わず淳平は逃げるようにソファーの背もたれの方に向かって、腰を移動させてしまった。


「なんであんな乱暴なことをした？　お前は誰だれにでも、いきなり殴なぐりかかるのか？」


　男の問いに、ただ首を横に振る。


「だったら……この俺だから、お前は殴りかかったんだな？」


「そうだよ。そのとおりだっ！」


　淳平はこの数年間、一日たりとも、この男のことを忘れた日などなかった。


　積年の憎にくしみが胸に押し寄せてきて、淳平の声を震ふるわせる。


「俺は、あんたを憎んでいる！　あんたはっ……海原建設の蘇芳は、俺の親の敵かたきだ！」


　少年の怒ど声せいを全身で浴びた蘇芳は、厳しい面おももちで眉をひそめる。


「……なんだって？　親の、敵だと？」


「子供だからって馬ば鹿かにするなよ！　俺はちゃんと覚えてるんだ！　あんたは何度もうちにやってきて、強ごう引いんに工場の土地を買収した！　そして、そこにでっかいビルを建てたんだ！」


　初めて蘇芳が、ハッと息を飲んだ。


　そしてその表情が、見る見る変わっていく。


「お前……名は、なんという？」


　淳平は、自分を落ち着かせるために大きく息を吸い込むと、凛りんとした声で告げた。


「俺の名前は、土佐……土佐淳平だ！」


　その告白を聞いた瞬しゆん間かん、蘇芳はまるで深い傷でも受けたかのような表情を浮かべる。


「まさか、あの……土佐機械工業の……土佐社長の子息が、お前なのか？」


「そうだよッ」


　それを知ったとたん、蘇芳は衝しよう撃げきを隠かくしきれないといった様子で額を手で押さえた。湧き起こる感情に耐えきれないようにテーブルを叩たたく。


「そうか……だから俺は、お前に初めて会った気がしなかったんだな……」


　その大きな振しん動どうと音にビクンと身を竦ませた淳平だったが、感情の高まりに任せてさらに続ける。


「忘れたとは言わせないぞ！　あんたが父さんの会社を倒とう産さんさせたんだ！　覚えてるぞ。何度もうちの工場に来てたよな。そのたび、俺の頭を撫なでて声をかけてくれた。サッカーの練習につき合ってくれたこともあったよな？　でも、あれは全部噓うその仮面だったんだ。あんたは汚きたない手を使って父さんを陥おとしいれ、うちの会社を潰つぶした。そして父さんは……病気になって死んだんだ！　あんたが殺したんだ！　だから絶対に許さない。どんなことがあっても、俺はあんたを許さないからッ」


　興奮して我を忘れた淳平が再び蘇芳に飛びかかると、男は苦しげな表情でその手首を摑んでひねりあげる。


「っ……痛っ！」


　呻うめく少年の細い腰に腕を巻きつけると、動けないほどきつく拘こう束そくする。


「お前、そんなに俺が憎いのか？」


「憎いっ。憎いよ！　そんなのあたり前だろ！　ずっと考えてた。俺が大人になったら、絶対にあんたを捜さがしだして復ふく讐しゆうしてやるって！」


「ほう？　だったら訊きかせてくれよ。どうやって俺に復讐するって言うんだ？　お前は子供で、まだこんなに非力なくせに」


　馬鹿にされて、淳平はさらに頭に血がのぼる。


「子供扱あつかいするな！　でも、そうだよ。たしかにあんたの言うとおりだ。今は無理かもしれないけど、いつか絶対、俺はあんたに復讐するんだ！」


「だから、どうやってと訊いている？」


「……父さんと、同じ目に遭あわせてやる！　あんたを絶対に殺してやるんだ！」


　激しく罵ののしられると、蘇芳の表情がさらに苦しげに歪ゆがんで……。


　男の口からは、短い言葉が発せられる。


「殺す？　殺すだって？　お前が、この俺を……殺すと言うのかッ？」


　殺気立った目が怖こわくてたまらなかったが、淳平は必死になって言い返していた。


「自分たちの営利のためなら、弱者なんか平気で切り捨てる。それがあんたの、海原建設の卑ひ劣れつなやり方だよ！　俺はちゃんとわかってる！」


「違う！　お前はっ……少しもわかっていない！」


「なにをだよ！　ちゃんとわかってるさ。あんたは血も涙なみだもない、卑劣で最低の人間なんだ！」


「ッ……お前は、俺がっ……なにも感じなかったと思うのかっ？」


「あんたが父さんを陥おとしいれて殺したのは間ま違ちがいないことじゃないか！　今さら言い逃のがれなんかするなっ」


「違う……俺はッ……お前のことをっ……」


　苦しげに、なにか言いかける蘇芳だったが、


「一生憎み続けて復讐してやるからな！　いつか、俺は絶対あんたを殺してやるッ」


　畳たたみかけるように淳平に罵ば声せいを浴びせられてしまい、蘇芳の言葉は最後まで形にならなかった。


「あぁ、そうか。わかったよ！　じゃあ憎め。俺を憎めばいい！　もっともっと憎めよ！」


　さんざんに罵られた蘇芳は、ついにその態度を一変させた。


　完全に開き直ったような顔で、先刻までの横おう柄へいな口調に戻もどっている。


「どうせなら、お前がもっと俺を憎めるようにしてやるぜ。感謝しろよな」


　淳平の瞳ひとみが不安げに大きく揺ゆれた。


「なっ……なん、だよ。それ？　どういう、意味……だよ」


　不敵な目を閃ひらめかせた蘇芳は、いきなり淳平の身体からだを軽々と肩かたに抱かかえあげると、そのまま奥にあるベッドルームに運んでいった。


「ちょ！　降ろせよ。降ろせっ」


　広いベッドに荒あら々あらしく投げ降ろされ、すぐに飛び起きて逃にげようとしたが、かなわずに両手を大きく開いた形でベッドに押さえつけられる。


「やっ！……なにするんだ。やめろよッ」


　心臓が壊こわれるほど脈打ち、恐きよう怖ふに怯おびえた顔で見あげると、男の目は先刻とは別人のように赤く染まって激しい怒いかりに満ちていた。


　その姿は、まるでなにかに衝撃を受け、自分を見失っているようにも見える。


「そう暴れるな！」


　蘇芳の激げつ昂こうがはっきりと目に見え、今度は淳平の方が深い動どう揺ようにみまわれる。


「なんだよ。なんでこんなことッ」


「おとなしくしていろ！　抵てい抗こうすると縛しばるぜ。じっとしているんだ」


　ドスの利きいた脅おどしが落ちてきたが、淳平の目には彼の表情が何故なぜかとても哀かなしげに見えてしまう。


　非道な鬼き畜ちくであるはずの蘇芳が何故そんな苦しげな顔をするのか、理由がまったくわからなかった。


「なんだよ。なぁ、なにするんだよっ！」


　形のない恐怖に怯えた声を発すると、蘇芳はいきなり淳平の白いシャツに手をかけ、それを乱暴に左右に開いた。


「いやぁぁッ」


　ボタンの引きちぎれる音と悲鳴が重なり、思い出したように淳平が抵抗を始めると、蘇芳は暴れる淳平の手首に脱ぬがせたシャツを器用に巻きつける。


「よせっ！　やめろって」


　両手をひとまとめにしてきつく括くくると、今度はそれをベッドヘッドの鋳い物ものの飾かざり格ごう子しに何重にも巻きつけて固定してしまった。


「いいか、よく聞けよ。お前が今後、二度と俺を殺したいなんて馬鹿な気が起こらないよう、今からちゃんと教えてやるよ。こんな悪ガキには躾しつけが必要だよな？　違うか？　俺に復讐するなんて百年早いってことを、ちゃんと身体でわからせてやらねぇとな」


「なっ……なに言ってるんだ！　躾ってなんだよ！　なぁ、これ……解けって」


　完全に両手を頭上にあげた状態で固定され、華きや奢しやな少年はベッドの上で激しく身を揺する。


「そんなことしたって無む駄だだぜ。躾が全部終わるまで、この腕うでは解かない。さぁ、服を脱がしてやるよ」


　血走った目をした蘇芳は、乱暴な仕し種ぐさで淳平のはいているスリムパンツのウエストに手をかけると、ホックを外して一気に脱がせる。


「やめろ！　なんで脱がせるんだ。なぁ、ちょっ……待ってよ。俺、男なんだぞ！　なんでこんなことッ」


　ごく普ふ通つうの高校生である淳平には、今、自分の身に起こっていることの意味がまったく理解できない。


「男でも女でも一いつ緒しよだ。身体を触さわられれば感じる。それが、たとえ憎にくい男の愛あい撫ぶでもな」


「なっ！……まさか、俺を女の代わりにしようってのか！」


　信じられない事態に、淳平の怒りも一気に沸ふつ点てんに達する。


「そのとおりだ。あいにく俺は男でも愉たのしめるタチなんだよ。まぁ、俺にとっちゃ、お前を殴なぐって屈くつ服ぷくさせることは簡単だし手っ取り早いが、それじゃあ少しも面おも白しろくないからな。だから暴力ではなく、別の方法でお前にお仕置きしてやるよ」


「ちくしょうッ！　俺をなんだと思ってやがるんだっ」


「せいぜい文句でも言ってろ。ものの五分もしないうちに、その唇くちびるから喘あえぎしか漏もれなくなるだろうな」


　卑ひ猥わいな台詞せりふに、淳平の顔色が本気で変わってくる。


「噓だろ？　ちくしょう！　放せッ……放せよ。このっ、変態野や郎ろう！」


「変態で結構。お前には底なしの快楽を与あたえてやるよ。それも、屈くつ辱じよくという名の快楽だ。どうだ？　嬉うれしいか？　俺も久しぶりに愉しめそうだ」


「やめろッ！　俺に触ったら、舌を嚙かむぞ！」


「ふん。やってみろよ。人間、そう簡単に死ねるもんじゃないさ」


　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの笑えみで脅しを撥はねつけると、蘇芳は淳平の最後に残った下着に手をかけ、それを一気に引き下ろしてベッドの下に投げ捨てる。


「ぁぁっ……そんなッ」


　恥はずかしくて情けなくて、淳平は両足を折り畳むと、懸けん命めいに身体をひねって顔を見られまいとした。


　シーツの上で、全ぜん裸らにされた淳平のなめらかな肢し体たいが丸くなって震ふるえている。


「細い身体だな。さすがに胸はないが、腕も腰こしも女と変わらない」


　なにも言い返せなくてただ羞しゆう恥ちに耐たえていると、今度は固く閉じ合わせた両方の足首を摑つかまれた。


「さぁ。まずは、お前をよく見せてもらおうか？　いい子だから、そう丸くなるな」


　からかうように蘇芳がそう告げたあと、手加減のない強ごう引いんさで脚あしを左右に割り広げられてしまい……。


「やだっ！　嫌いやだって！」


　淳平はむずかるように首を左右に振ふって抗こう議ぎするが、男にはまったく効果がなかった。


「お前、今いくつだ？　中学生でも、もう少し生えそろってるぞ？」


「このっ……変態！　そんな変なこと言うな！」


　両手を頭上で縛られているせいで抵抗らしい抵抗ができない淳平は、必死になって相手を罵ば倒とうするが、蘇芳にとってはそれも気に入らないようで……。


「本当に可愛かわいげのないガキだな。ちょっと静かにしていろ！」


　そう釘くぎを刺さすと、今度は男が覆おおい被かぶさってくる。


「やっ……なに！」


　裸はだかにされた素す肌はだに、直じかに男のカッターシャツの布が触ふれて、慣れない感かん触しよくに泣きたくなった。


　もちろん剝むきだしに暴あばかれた淳平の雄お茎けいにも男のシャツやベルトがこすれて、たまらない。


「ぁぁっ……やだ！　やめてっ」


「馬ば鹿か言うな。これから、お前の身体にたっぷりとお仕置きをしてやる」


　そんなふうに残ざん酷こくに念を押したあと、蘇芳の手ががっちりと細い顎あごを固定し、唇がいきなり淳平のそれに重なってくる。


「んッ……ぅんっ！」


　見た目は今時の高校生だが、実は淳平は意外にも奥手だった。


　だから、これがファーストキスだったわけで……。


　初めて交かわしたくちづけは、ドラマで観みたような綺き麗れいなものではなく、もっと生々しいものだということを身を以もつて思い知る。


「ぅッ……ふ。ぅんっ」


　他人の舌が口の中に入ってきた瞬しゆん間かん、淳平はこぼれるほど大きく目を見開いていた。


　その直後、いきなりキスをほどいた蘇芳が憮ぶ然ぜんと忠告する。


「おいっ……キスをする時は目を閉じるもんだぜ。それとも、俺を見ていたいのか？」


　反抗的な顔をした淳平が左右に首を振ると、再び濃のう厚こうなくちづけに襲おそわれた。


　芯しんを持った長い舌に思う存分内部を犯おかされ続けるうち、あくまでも抵抗姿勢を見せていた身体から徐じよ々じよに力が抜ぬけていった。


「どうした？　もう抵抗はお終しまいか？　面白くないな」


　くちづけからようやく解放された時、淳平の息はすっかり熱くなっていた。


「さて、今度はどこを責めて欲しい？」


　愉しげな台詞を吐はきながら、蘇芳の唇が今度は淳平の頰ほおをすべって顎のラインを舐なめあげる。


「ぁ、んっ……ヤダっ！」


　縛られて無防備に晒さらされた淳平の脇わきから腰までを、男はさらに卑猥な手つきで何度も撫なでさすった。


「さぁ、どこが気持ちいいか答えろ。お前の感じるところはどこだ？　いい子だから素す直なおに俺に教えてみろ。死ぬほど可愛がってやるぜ」


「はっ……ぁ、ん……ぅぁッ」


　信じられないことだが、蘇芳の指先は想像を絶するほど巧たくみに動き、肌のあちこちで生まれた微び熱ねつが、淳平の息を簡単に弾はずませていく。


「ちっ……くしょッ」


　悔くやしくてたまらなくて、精いっぱい相手を睨にらむと、


「そういう顔も、逆にゾクゾクしてたまらない」


　と蘇芳に笑いながら返されてしまった。


「言っておくが、お前がそんな悪態をついていられるのも今のうちだ。さぁ、どこがいい？　ここか？」


　蘇芳がツッと、そこに指を触れさせた瞬間、


「あんっ」


　淳平の肢体が、シーツを波立たせて大きくしなった。


「へぇ……予想外だな。男でも乳ち首くびが感じるのか？」


　一瞬、肌の表面に電気が走ったような強い刺し激げきがあり、その理由がわからなかった淳平だが、男が部位を口にしたことで初めてわかった。


「お前、ここで感じるとは、まるで女みたいだな」


「噓うそだ！　そんなところ、感じるもんか！」


「本当か？　だったら試ためしてやるよ。感じるか感じないか。さぁ」


　蘇芳の長い指が、シミ一つない綺麗な肌の上に二つ並んだ紅あかい花に向かって伸のびていく。


「やッ……よせ！　よせっ！……ぁ、ぁぁん」


　小さな花芽に触れられた瞬間、さっきと同様の刺すような刺激があって、甘い声が迸ほとばしった。


「ずいぶんイヤラシイ声だぜ？　そんなにイイか？　ここが」


「よせっ……もう、そこは触るな！　触るなって言ってるのにっ！　ぁん……ぁ、ぁ。ダメ、ダメだ。ダメっ！」


　浅黒い色の指先が小さな花芽をきゅっと摘つまんで引っぱる。


「はっ、は！……ぁぁ、ん。やぁ……っ」


　痛いほど乱暴に扱あつかわれてツンと突つき立った紅い粒つぶを、今度は小さな玉を転がすみたいに指の腹でクリクリと弄いじりたおされる。


「はぁっ……ぅ、んぁ……ぁ」


「可愛いぜ。もっともっといい声で鳴かせてやる」


「ダメ！　もうヤメロよ。馬鹿ッ、この、変態ッ！」


「褒ほめられたら、ちゃんとお礼をしなけりゃな。では次は。そうだな……美味おいしそうに熟した実を、せっかくだから少し試食させてもらうかな？」


「試食？　え？　やめッ……そんな、あ、ぁッ……ぅぅっ」


　そう断りを入れたあと、蘇芳はいきなり胸の上に顔を伏ふせ、熟しきった小さな実を口に含ふくんでしまった。


「あぅっ……そ、んな。ヤダっ……あ、あん……やめっ」


　蘇芳はちゅうっと、わざと卑猥な音を立てて乳首に吸いつき、さらに舌先で押し潰つぶしては、感じて嫌でも立ちあがってくる感触を口の中で愉たのしんでいるようだった。


「美味しいぜ」


　もちろん空いているもう一方の指先は、反対の乳首を悪戯いたずらに揉もみしだいて淳平を泣かせている。


　あまりに巧みな愛あい撫ぶの嵐あらしに晒され、淳平の瞳ひとみからは悔しげな涙なみだがこぼれていた。


　それに気づいた蘇芳が、ようやくなぶり抜いた乳首からゆっくりと唇くちびるを離はなした。


「は、はぁっ……はぁ」


　すっかり呼吸の乱れた淳平だったが、大きく息を吸い込むたびに胸が上下し、その上で紅く咲さいた乳首が唾だ液えきでぬらぬらと光っているのが、ひどく扇せん情じよう的に見える。


「たまらない眺ながめだな」


　そう言った男は、ぐったりとしている淳平から身を離すと、今度ははち切れんばかりに勃ぼつ起きしてしまった雄おすを一撫でした。


「くぅっ！」


「お前、一体いくつなんだよ。まだお漏もらしなんかするのか？　ここがヌルヌルになってるぞ」


「やッ……そんな、変なこと言うな！　噓だよっ」


　最後に残ったプライドで、淳平は首を振って相手の屈くつ辱じよく的な言葉に応戦するが、蘇芳はさらにプライドの欠片かけらさえ踏ふみにじる。


「噓なもんか。イきたくてたまらないんだろう？　ほら、どうだ？」


「あぁ！　ひ……！」


　ヒクリと淳平の喉のどが痙けい攣れんして反り返った。


　今にも爆ばく発はつしそうな雄を、男の掌てのひらできつく握にぎられてしまったからだ。


「あ！　ぁ……ダ、メっ」


　一気に射精してしまいそうな波に襲われるが、根本部分を締しめるように握られているせいか、覚えのある解放の瞬間は訪おとずれなかった。


「おいおい、冗じよう談だんだろう？　こんなに早くイかれちゃ、お仕置きにならないじゃないか。お前には、もう少し耐たえることを覚えさせてやらないとな」


「ぁぁ……は、くぅッ」


　さっき再会したばかりの男。


　それだけではない。


　積年の恨うらみの対象であった男に好き勝手に身体からだを弄もてあそばれ、簡単にイかされるなんて冗談じゃない。


「どうした？　そんなにイきたかったのか？」


　だから淳平は射精できないことに、半分では安あん堵どしていた。


　だがもう半分では解放されない熱が内部で逆流し、腰こしが熱く疼うずいてたまらなくて……。


「ぅ、ぅッ……苦しっ、手を……放してッ」


「わかったわかった。しょうがない奴やつだな。ほら、手は放してやる」


　硬かたく突き勃たった淳平自身から言葉どおり手は引かれたが、中ちゆう途と半はん端ぱにタイミングを外されたせいで、射精の瞬しゆん間かんは訪れなかった。


　その代わり、熱い肉の先せん端たんにある小さな穴からは、わずかに白く濁にごった液体がトロトロと染しみだしている。


「ぅ……くぅっ」


「どうした？　ずいぶん漏らしてるみたいだが……苦しそうだな？　なんなら俺が助けてやろうか？」


「いっ……いらないよ！　お前の手でなんかでイかされてたまるか！」


「ふぅ。本当に可愛かわいげがない奴だな。だったら……そうだな。こうしてやるよ」


　蘇芳はベッドのサイドテーブルの引き出しに手を伸ばすと、そこからコンドームの入った四角いパッケージを取り出した。


「な……に、今度は……なに、するんだよ」


　初めて目にするそれに、すっかり怖おじ気けづいている淳平にはかまわず、蘇芳は慣れた仕し種ぐさでパッケージを嚙かんで破ると、中から赤色のゴムを取りだす。


　それをいきなり長く引き伸ばしてから、淳平の勃ちあがったものの根本に巻きつけて縛しばってしまった。


「やッ……そ、そんな！　やめてくれよ。こんなの、嫌いやだって」


　今にも爆発しそうなほど硬く勃ちあがって濡ぬれた雄お茎けい。


　その根本には赤い色のコンドームがきつく食い込んでいて、とても哀あわれに見えた。


「ぁぁ……は、はぁ。ヤ、ダよっ……は、んん～っ。取って！　これっ……取ってくれよ」


　淳平の息が、目に見えるほど甘く弾はずみ、肌はだがじっとりと汗あせばみ始める。


「さぁ、そろそろ本気で遊んでやるぜ。たっぷりと愉しませてくれよ」


「な……にをだよ。なぁ、今度は一体なにするつもりだよ。もうよせって」


　蘇芳は同じ引き出しから今度はハンドクリームを取りだすと、中身をたっぷりと指に押しだす。


「いい子だから、ちゃんと脚あしを開いて膝ひざを立てろ」


「そんなッ。できないよ！」


「早くしろ！　逆らったら両脚を頭の上まで引っ張りあげて、腕うでと同じようにベッドの格こう子しに広げて縛るぞ！　いいのか」


　そんなおぞましい自分の姿を想像してしまった淳平は、一瞬にして震ふるえあがった。


「どうした？　それともお前は、恥はずかしい格好をさせられたいのか？」


　淳平は血が出るほど唇を嚙んでしばらく蘇芳を睨にらんでいたが、相手からはなんの反応もなくて、根負けしてしまう。


「そう、いい子だな。最初から、そうやって素す直なおに脚を開け。さぁ、お前も辛つらいだろうから、そろそろ楽にしてやるよ」


　固く目を閉じた淳平のしなやかな脚が、おずおずと左右に開いていく。


　綺き麗れいな目め尻じりから、ポロリと涙がこぼれていた。


　淳平が自ら脚を開ききるまで、蘇芳は「もっとだ」と冷たく繰くり返すだけで、一いつ切さい手はださず、淳平自身に恥ずかしい形を取らせた。


　その行こう為いが、完全に淳平の自尊心を打ち砕くだいてしまった。


「さぁ、少し冷たいが我が慢まんしろよ」


　次の瞬間、信じられない場所にヌルッとした感かん触しよくがあって、淳平は短い声を発すると、反射的に脚を閉じてしまう。


「なにやってるんだ。もう一回広げろ！　さっさとしないかっ。マジで縛るぜ」


　でもすぐに厳しい声で脅おどされて、また自らの力で脚を割り広げていく。


「やめ……ヤダよ。なぁ、頼たのむから、こんな恥ずかしいこと、やめてくれよ。嫌だって……ぁ、ぅん！」


　クリームののった指が何度も淳平の秘ひめられた箇か所しよを出入りし、徐じよ々じよにそれが深くまで埋うまっていく。


「結構そそる声が出るじゃないか？　ん？」


　最初は第一関節程度の挿そう入にゆうだったが、蘇芳の指は今、その付け根までを、すっぽりと淳平の内部に埋うずめて完全に見えなくなっていた。


「ぁぁっ！……やめて。やめてぇ……そんな奥までっ……お願い、だから」


　その行為を何度も繰り返されるうち、淳平の息は乱れて、すっかり喘あえぎに変わってしまう。


　吐はき出す言葉も先刻までは罵ば倒とうばかりだったが、今は完全に哀あい願がんに変えられてしまっていた。


「感じてきたんだろう？　どうだ？　嫌がって見せても、お前の中は俺の指を締めてくるぜ」


　ぐりぐりと熟うれた肉の襞ひだをかき乱され、その度たびに淳平はシーツの上であられもなく身み悶もだえ、そしてやめてと乞こう。


「覚えておけ。俺にものを頼む時は、お願いしますだ。いいな」


「ぁッ……そこは嫌。そんな奥は、嫌だよっ……お願いッ……お願いだから」


「違ちがう。『蘇芳さん、お願いします』だ。可愛く言ってみろよ」


　悔くやしさに、きつく下した唇くちびるを嚙んだことで、今度こそ本当に血が滲にじんだが……。


「蘇芳……さん。お願い、です。触さわら……ないで」


　目を閉じ、小さな声で懇こん願がんする。


「どこを触らないで欲しいんだ？」


「そ、んなッ……」


　少年の半泣きになった顔は、とても扇情的だった。


「ちゃんと言ってみろ」


　苦しげな嗚お咽えつを漏もらしながら、淳平は首を弱々しく振ふる。


　いくらなんでも、そんな破は廉れん恥ちなことなど口にできない。


「言わないと、よくわからないな？　さぁ、これでどうだ？」


　今度は指が一気に三本に増やされ、ズッと強ごう引いんに押し込まれたあと、中でそれぞれが違った箇所を刺し激げきする。


「ひっ……ぁ、ぁぁッ」


　口を丸く開け放ったまま、淳平が左右に顔を首を打ち振ると、赤く色づいた唇の端はしから、たまっていた涎よだれがとろりと垂れ落ちた。


「なんだ？　こっちからも涎が出ているぞ？　どうする？　どこを触って欲しくないんだ？　ん？」


「おっ……お尻しり。俺のッ……お尻の……を、触らないで」


　泣きながらようやく口にすると、蘇芳は荒あらい息を何度か吐いて、ようやく指を抜ぬいてくれた。


「イヤラシイ口だ。そんなことを平気で口にするなんて、破廉恥な奴だ」


「そんなッ……あ、なに！　なにッ？」


「本気でお仕置きしてやる。こっからが本物のお仕置きだ。もっとも、今からこんなに感じていては、お仕置きにならない可能性の方が大きいがな」


　蘇芳は急いだ仕し種ぐさでベルトを外し、自らのスラックスを脱ぬぐと、淳平の両膝の下に腕を入れて一気にすくいあげる。


「なっ……なに？　なに？　やだって！　それ、やだッ」


　ちらりと目に入った蘇芳のものは、想像を絶するほど雄お々おしくしなりかえっていた。


　まだなにをされるかわからない淳平だったが、グロテスクなそれを目にしたとたん、本能的に震えあがってしまう。


「やッ……やめて。蘇芳さん！　お願いだから。嫌だよッ……ぁ。ぁぁぁッッ」


　軽く持ちあげた細い腰こしを固定して狙ねらいを定めると、蘇芳はいきり勃った肉の剣けんで、淳平を貫つらぬいていた。


「ぅ……ぅぅっ……くっ。やぁッ……痛ッ……痛い、よ。痛いッ……やめてっ」


　唇から漏れる声は完全に悲鳴だったが、蘇芳は一切の手加減なく、根本までぎっちりと己おのれの肉を埋めきった。


「さぁ、ようやく本番だ。存分に愉たのしませてもらうぞ。簡単に根をあげるなよ」


　男の言葉どおり、そこからの数時間は、淳平にとってはおそらく生しよう涯がい、忘れられないほどの衝しよう撃げきだった。


　さんざんなぶられて使われて……。


　それでも最初から最後まで、淳平は男の巧たくみな手管に感じてよがり狂くるった。





　最後の射精を淳平の腹から胸にかけてぶちまけたあと、蘇芳は喉のどが渇かわいたと言ってようやくベッドを降りていった。


　だが、淳平の方は、まだ一度も射精を許されてはいない。


　雄おすの根本をコンドームで括くくられているからだ。


　ややあってからベッドに戻もどってきた男が手にしていたのは、携けい帯たい電話だった。


　それを目にした瞬しゆん間かん、淳平には相手の意図することがすぐにわかったが、全身が痺しびれていて、指一本動かすことができない。


　せめて、嫌いや々いやと首をゆるく振った。


「さぁ、長い間よく我慢したな。今すぐイかせてやるよ」


　男が離はなれていった時のまま、淳平はＭ字に両脚を広げた恥ずかしい格好のままだった。


　そして開ききった脚の中心にある硬かたく勃ぼつ起きした雄の根本には、今も赤色のコンドームがきつく巻かれて射精を阻はばんでいる。


「ほら、これで楽になるだろう？」


　そして蘇芳がようやくそれを解いた瞬間、淳平は両脚を痙けい攣れんさせながら長く鳴いた。


「ぁッ……ぅぁ、あぁぁぁ」


　長時間、抑よく制せいさせられていた体液は勢いよく飛び散ることはなく、小さな穴の先からコプコプと溢あふれるように湧わき出し、茎くきを伝って薄うすい茂しげみを濡ぬらしていく。


「ぅ……く、ぅぅ。ふ」


　淳平の吐く息の温度は確実に高くなって、頰ほおには鮮あざやかな朱しゆがさしていた。


「ぅんっ……ぅ、ふ……ぅんんっ！」


　一気に射精するのではなく、鈍にぶい絶頂がじわじわ続くことで、淳平は苦しみにも似た壮そう絶ぜつな快感を得ているようで、すさまじく卑ひ猥わいな顔で喘ぎ続けた。


　シャッターの音が何度も耳に届いたが、そんなことはもうかまっていられなかった。


「いいか、よく覚えておけよ。これは強ごう姦かんじゃない。強姦ってのはな、相手が感じることによって和姦に近付くんだよ。その証しよう拠こを残しておいてやる。俺を訴うつたえたいなら訴えればいい」


　そんな傲ごう慢まんな申し出が聞こえたあと、完全に放心している淳平の腕うでがようやく解放される。


「あぁ……」


　そのまま脱だつ力りよくした淳平の意識は、本当にようやく、遠のいていった。


「覚えておけよ。大人を怒おこらせると、こんな怖こわい目に遭あうってことをな」


　そう言い残す声が聞こえたあと、男の気配が遠のき、ドアの閉まる音がかすかに鼓こ膜まくに届いた。





　男に好き勝手に使われた淳平は、数分の間はベッドで放心状態に陥おちいっていたが、弾はずんだ息がおさまり体温が元に戻るにつれて、ようやく今の状じよう況きよう把は握あくができるようになってきた。


「そうだ……俺、あいつに……」


　つい先刻、自分の身に起こった信じられないできごとが何度も頭に浮うかんできて……。


「ちくしょうッ」


　一気に怒いかりがこみあげるが、それを上まわるのは、自分の痴ち態たいに対する顔が火ほ照てるほどの恥はずかしさだった。


　嫌いやがっていたのは最初だけで、最後は与あたえられる壮絶な快感に飲まれて死ぬほど喘がされていた。


　その事実に、淳平は深く傷つく。


　ふと耳にシャワーの音が聞こえた時、淳平はベッドから飛び起きた。


「っ……」


　その瞬間、腰の奥にズキンと鈍い痛みが走る。


　これが夢であって欲しいと、まだ頭の片かた隅すみで願っている自分に、この身に受けた先刻の暴行がすべて真実なのだということを、突つきつけているようだった。


　そろそろと床ゆかに脚あしを下ろした瞬間、淳平は太ふと股ももの付け根を伝う生温かい感かん触しよくに驚おどろいて、思わず床に座り込んでしまう。


「なっ……なんだよ。これ」


　淳平自身の腹の上だけでなく、肉の内部にも大量に注ぎ込まれた男の精液。


　それがとろとろと溢れ、脚の内側を伝い落ちてきたらしい。


　不意に、新たな涙なみだがこぼれた。


「最低だよ……こんなこと！」


　それでも淳平はもう一度、気き丈じように立ちあがると、手て荒あらにベッドからシーツを引き剝はがし、自分の中から溢れてくる男の残ざん滓しをぬぐい去る。


「……ちくしょっ」


　足首まで伝ったそれを拭ふくために身体からだを曲げた時、自分の胸や腹にも、まだたくさんの白はく濁だくが飛び散っていることが、ヌルッとした感触でわかった。


「ぅっ……ぅ、ぅ」


　低く嗚咽を漏らして泣きながら、胸や腹にこびりついた粘ねん液えきもシーツで拭き取り、流れてくる涙を腕でぬぐう。


　こんなに泣くなんて、まるで子供みたいだと情けなかったが、涙は止まらなかった。


　男である自分が、同じ男に強姦されるなんて、どうしても信じられない。


　しかも相手は、ずっと憎にくんできた父の敵かたき、海原建設の蘇芳だなんて……。


　改めて、自分の無力さを思い知る。


　それでも、こんなことは忘れるしかないと思った。


「だって、強姦なんだからっ」


　その時、ベッドで先刻、耳に吹ふき込まれた蘇芳の言葉が不意によみがえる。


『よく覚えておけよ。これは強姦じゃない。強姦ってのはな、相手が感じることによって和姦に近付くんだよ』


　ねっとりと耳たぶを舐なめねぶられるような錯さつ覚かくを起こすほど、甘い声だった。


　そして淳平の身体の中に、怒りだけでなく、もう一つ別の感情が生まれる。


　それは……。


　浴室のドアを閉める音がしたことで、ふと淳平は我に返る。


「蘇芳だ」


　床に落ちている服を急いで拾って身につけ始めた。


　一刻も早く、ここを出ていかなくては！


　衣服を整ととのえた淳平は、寝しん室しつを出るとそのまま廊ろう下かを走り抜ぬけて玄げん関かんにたどり着く。


　靴くつを履はこうとして、ポケットに入っているはずの携帯電話がないことに気づいた。


　仕方なく、もう一度ベッドルームに戻ると、サイドテーブルの上に自分の携帯が置かれているのを見つける。


　手を伸のばして摑つかみ、急いでポケットに入れた時、背後から声をかけられた。


「なんだ？　もう起きあがれるのか？」


　ビクンと一瞬にして身体が硬こう直ちよくしたが、淳平は懸けん命めいに振ふり返った。


　浴室からでてきたばかりの男の身体は、ゆったりとしたタオル地のバスローブに包まれていた。


「意外とタフだな。朝まで起きられないかと思っていたが、やっぱり細くても男だな」


　まだ雫しずくの滴したたる前まえ髪がみを、乱暴に搔かきあげる。


　さっきまでは長めの前髪を整せい髪はつ料で軽くうしろに流していたせいか、印象がずいぶん違ちがって見えた。


　目つきは鋭するどく、無造作に羽織ったバスローブの胸ははだけていて、そこから分厚い胸筋が見て取れる。


　スーツを着ていると一見瘦やせて見えるようだが、蘇芳は同性でさえ惚ほれ惚ぼれするような、逞たくましい筋肉に包まれた肉体をしていた。


「どうした？」


　男が一歩近づくと、淳平の喉がゴクリと上下する。


　目の前にいるのは、昼間の紳しん士し的な仮面を取り去り、野性的な本能を剝むきだしにした獣けもののような男だった。


「何故なぜ逃にげる？　俺たちは、このベッドであんなに仲良くした仲だろう？　忘れたか？」


「言うな！　このっ……変態！」


　淳平が怖い顔で叫さけぶと、男はやれやれと肩かたを竦すくめて見せる。


「さっきは、あんなに可愛かわいかったのに」


「言うなって！　お前なんか、最低のクズだ」


　さらに蘇芳が近づいてくると、情けないことに淳平の全身は震ふるえあがって鳥とり肌はだを立てた。


「どうでもいいが……お前、どこに行く？　勝手に俺の部屋から出るんじゃねぇよ」


「こ、こんなことしてっ……絶対に訴えてやるからな！　あんた、海原建設の専務なんだろう？　こんなことが会社にバレてもいいのかよ！」


　相手が社会人なら、逆にこちらが脅おどすことで永年の復ふく讐しゆうを果たすこともできる。


　淳平は懸命に頭を回転させて切り返したが……。


　それを聞いた蘇芳は、いきなり笑いだした。


「なっ……なんだよ！」


「悪いが、こう見えても昔の俺は、相当悪いことも平気でしてたんだ。恐きよう喝かつに万引き、傷害事件なんか日常茶さ飯はん事じだった。だから、今さら傷つくようなお綺き麗れいな経歴なんて持ち合わせちゃいねぇんだよ。もちろん会社だって、俺の経歴は知ってる。だからこれに強ごう姦かんが加わったところで、逆にはくがつくだけだ」


　男が強がりを言っているようにはとても見えなくて、淳平は返す言葉を失ってしまう。


「それより、いいのか？　お前こそ、男に強姦されたなんてことが他ほかの奴やつらに知られても」


　想像して思わずゾッとしたが、これ以上、弱みを見せるわけにはいかなかった。


「ッ……わ、忘れるさ、こんなこと。たいしたことじゃないッ」


「そう言えば、さっきお前のポケットに入っていた携けい帯たい電話を見たよ。ずいぶん古い機種を使っているんだな」


「なっ……！　勝手に触さわるなよっ」


「悪いが、ついでにメモリーも見せてもらったが、自分の通っている高校の番号まで入力しているなんてずいぶん律りち儀ぎな奴だな。だが、あそこは私立の名門だったろう？　いいのかよ？」


「っ……！　あんた、俺の携帯のメモリーまで見たのか！……マジで最低だなっ」


「最低なんて言葉を、いきなり他人に殴なぐりかかってくるような常識知らずのガキに言われたくないもんだな」


　それを言われると、淳平には返す言葉がない。


　たしかにいきなり殴りかかるなんて、早計で馬ば鹿かなことをしたものだと、今なら思える。


　仇あだ討うちをするにしても、もっと計画を練ってから実行するべきだったのに……。


　憎い男を目の前にしたとたん、か～っと頭に血がのぼってしまったのだ。


　昔からの喧けん嘩かっぱやい性格が災わざわいしてしまった。


「お前に言っておくが、俺には今、怖こわいものなんか、なに一つないんだよ。それより、お前はどうする？」


「だからっ……こんなこと、忘れるさ！　女じゃないんだ。もう忘れたよ！　なんでもない！」


「そう言うわりには、俺とのセックスの最後で、ヒィヒィ泣きじゃくって悦よろこんでいたよな？」


　からかうような台詞せりふに、淳平は思わず相手に殴りかかっていく。


「おっと！　相変わらず威い勢せいがいい。実はな、俺は本来、品のいい女が好みなんだ。だが、お前は面おも白しろいよ。だから、飽あきるまでもう少し遊んでやってもいい」


「遊ぶってなんだよ！　冗じよう談だんじゃない！　話にならないから、もう俺は帰るからな！」


「まぁ待て。そう焦あせるな」


　蘇芳はグラスボードの上に置かれていた自らの携帯電話を手にすると、ベッドの端はしに腰こしを下ろしてゆったりと脚あしを組む。


「お前に、ぜひ見せたいものがあるんだ」


「いらないよ！　もう帰るからッ」


　淳平が素っ気なく背を向けた時、


「ほら、よく撮とれているだろう？」


　愉たのしげな声が聞こえた。


　その時、行こう為いの最後に男が手にしていたのが、この携帯電話だったことを、淳平は不意に思い出した。


「そんなっ……まさかっ？」


　男の台詞に淳平があわてて振り返った時、蘇芳は掌てのひらの携帯の液えき晶しよう画面に見入っていた。


「いい写真が撮れたぜ。知ってるか？　お前は口を開けば悪態をつく最低のガキだが、幸いにして、見た目がいい。だからこういう写真をネット上で流せば、喜ぶ変態男が大勢いるだろうな」


　相手の意図することがわかって、両りよう膝ひざがガクガクと震えてくる。


　恐おそろしい予想が、一瞬にして淳平の脳のう裏りをいっぱいにした。


「見たいか？」


　からかうように問われると、淳平は逆に男に近づくと、その手から携帯電話を奪うばって液晶画面を見た。


「っ……！」


　そこに写っていたのは、まさについ先刻の淳平自身で……。


「……こんなっ。噓うそだ！　信じられない！」


　淳平には、とても直視できない映像だった。


　あまりにも淫みだらな写真で、被ひ写しや体たいが自分だなどとは到とう底てい信じがたい。


「どうだ？　鮮せん明めいに撮れているだろう？」


　真っ白なベッドに横たわった、一糸まとわぬ艶なまめかしい裸ら体たい。


　両手はシャツで頭上に縛しばられ、ベッドヘッドの飾かざり格ごう子しに結ゆわえて固定されている。


　そして両脚は膝を立てた格好でしどけなく開いていて、体液でベトベトに濡ぬれた股こ間かんが丸だしになっていた。


「お前の恥はずかしいところが全部、写ってるだろう？」


　被写体の少年は男に犯おかされた直後だとわかるのに、その股間のものは硬かたく勃ぼつ起きしている。


　さらに開かされた脚の付け根の窪くぼみにある小さな孔あなは、だらしなく広がったままで、内側の鮮あざやかな桃もも色いろまでが鮮明に写っていた。


　それは、少年が犯されたことが、一目瞭りよう然ぜんでわかる淫らな映像。


　だがしなやかな肌はだは全身が薔ば薇ら色いろに紅潮し、勃起したままの雄お茎けいの先せん端たんからは、白はく濁だくがコプコプと溢あふれて垂れている。


　ただ幸いなことに、足元から撮った写真のせいで、被写体の顔は特定できなかった。


　これなら、写真の人物が誰だれかはわからない。


「あぁ、そのことなら心配するな。もちろん、撮ったのはその一枚だけじゃない」


　淳平の心の中の声が読めるのか、蘇芳はすぐにそんな甘い考えを打ち破った。


　恐る恐る次の画像を読み込むと……。


「ッ……！」


　二枚目の画像には、その顔がはっきりと写しだされていた。


　少年は完全に放心状態で、とても強姦されたようには見えない満たされた顔をしている。


「噓だっ。こんなの俺じゃない！　絶対に違ちがう！」


「なに寝ねぼけたことを言ってやがる。お前は俺が最後に解放してやった時、最高にイヤラシイ顔をして射精したんだぞ」


「噓だ……噓だっ」


「これくらい鮮明な画像なら、いくらエロい顔をして別人に見えても、おそらくお前だってことは特定できるはずだよな？」


　淳平には、もう返す言葉が一つも見あたらなかった。


「どうした？　顔色が悪いな。この写真がそんなに気に入らないのか？」


　怒いかりが、じわじわと淳平の胸に満ちてくる。


　厳しい目で蘇芳を睨にらみすえると、相手は勝ち誇ほこったような声で笑った。


「どうせ脅すなら、こういう写真の方が説得力があるよな？　違うか？」


　たしかにそうだ。


　こんな写真をネット上に流されれば、もう自分は街さえ歩けなくなるに違いない。


　もちろん学校は退学。


　それに……もし、こんなことが『彼』に知れてしまったら！


　だったら、どうすればいい？


　淳平は携帯電話を摑つかんだまま、発ほつ作さ的に蘇芳に背を向けた。


　本当に衝しよう動どう的な行動だったが、そのまま脱だつ兎とのごとく廊ろう下かを走り抜ぬけて靴くつを摑み、裸足はだしで男の部屋から飛びだす。


　エレベーターの前に来ると、幸いなことにすぐにドアが開き、飛び乗って閉める。


　廊下の方を見たが、蘇芳が追いかけてくる形けい跡せきはまったくなかった。


「よかった……」


　安あん堵どした淳平は、箱の中でようやく靴を履はくと、そのまま蘇芳の携けい帯たいを持って外に飛びだしていった。








　今から五年も前のことだ。


　幼い頃ころに母を亡なくした土佐淳平は、都内にある一いつ軒けん家やで父親と一いつ緒しよに暮らしていた。


　二人が住んでいるのは、父が経営する小さな工場、土佐機械工業の隣となりに建てられた平屋の古い家だったが、そのあたりは近年の駅前再開発で、競きそうようにビルが建設されている場所だった。


　昔は古い長屋や民家が建ち並んでいたその街も、今や土佐家が持つ広い土地だけが、ビルの群れの中にぽつんと取り残されたような状じよう況きようになっている。


　地価は信じられないほど高こう騰とうし、たった数年で土佐家の所有地は莫ばく大だいな資産となっていた。


　だが淳平の父は仕事に対してとても真ま面じ目めな技術職人で、長く勤めている三人の従業員と共に、日々、大手メーカーから発注された機械部品を丁てい寧ねいに作り続けていた。


　そんな土佐家に初めて蘇芳が訪おとずれたのは、淳平がまだ小学校四年生の時だった。


　日本でも一、二を争う大手建設会社、海原建設の営業部に勤務する蘇芳は、土佐機械工業が駅前に所有する百坪つぼ余りの土地に、いち早く目をつけた。


　その後、そこを買収するため、何度も土佐機械工業を訪問したのだ。


　当時、土佐工業には頼たよりになる顧こ問もん弁護士がいた。


　地元の貸しビルで弁護士事務所を経営している、まだ二十代という若さの弁護士、志し賀が博ひろ史しだった。


　志賀はとても優ゆう秀しゆうかつ、周囲に対する細かい心配りのできる優やさしい人ひと柄がらで、土佐社長からの信しん頼らいも非常に厚く、会社経営のほとんどを任されていた。


　そのため、蘇芳から申し出のあった土地買収に関する取引も、すべて志賀が任されていたのだ。


　その当時、まだ子供だった淳平だが、今も記き憶おくしている。


　もちろん、蘇芳自身の顔も、はっきりと覚えていた。


　学校から帰った淳平は、いつも工場の前で遊んでいたが、蘇芳は訪れるたびに声をかけてくれ、時々は子供の好きそうなお菓か子しもくれた。


　一緒に遊んでくれたことすら、あったものだ。


　だが、そんな優しい顔は偽いつわりで、実際の蘇芳の買収の仕方はとても強ごう引いんだったそうだ。


　最初、土佐社長の意向を汲くんだ弁護士の志賀が、土地の売ばい却きやくを拒こばんでいたところ、今度は地上げ屋のような乱暴な輩やからが、しばしば工場を訪問するようになった。


　力ずくの買収に断固として抵てい抗こうしていた志賀と土佐社長だったが、ある時、急にメーカーからの受注がすべてストップしてしまったのだ。


　その状況が半年近くも続いた結果、会社は破産寸前にまで追い込まれてしまう。


　すべては海原建設の蘇芳が、企き業ぎように手をまわして画策したことだった。


　会社が倒とう産さんすれば、土地は手放すしかなくなる。


　だが土佐社長は、なんとか経営を立て直そうと努力し、金を貸してくれる金きん融ゆう機関を探して頭を下げ続けたのだ。


　そんなことを数ヶ月も続けたが、結局融資先は一つも見つからなかった。


　落らく胆たんする土佐社長だったが、その時も助け船を出したのは志賀だった。


　なんとか融資をしてくれる金融会社を見つけ、話を持ちかけてくれた。


　だが、そこはいわゆる闇やみ金融で、そのことはもちろん志賀も知っていたが、土佐社長は他ほかに方策もなく、仕方なくそこから借金を重ねた。


　その後の社長の努力も虚むなしく、工場の経営は持ち直すことはなかった。


　借金だけが膨ふくらみ、さらには法外な利子まで請せい求きゆうされて、会社は自主再建を放ほう棄きせざるを得なくなり、ついには倒産してしまったのだ。


　当然のことながら、土佐機械工業が所有していた駅前の土地のすべてが担保に取られ、結局、その闇金融が最終的に、海原建設に土地を売却してしまったらしい。


　あまりにも上手うまくいきすぎる筋書きだったが、そのすべてが数億の資産である土佐家の土地を買収するための、海原建設の蘇芳の画策だったのだと、淳平はのちに弁護士の志賀の口から真相を知らされたのだ。


　その後、なにもかもを失った土佐社長は、心と身体からだを病んで、ついに入院してしまった。


　すっかり憔しよう悴すいした父のために、淳平は毎日のように着き替がえを持って病院に出向き、ずっと父のそばについて甲か斐い甲が斐いしく面倒を見た。


「きっと、すぐに元気になるよ。帰ったら、今度は僕も父さんの仕事を手伝うから一緒に頑がん張ばろう」


　日に日に瘦やせていく父を、まだ小学生の淳平は懸けん命めいに励はげまし続けたが、父は精も根も尽つき果てたような弱々しい表情で、哀かなしい笑えみを返すだけだった。


　その数日後、土佐社長は風邪かぜをこじらせて肺はい炎えんを併へい発はつし、本当に呆あつ気けなく逝いってしまった。


　懸命の看病の甲斐もなく、唯ゆい一いつの肉親を失った淳平は、本当に独りぼっちになってしまったのだ。


　そして……。


　二日後、土佐家では、逝せい去きよした父親の葬そう儀ぎがしめやかに行われた。


　その日、東京の街は朝から冷たい雨になった。


　土佐社長の葬儀には、近きん隣りんの住民や淳平の小学校の児童や父兄などが集まってくれたが、憔悴しきった淳平の姿は誰だれの目にも痛々しかった。


「父さんっ、父さん！　僕を一人にしないでっ！　一人にしないでよ」


　最後の献けん花かの時、棺ひつぎにすがりついて泣きじゃくる淳平に、みんなが涙なみだした。


　小さい頃に母を亡くし、そしてまた父親までも失った少年。


　泣きはらした赤い目にまた涙をため、父の位い牌はいを胸にしっかりと抱だいて歩く少年の姿は、参列した人々の心に、いつまでも痛切な思いを残した。





　亡くなった土佐社長は成人する前、家族に勘かん当どうされて熊本から上京していたため、残された淳平にはまったく身寄りがなかった。


　しかし、葬儀の数日後のこと、途と方ほうに暮れる淳平の元に志賀からとても嬉うれしい知らせがきた。


　なんと、淳平が成人するまでの間、生活資金と学費のすべてを援えん助じよしてくれるという、足長おじさんのような人物が現れたというのだ。


　その人物が男性であること以外、名前や住所などは本人の希望でどうしても明かせないと志賀は話したが、年々成長するにつれ、淳平は志賀自身がその『彼』なのだということを、察知していた。


　身寄りのない淳平には、そんな親切にしてくれる相手など、志賀以外にいないからだ。


　淳平はその後、『彼』の計らいで、都内にあるエスカレーター式の私立小学校に編入し、特別に中学からしか入れない寮りように入寮させてもらって、そこから学校に通うことになった。


　学校での保証人には、土佐機械工業の顧問弁護士だった志賀が名乗りをあげてくれた。


　こんな待たい遇ぐうをしてもらったことに、とても感謝した淳平は、どうしても援助してくれる『彼』に一目会いたいと志賀に願ったが、代わりに唯一、その人のメールアドレスだけを教えてもらった。


　五年経たった現在も、その人とのメール交こう換かんは継けい続ぞくしている。


　そして葬儀からしばらく経ってから、志賀は淳平に父が亡くなる前のすべての経けい緯いを詳しよう細さいに教えてくれた。


　海原建設の蘇芳こそが、卑ひ怯きような手を使って父を陥おとしいれて工場を倒産させ、最後には父をも死なせた張本人であると。


　淳平の胸の中に復ふく讐しゆう心が芽生えたのは、まさにその時だった。


「でも淳平くん、いいかい。変な気をおこしちゃいけない。きっと頑張っていれば努力が報むくわれる日が来るんだ。だから君は一生懸命勉強して立派な大人になるんだよ。大切なお父さんの為ためにもね」


　そう言って涙を流す優しい志賀に、淳平は精いっぱい努力することを誓ちかった。


　その後も、志賀は淳平の心の拠より所となってくれ、ことあるごとに、淳平は志賀の元を訪れては慕したっていた。


　もちろん、憎にくい蘇芳のことを一時も忘れたことはない。


　大人になったら、必ず復讐してやると、淳平は密ひそかに胸に誓いを立てていた。


　だが、幸いと言うのか、父の死から五年間、淳平は一度として蘇芳の姿を見ることはなかったのだ。






２




　あれから一週間。


　蘇芳から奪うばった携けい帯たい電話に保存してあった淫みだらな画像は自らの手で完全に消去し、その上、携帯電話も破は壊かいした。


　これで脅おどされる心配がなくなったと、淳平はすぐにさらなる復讐計画を練り始めた。


　彼は強ごう姦かんされて泣き寝ね入いるほど、気の弱い人間ではなかったからだ。


　ホテルのカフェでのバイトは、あのあと当然のことながら即そつ刻こくクビになっていたが、自分がいきなり相手に殴なぐりかかったのだから仕方ないと、あきらめもついて納なつ得とくしている。


　ただバイトを紹しよう介かいしてくれたのが他でもない志賀だったので、彼には本当に申し訳ないと思っていた。


　だが、すんでしまったことはしょうがない。


　志賀には、もう少し時間が経って落ち着いてから上手く話をしようと思っている。


　それにしても、冷静に考えると、たしかにあの突とつ飛ぴな行動はまずかった。


　非常に子供じみた感情だけで突つっ走ってしまった自分を、今は充じゆう分ぶんに反省しているが、それはあくまで、方法に対する反省だ。


　次は絶対、上手くやる！


　それには、なんとかして蘇芳に近づいて弱みを握にぎり、逆に相手を脅し返してやるのがいいかもしれないと淳平は考え始めていたが、そんな打たれ強さこそが、彼らしさだった。


　だが、バイトをクビになったことは、一番の問題点だった。


　年とし頃ごろの淳平には、欲しいものもいろいろある。


　早く次のバイト先を見つけ、一刻も早くお金を稼かせぎたいというのが子供らしい正直な気持ちだった。


　そんな淳平が、夜になると必ずすることがある。


　それは、部屋にあるパソコンで行うメールだった。


　以前、自分を援助してくれている『彼』の唯一の情報として、メールアドレスだけは志賀から教えてもらっていたが、淳平はその後、学校でのできごとなどの報告メールを送っていた。


　だが、さすがに今回の出来事は、書くことができなかった。


　もちろん、いつも頼たのもしく支えてくれる優やさしい志賀にも話せなかった。


　これまでも今も、ずっと自分を励ましてくれる優しい人たちを、自分が裏切ってしまったという自覚があったからだ。


　そんな矢先のこと、寮での夕飯が終わって部屋に戻もどった直後、淳平の携帯電話が鳴った。


　普ふ通つうに開いて液えき晶しよう画面に目をやると、なんと信じられないことに、着信相手の表示が蘇芳となっているではないか！


「なんだよ、これ。俺……こんなの登録した覚えないって！」


　心臓が止まるくらい驚おどろいたが、おそらくあの時、行こう為いが終わったあとで完全に放心状態に陥おちいっていた時、蘇芳が勝手に携帯のメモリーに登録したのだと淳平は推測した。


「冗じよう談だんじゃない！　なに勝手なことやってんだよッ」


　腹立たしい思いでいっぱいになった淳平は、思わず自分の携帯電話をベッドの上に投げてしまう。


　音は一いつ旦たんは止やんでほっとしたが、すぐにまた鳴りだした。


「あ～、もう。うるさいなぁ！　いくら呼んだって俺は絶対に出ないからな」


　淳平はベッドの上の携帯の上に乱暴に枕まくらを被かぶせる。


　つい今しがたまで、自ら蘇芳に近づいて弱みを握ってやろう……などと考えていたが、さすがに電話がかかってくると身体からだが竦すくんでしまう。


　それに、復讐計画については、まだ具体的な計画を練っている途と中ちゆう段階なのだ。


「しつこいって！」


　その声が相手にも聞こえたのか、ややあってから音は止み、淳平がおそるおそる枕をどかした時、今度はメールの着信音が短く鳴った。


「……なんだよっ」


　友達からかもしれないと思ったが、タイミングがタイミングだけに、確かめるのが怖こわい。


　おまけに、さっきからなんだか嫌いやな予感までしている。


　でも、放ほうっておくわけにもいかなくて、淳平は仕方なく携帯を摑つかむと、受信ボックスを開いてみた。


「やっぱり……」


　予想どおり、蘇芳からだった。


　またしても、画面に蘇芳の名前が表示されている。


「あいつっ！　ご丁てい寧ねいに、メールアドレスまで登録してやがる！」


　無視していると、もう一度メールが入った。


　それが繰くり返され、ついに五回目の着信で、気の短い淳平はとうとう癇かん癪しやくを起こしてしまう。


「わかったよ！　もう、ホントいい加減にしてくれよな！」


　メールを開くと、短い一言、


『電話をしろ』


　という、短いメッセージ。


「馬ば鹿かじゃないの？　誰だれがあんな奴やつに、こっちから電話するかよ！」


　アドレスごと消去しようと思ったが、その時、メールに画像が添てん付ぷされていることに気がついた。


「なんだよ？」


　やっぱり気になった淳平は、すぐにそれを開けてみた。


「ッッ……！」


　淳平の顔色が一いつ瞬しゆんにして変わり、そのままぺたんと床ゆかに座り込んでしまう。


「どうして……まだ、こんなのっ」


　添付されていたのは、一枚の画像。


　それは蘇芳から奪った携帯に登録されていた、暴行直後の淳平の乱れた姿だった。


　でも、あの携帯電話は蘇芳から奪って逃にげて、すぐに消去したはずだ。


　携帯電話も、念には念をと完全に破壊したのに……？


「わけわかんないって！　なんでまだ残ってるんだよ！」


　これは、なにかのトリックだろうか？


　でも、この写真が送られてくるということは、まだ蘇芳に弱みを握られているということに変わりはない。


　さっきまでの復ふく讐しゆう計画が、呆あつ気けなく崩くずれていく。


　こんなことは信じられなかったが、わかっていることは一つだった。


　自分は、今から蘇芳に電話をしなければならないということ。


「嫌だよ……あいつは、だって！……なんか怖いっ」


　さっきまでは強気なことを考えていたのに、実際に彼と話をする自分を想像するだけで、淳平は背筋がゾッとした。


　あの夜の熱い愛あい撫ぶを思い出して、自然と脚あしがガクガクと震ふるえてくる。


　それでも淳平には、電話をかけるしか選せん択たく肢しはなかった。


「ちくしょうっ」


　見えない相手に悪態をつくと、震える手で電話をかける。


　一回目のコールで、すぐに回線は繫つながった。


『遅おそい！　なにしてやがる。俺が電話をかけろと言ったら、すぐにかけてこい！』


　いきなり厳しい声で命令されてしまう。


「っ……どうして？　どうしてッ」


　訊きかなければならなかった。


『なにがだ。俺の言ったことがわかったか？　俺からの電話は、五回以内のコールで必ず取るんだ。でなければ、ひどい目に遭あわせるぜ』


「なっ……！」


　本当に横暴な男だ。


『わかったのか？　返事は！』


「わ、わかったよ。わかったっ」


『で。お前からの質問はなんだ？　なにが「どうして」なんだ？』


「だからっ……あの、写真だよ。なんで、あんなのがっ……まだ」


　淳平が訊いた直後、電話の向こうにいる男が低い声でわずかに嗤わらった。


　その瞬間、あの時の野や獣じゆうのような男の生々しい息づかいがよみがえって、心臓が凍こおりつく。


『あんなエロい写真、そうそう撮とれるもんじゃないからな』


「だって、あれは……もうッ」


『お前が盗ぬすんだ俺の携帯から、すでにデータを消したんだな？』


　そのとおりだった。


　なのに何故なぜ、まだ写真が存在するのかわからない。


『悪いな、写真を撮った時点で、すぐに俺のＰＣに画像を転送したんだ』


　そうか。そういうことだったのか！


　淳平はギリギリと歯を嚙かみしめる。


『どうした？　今度俺の部屋に遊びに来ればいい。お前のイヤラシイ画像を綺き麗れいにプリントアウトして、ベッドのそばに飾かざってやるぜ』


　からかうように言われ、頰ほおがカッと熱くなる。


『そう怒おこるな。生憎あいにくだったな』


　周しゆう到とうな蘇芳は、画像をすぐに自分のパソコンに送信していたのだ。


　だから、いくら携帯のメモリーを消去しても意味がなかった。


『明日、迎むかえに行ってやるからちょっと出てこい。お前の寮りようの近くの駅前にあるフラワーベッドっていう喫きつ茶さ店てんだ。知ってるか？』


「いやだ。行かない！」


　さっき復讐を誓ちかったのに、いざとなるとこんなに脚が震えるなんて……。


　淳平は自分が情けなかったが、どうにもできない。


『俺は知ってるかと訊いている。答えろ』


「し、知ってるよ。だけど、あんたに会うなんて二度と嫌だから行かない！」


『夜の七時だ。いいな』


「勝手に決めるなよ！　行かないって言ってるだろっ」


　淳平の返事に、男はさも不思議そうに問う。


『どうしてだ？』


「どうしてって……そんなの決まってる！　お前は俺の父さんの敵かたきなんだぞっ……！　それに、行ったらまた、あの時みたいな変なこと……するんだろ？」


　恥はずかしくて、思わず声が小さくなる。


『あの時みたいって、なんだ？　あぁ、セックスのことか？』


「ッ！　だからっ、そういうことを簡単に口にするなよな！」


『意外と照れ屋なんだな。可愛かわいいぜ』


「うるさい！」


『お前を呼び出す目的は一つだ。身体からだが目当てにきまっている。そのためにお前を繫いでいるんだからな」


　どうして、この男がこんなことを言うのか、淳平にはわからなかった。


「あんなことを、またされるくらいなら死んだ方がましだ！　俺は行かない！　絶対に行かないからなっ」


　今思い出しても下半身がじっとりと湿しめりそうなほど、熱く巧たくみな愛撫。


　成熟した大人の手管に蕩とろかされてイかされた、長く濃のう密みつな時間。


　死にたくなるほどの屈くつ辱じよくを徹てつ底てい的に与あたえられたのに、今もベッドで身体が疼うずいて寝ね苦ぐるしい夜がある。


『俺に会いに来るか来ないかは、お前の自由だが、一つ忘れてないか？　俺は、お前の弱みを握にぎっているんだぞ』


　そのとおりだ。


「このっ……卑ひ怯きよう者っ！」


『卑怯？　まさか？　これは正当な取引だ。違ちがうか？』


「なんの取引だよ！」


『最初に俺はお前に殺されかけた。そうだな？』


「そんな大げさなこと言うな！　ただ、ちょっと殴なぐっただけだろ！」


『俺を殺したいんだろう？　それほど憎にくいと、この前俺に言っていたよな？』


「……そうだよ」


『だったら会いに来いよ。俺を殺したいなら、俺に近づいてこい。でなければ殺せないぜ』


「っ……」


　たしかに男の言うとおりだ。


『だが俺だって馬ば鹿かじゃない。俺としてもガキなんかに殺されちゃあたまらないからな。だからお前が俺に溺おぼれるまで手なずけて、復讐する気なんか起こらないくらいハメて犯おかしてやるよ』


「ちくしょうッ」


『さぁ、もう観念しろ。このデータをばらまかれてもいいか？　ん？』


「っ……」


　返事は一つしかない。


『もう一回見せてやろうか？　お前が脚をこれ以上ないくらい大きく開いて、あそこをおっ勃たて、開いたケツの孔あなまで丸見えにしたヤラシイ写真だ。たまらないよなぁ？』


　淳平は声も出なかった。


『いい子だから、わかったな。明日の七時に来るんだぞ』


「……」


『返事はどうした？』


　もう逆らうことはできない。


「わかったよ！」


　そう怒ど鳴なると、すっかり唇くちびるの色をなくした淳平は、急いで電話を切った。





　翌日の午後七時に、淳平は約束どおり、駅前の『フラワーベッド』という喫茶店に来て男を待っていた。


　店内の壁かべや床ゆかには、プランターに植えられた鮮あざやかな花がたくさん飾られていて、いい香かおりが漂ただよっている。


　店のガラス越ごしに前の通りがよく見えるから、淳平はオレンジジュースを飲みながら、ずっと人の往来に目をやっていた。


　だが、すでに指定された時間を三十分過ぎても、蘇芳は姿を現さない。


　相手が遅おくれているんだから、あと五分経たったら帰ろうと文句を言いつつ、それでもずるずるといまだに帰れずに待っている。


「やだ、あの人ちょっとカッコイイね」


　隣となりの席に座った若いＯＬ風の女性が、向かいの席の女性に耳打ちしている声が聞こえた。


「どこどこ？　あぁ、あのＢＭから降りてきた人？　うんうん。いいんじゃない？」


「この店に入ってくるっぽいよ？」


「誰だれかと待ち合わせかな？」


　淳平が彼女たちの視線の方向に目をやると、店の前に停とめられたメタルブルーのＢＭＷから降りて、こっちに歩いてくる蘇芳の姿が見えた。


　完全に遅ち刻こくのくせに、まったくあわてる様子もなく、優ゆう雅がな足取りで店のドアをくぐってくる男を見ると、淳平は無む性しようにむかついた。


「ねぇねぇ。ちょっと、こっちに来るんじゃない」


　彼女たちだけでなく、店の中の女性客がさり気なく蘇芳を意識しているのがわかる。


　百八十センチは軽く超こしているだろう長身で、肩かた幅はばがとても広く、小さめの顔は凛り々りしく引き締しまって野性的な印象を与える。


　仕立てのよさそうなスーツと、アフターファイブのためにさり気なく替かえたのだと思わせるような派手目のネクタイが、男にはとてもよく似合っていた。


「待たせて悪かった」


　男は謝っているのとはほど遠い尊大な態度でそう言うと、いきなりテーブルの上の伝票を取りあげる。


「遅おそいよ！　何分待たせるんだ！」


「三十分くらいか？　さぁ、行こうか」


「行く？　なんで？　だって、あんた今来たところじゃないか」


　質問にはまったく答えてもらえなくて、仕方なく淳平はふくれっ面つらで立ちあがると、レジに向かう男の背中を追った。


　その時、周囲の視線が一いつ斉せいに自分に向いているのに気づいて、なんだかよけいに腹立たしい気がした。


　ＢＭＷの助手席に座らされて連れて行かれたのは、銀座にある老舗しにせの寿す司し店『佐さ々さ松まつ』だった。


　藍あい染ぞめの暖の簾れんをくぐって店の中に入ると、数人の板前がカウンターの中で手て際ぎわよく寿司を握っているのが目にとまる。


　蘇芳の姿を見つけた女将おかみが、愛あい想そのいい笑え顔がおを浮うかべてすぐに迎むかえに出てきてくれる。


「これはこれは蘇芳さま、ご予約ありがとうございます。どうぞ」


　仲居が窓際に並んだテーブル席をそのまま過ぎていき、一番奥の衝つい立たてで仕切られた席に二人を案内した。


「ごゆっくりしていって下さい」


「あぁ、ありがとう」


　いくら無知な淳平でも、いかにも値段の高そうな店だということはわかる。


　もちろん、こんな店に入るのは初めてのことだった。


「さぁ、たくさん食べろ。ここの寿司は最高に旨うまいんだ。なにがいい？」


　好みを訊きかれるとは思わなくて、淳平は驚おどろいた顔で男を見る。


「トロか？　ウニか？　好きなものを言ってみろ」


「じゃあ……ちらし寿司がいい」


　素す直なおにそう言うと、いきなり蘇芳は噴ふきだした。


「なっ、なんだよ！　あんたが好きなものを言えって言うから！」


「あぁ、悪い悪い。女将さん、こいつにはお子様ちらしを頼たのむよ」


　愛想良く笑顔を返す女将からは見えないテーブル下で、淳平は男のすねをコンと蹴けった。


　だが、運ばれてきたちらし寿司を一口食べると、今まで食欲がなかった淳平の様子が一変した。


　手て間ま暇ひまをかけて作られた具材と、新しん鮮せんなねたの絶ぜつ妙みような調和が自じ慢まんの『佐々松』のちらし寿司は、本当に今まで食べたことがないほどおいしかった。


　時間をかけて仕込んだと思われる椎しい茸たけやタコの桜さくら煮に。


　色の鮮やかな大きな車くるま海老えび。


　江え戸ど前まえの穴子は身の厚いところが存分に使われ、焼かずに煮あげてあるため、とても軟らかい。


　淳平が箸はしを使って穴子を口に運ぶと、舌の先でほろっと崩くずれていくような、たまらない食感があった。


「うまいか？」


「うん。すっごくおいしい」


　思わず顔がほころんでしまう。


「そうか、だったらたくさん食べろ。でないと大きくなれないからな」


　すっかりいい気分だったのに、いきなり失礼な発言にみまわれる。


「なんだよそれ！　俺のこと、子供扱あつかいするな」


　淳平は怖こわい顔を作って蘇芳を睨にらむ。


「子供に、子供扱いするなと言われてもなぁ？」


　その発言に、ますますむかつく。


「おいおい、そう睨むなって。お前のそういう気の強い顔も悪くないが、今はもう少し、食事を楽しめないか？」


　勝手なことを言うな、と淳平は思う。


　自分は、こんなところに来たくて来ているわけではないのだ。


「なぁ、もっと可愛かわいい顔をしてくれ」


　蘇芳はちょっと笑って、淳平の顎あごに手をやった。


　思わず身を引いた淳平だったが、そんなことはお構いなしに、蘇芳は運ばれてくる寿司をおいしそうに食べ始める。


「ここはな、中トロとアオヤギが特にうまいんだ」


　淳平がそんな蘇芳のスーツを見ると、まるでアフターファイブを象しよう徴ちようするように少し着崩されていることに気づいた。


　ネクタイは弛ゆるめられていて、シャツの一番上の釦ぼたんは外されている。


「でもまぁ、お前のそういう気の強い性格も、悪くないかもしれないな」


「え？　なんだよそれ、どういう意味だよ」


　淳平がムッとして問い返すと、蘇芳は声をひそめて言った。


「お前みたいな生意気なガキを、徹てつ底てい的に屈くつ服ぷくさせて調教するのも悪くないってことだ。いいか、覚えていろよ。この前みたいに足あし腰こしが立たないくらい、あとで何度も抱だいてやるからな」


　生々しい台詞せりふを聞いた淳平は、一気に食欲が減退したが、しっかり食べておかなければ本当に足腰が立たなくなる可能性があることは、前回の行こう為いで学習済みだ。


「ちくしょう！」


　体力を温存するために、いきなり箸を摑つかむと勢いよく食べ始める。


　その姿を見て、犬みたいだな……と言われたが、淳平は無視して食べ続けた。





　覚かく悟ごは決めたものの、それでも所しよ詮せん、淳平はまだ高校一年生。


　移動の車の中でも、すっかり意い気き消しよう沈ちんして一言も口をきかなかった。


「学校では、なにか部活でもしているのか？」


　蘇芳にはいろいろ訊かれたが、返事をする気にもならない。


　また、あんなことをされるかと思うと、とても正気ではいられないからだ。


　自分が大人なら、強いお酒の一いつ杯ぱいでもグイッとやって、なにもわからない状態でされる方がずっと楽だと思う。


「ふぅ……しょうがないお子様だな」


　蘇芳はあくまでも頑かたくなな淳平の態度に深いため息をつき、いきなり車を人気のない路地にまわして道路の脇わきに停めた。


　助手席で硬かたくなり、ずっと前を睨んでいた淳平だったが、車が人通りのない路地で停車したことで、あわてて運転手の方に振ふり向く。


「お、お子様って言うなよ」


　とても緊きん張ちようしたような、強こわばった表情だった。


「どうした。そんなに嫌いやか？」


　やれやれというような声で問われ、いきなり伸のびてきた手に頰ほおを触ふれられる。


「やっ……！　嫌だよ。そんなの決まってるじゃないか！」


　しかし、その指に殊ことの外優やさしく頰を撫なでられたことで、淳平は急に泣きそうな顔になった。


「……どうしたんだ？　ん？　俺が怖いか？」


　見慣れない淳平のその顔にわずかに怯ひるんだように見えたが、それでも蘇芳は淳平の顎を柔らかく摑むと、ぐっと引き寄せていきなりくちづけた。


「んっ……ぅん！」


　それは子供を相手にするような可愛いものではなく、最初から濃のう厚こうで熱いキスだった。


　数回軽く唇くちびるを啄ついばまれたあと、すぐに濡ぬれた舌が中に分け入ってきて、淳平の口内の敏びん感かんな柔肉を味わうように舐なめる。


　甘美なのに激しくて、その上、腰こしが疼うずくほど卑ひ猥わいなくちづけに、目を閉じていても目眩めまいがしそうだった。


「どうした？　やけに素直だな。抵てい抗こうしないのか？」


　くちづけがほどけると、さっきまで強気な光を放っていた淳平の瞳ひとみから、ついに堪こらえていた涙なみだがポロリとこぼれ落ちる。


「お、おいっ……」


　それを見た瞬しゆん間かん、いつも傲ごう慢まんで身勝手だった蘇芳の顔が、急に戸と惑まどいの表情に変わった。


「どうしたんだ？　お前っ」


　今まで懸けん命めいに強がってはいたが、本心では淳平が怯おびえていることを蘇芳は知っていた。


　だが強気の淳平の反応が面おも白しろくて、ついからかっていたのだ。


　でも、淳平が本気で涙を見せたことで、蘇芳はとても動どう揺ようした。


「あぁ、悪い悪い。本当に悪かったな。俺としたことが、こんな子供を虐いじめちまって」


「な……何だよ。なんでだよ！」


「なにがだ？」


　淳平は泣きながら詰つめ寄った。


「あんた、なんで俺なんかに、こんな変なことするんだよッ。抱くんなら、女の方が絶対いいだろう？　女に不自由なんかしてないくせに！」


「だから、お前みたいなじゃじゃ馬を乗りこなすのが面白いからだ。それにお前は、いつかこの俺を殺すんだろう？　そう言ったじゃないか……まぁ、俺としても殺されちゃあたまんねぇよな？　だからお前を常に俺の目の届くところに置いて監かん視ししてやる。だが、その前に手なずけてやろうと企たくらんでいるんだ。この前もそう言っただろう？」


「っ……！　誰だれが手なずけられるかよ！」


「そう怒おこるなって。それに、お前の身体からだは案外いい具合だったからな。味をしめたんだ」


　破は廉れん恥ちな台詞に免めん疫えきがない淳平は、真っ赤になって怒る。


「変態！　この変態っ」


「まぁいい。とにかくそう怯えるな。わかったよ。だったら、今日はなにもしないさ」


「え？」


　怒っていた淳平の動きが、ふと止まる。


「なにも……しない？」


「あぁ、約束する。今日はなにもしない。こんな怖がられてるんじゃあ、愉たのしめそうもないからな」


「ほ……ほんとか？」


　淳平の表情が一瞬にして安あん堵どに染まるのを見て、蘇芳は苦く笑しようを深めた。


「俺は噓うそは言わない。取りあえず、今日のところは勘かん弁べんしてやるさ。でも、その代わり……」


「え？　その……代わり？」


　なにを要求されるのか不安になって、淳平が食い入るように男を見つめる。


「だから、そういう顔をするな。とにかく、俺の提案はこうだ。今度の土曜、ちょっと着き替がえを持って出てこいよ」


　意外な発言だった。


「着替え？　着替えって？　どう……するんだよ」


「お前を、いいところに連れていってやる」


「いいところって、どうせホテルとかなんだろ？　嫌だよ。絶対行かない」


「そう嫌きらうなって。俺も哀かなしくなるなぁ」


「嫌いだよ。俺はお前なんか大嫌いだ！」


　男は苦い顔を浮うかべると、そこからため息いきを連発する。


「だったら、どうしたら好きになってくれるんだ？　パンダのぬいぐるみでも買ってやろうか？」


「だから、子供扱いするなって言ってる！　俺、もう帰るからな！　二度とあんたには会わない」


　怒った淳平が車のドアを開けようとすると、蘇芳は涼すずしい顔で真新しい携けい帯たいを開けた。


「待てよ。だったら、こうするしかないな」


　男はそう言うと、携帯を操作して、例の写真を淳平に見せつける。


「ちくしょう！　それがあれば、俺がなんでも言うことをきくとでも思ってるのか？」


「違ちがうのか？」


　淳平はぐっと言葉に詰まるが、これ以上、弱みを見せたら負けだと思った。


「誰にでも好きに送ればいいだろう！」


　蘇芳はもう一度携帯を操作し、今度は作成したメールの送信画面を見せる。


「ッ……！」


　送信先は、淳平の通っている高校のものだった。


「ここを押したら、今すぐお前の高校にメールが届く。いいんだな？　この添てん付ぷ画像を見たら、あの有名私立校の品のいい校長は卒そつ倒とうするだろうな」


　長い蘇芳の指が送信ボタンにかかった瞬間、淳平はその腕うでを摑んでいた。


「わかったよ！　わかったから。行くからッ……」


　泣きそうな声で訴うつたえる。


「行けばいいんだろ！　行くよ！　ちくしょうッ。あんた、俺のこと一体なんだと思ってるんだよ！」


　淳平がようやく観念してそう叫さけぶと、蘇芳は少し考えたあと、意地悪く目を眇すがめて言った。


「そんなことが気になるのか？　まぁ、そうだな。お前はさしずめ、愛人。いや。そんないいもんじゃねぇな。最近見つけた面白い玩具おもちやだ」


「……玩具？」


　淳平の声は怒りに震ふるえている。


「そうだ。最近、女を抱だくのにちょっと飽あきてたんだ。すぐに靡なびく女は可愛かわいいがつまらん。だから、お前のように俺を憎にくんでいる奴やつをなぶって屈くつ服ぷくさせてやるのが今は面白いだけだ。まぁ、俺が飽きるまでは、お前で遊んでやるよ」


　そう言うと、蘇芳はもう一度、細い身体を引き寄せる。


　淳平はもう逆らえなかった。


「ぅん……」


　くちづけは甘かったが、それでも男に抱かれている未熟な肉体はいつまでたっても硬こう直ちよくしていて……。


　少年は無意識にすべてを拒こばんでいるようで、蘇芳は仕方なくため息と共に瘦そう身しんを放してやった。


「ふぅ……仕方がない奴だ」


　大げさに両りよう肩かたを竦すくめると、蘇芳は淳平の身体をもう一度、助手席にきちんと座らせてやる。


「従順な女は面白くないと言ったが、いくらなんでも、これじゃあ俺も愉しめないからな。まぁ、お前を最初に抱いた時が強ごう引いんすぎたのが悪かったようだ。違うか？」


　そのとおりかもしれないが、違うかもしれない。


　淳平にも、わからなかった。


「どうやらお前の中で、セックスそのもののイメージが恐きよう怖ふ心に直結しているらしい。その件においては俺に責任があるからな。次はそれを変えてやるよ」


「え？　なに？」


「だから、今度抱く時は、徹てつ底てい的に優しく溺おぼれさせてやるってことだ。俺に抱かれることが、どれだけの快楽なのかを身体の隅すみ々ずみにまで教え込んでやるよ。お前も楽しみに待っていろよ」


　そう言った蘇芳はサイドブレーキを下ろすと、ゆっくり車を発進させた。


　そして彼は無言のまま、車を走らせる。


　この意地の悪い男が、本当になにもせずに自分を送ってくれるかどうかは疑問だったが、たしかに車は寮りようの前に停とまっていた。


「どうした？　着いたぞ」


　そう促うながされた淳平が、まるで逃にげるように車外に転がり出ると、


「土曜の朝十時。品川駅前のパシフィックインホテルの地ち下か駐ちゆう車しや場だ。いいな」


　事務的に時間を告げられる。


　そして蘇芳を乗せたＢＭＷは、静かに走り去っていった。
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　次の土曜日の午後、淳平は清きよ里さとにいた。


　品川にあるホテルの地下駐車場で待ち合わせたあと、淳平は蘇芳の車に乗せられた。


　三時間のドライブのあと、ＢＭＷがようやく停車したのはログハウス風のお洒落しやれなコテージだった。


　丸太を組んで作られたその建物は、高級な別べつ荘そうが点在する中でも、最も広い敷しき地ちに建てられている。


「すごい……」


　車から降りて、お洒落な建物を見あげた淳平は、思わず感かん嘆たんの声を漏もらしてしまう。


　コテージのリビングの前はぐっと庭に向かって突つき出したウッドデッキで、おそらく屋外バーベキューなどをするための場所になっているようだ。


　もちろん淳平にも自分の立場がどういうものかわかっていたが、それでも森林の中に建てられた丸太造りのコテージを前にすれば、子供らしく胸が躍おどってしまう。


　父を亡なくしてから今まで、旅行なんかに連れていってもらったことなどなかったからだ。


　だから、なんだかとても気分が高こう揚ようしている。


「なんだ？　コテージが、そんなにめずらしいか？」


「え？　う、ん。って言うか……旅行なんて、修学旅行以来だから」


　淳平の素す直なおな返事に、蘇芳はわずかに表情を曇くもらせた。


「嬉うれしいのか？」


　意外なほど優やさしい顔で訊きかれたが、強情なのは性しよう分ぶんだから仕方がない。


「……別に」


　淳平が懸けん命めいに素っ気なく返すと、蘇芳は苦笑いで答えた。





　コテージに到とう着ちやくして荷物を降ろすなり、淳平はまた蘇芳に連れ出されていた。


「なぁ……なんで釣つりなんだよ？」


　歩いて数分のところにある幅はばが三メートルほどの、水の綺き麗れいな川の岸に腰こしを下ろした淳平は、蘇芳の隣となりで釣り糸を垂れながら文句を吐はく。


「いいじゃないか。休きゆう暇かには、これがもってこいだ」


「こんなの、暇ひまなだけでちっとも面おも白しろくないって」


「ガキにはわからないかな？　自然の中で美味おいしい空気を吸って。どうだ？　優ゆう雅がそのものだろう？　これがいいんだ。なにも考えずに、ゆったり過ごせる時間。釣りは最高だな」


　今日の蘇芳は休日仕様なのか、髪かみ形がたも服装もとてもラフな感じだった。


　肌はだにフィットしたポロシャツが、蘇芳の逞たくましい筋肉質な肉体をいっそう引き立てている。


「……でも、なんかオヤジくさい」


　小さい声で、けなしてやる。


「まぁ、そう言うな。俺は毎日、仕事で忙いそがしくしているんだ。たまにはこんな自然の中で、のんびりと過ごしたい」


　そんな蘇芳のさり気ない本音を聞いて、淳平は初めてこの男が、社会人なのだということを思いだした。


　これまで、蘇芳自身にはまったく興味を持ってなかったからだ。


　だが、そうと気づいたとたん、急に知りたくなってくる。


「あのさぁ。あんた、会社でなにやってんの？」


　川かわ面もでゆらゆらと揺ゆれる赤と黄色の浮うきを眺ながめながら淳平は訊いたが、蘇芳はすぐに不満げな声をあげる。


「お前ねぇ、これまで学校でなに習ってきたんだ？」


「……なにがだよ？」


「目上の者は敬うもんだ。そう、教わらなかったか？」


　どうやら、タメ口をきいたのが気に入らないらしい。


「いいか、これから俺のことは『蘇芳さん』と呼べ。わかったな」


「は？　なんだよそれ。気持ち悪くて呼べないって」


「呼べなければ、俺はずっと返事をしないぜ」


　相変わらず偉えらそうな態度に、淳平は仕方なく、ふんと鼻を鳴らす。


「わかったよ。でも、それって俺だけ？　だったら俺のことも『土佐さん』って呼べ！」


「あぁ？　そうだな。たしか、お前にも淳平って名前があったな。だったら、それで呼んでやるよ」


　かなり不満に思う淳平だったが、相手に弱みを握にぎられているので異論は唱えられない。


「ほら。気を取り直して、もう一回訊いてみろよ」


　淳平は嫌いやそうに眉まゆを寄せたが、それでもモゴモゴと口にした。


「えっと、その……す、蘇芳……さんってさ、会社では……なにやってんの？」


　男が満足げにニヤリと笑う。


「俺か？　俺はな、海原建設の専務をやってるんだ」


「あぁ。たしかにホテルで、そんな風に呼ばれてたよな？　でも、専務って偉いんだろ？　あんた……じゃなくて。蘇芳さんは、案外ふけてるんだな？」


　淳平がそんなことを言うと、蘇芳はやや気分を害したような表情を浮かべる。


「馬ば鹿かを言うな。俺はまだ二十九だ。俺の親おや父じが海原の副社長なんだよ。まぁ、わかりやすく言うと、海原建設を創業したのは現参さん与よである海原庄しよう司じと、そして俺の祖父、蘇芳省しよう吾ごなんだ」


　現在は、創業者二人の嫡ちやく男なんが社長、副社長を務めていて、さらに孫にあたる蘇芳が専務の任に就ついているというわけだ。


「ふぅん。その、海原って社長にも子供がいるんだろう？　そいつも専務なのか？」


「いや。あいつは今年、大卒で入社したばかりの、まだ新入社員だ。研修のあと、経理に配属されたが、まだまだダメだな。使いものにならなくて、いつも怒おこられてる」


「へぇ……そうなんだ。でも、やっぱり親が偉いと、なにかと得だよな。自分にはたいして才能がなくても、親のおかげで偉い役に就けるんだから」


　本心でそう思っているわけではないが、いつも蘇芳に一方的にやりこめられている淳平は、ここぞとばかりに憎にくまれ口をきく。


「お前はほんと、可愛かわいいげのないガキだな。痛いところを突きやがる。でもまぁ、それは言い得てるかもしれないな」


　たまにはやり返さないと、自分に分が悪すぎると思ったからだ。


「へぇ？　やっぱりデキが悪いんだ？」


「あぁ、そうだ。昔の俺はな、結構遊んでた。悪いことも一とおりやってきたからな」


「ああ、前にそんなこと言ってたよな。どんなことしてたんだっけ？　万引きとか？」


「万引きなんか、まだかわいいもんだ。恐きよう喝かつもしたし、ケンカなんかしょっちゅうだった。何度も警察の世話になってたな」


　他人ひと事ごとのように淡たん々たんと語られる言葉に、淳平はひどく驚おどろいた。


　たしかに自分と二人だけの時の蘇芳は、いつも野や蛮ばんで口も悪いが、普段はとても紳士的で、そんな過去があるようには見えない。


「だけど、高校時代にそんなに遊んでいて、よく大学に行けたよな？」


「まぁな」


「でもそんな親の七光で海原建設なんかに入って、本当に会社で通用してんの？」


　遠えん慮りよのない指し摘てきに、今度は蘇芳がいきなり笑いだした。


「なんだよ……笑うなって！」


　釣り糸を垂れてから小一時間は経たつが一向にヒットはこなくて、魚なんか釣れそうにない。


　それでも蘇芳は、別段気にした様子もなく機き嫌げんがよさそうだった。


「笑って悪かったな。でもまぁ、俺が今、本当に海原で通用しているのかどうかは、自分では判断できないな。こっちに戻もどってきたのも最近だし」


「え？　こっちって……今まで、どこにいたんだ？」


「アメリカだ。俺は元々、大学で建築学を専せん攻こうしていたんだが、親父の会社に入社してちょうど二年目、うちのニューヨーク支社が五十階建ての高層テナントビルを地元で建築することに決まって、そのプロジェクトに参加するため自ら志願して渡と米べいした」


　蘇芳は一向に当たりがこない釣り竿ざおを握ってリールを巻き、餌えさを替かえてみる。


「向こうのアメリカ人スタッフには、俺の素性を知らせなかったから、いろんな意味で俺は現場で鍛きたえてもらったよ。まぁ、渡米したのはそれだけが理由じゃなかったんだが」


「……他ほかの理由ってなに？」


　蘇芳がもう一度、竿を振ふって釣り糸を投げた。


　流れの穏おだやかな水面に、わずかに波は紋もんが広がってすぐに消える。


「お前には……関係ない」


　声のトーンが変わったことで、淳平は思わず隣の蘇芳の顔を見た。


　彼はうつむいていたが、とても切なげな顔をしていて……。


「……あの、蘇芳さん？」


「あぁ……いや。まぁ……そんなこと、ガキのお前には関係なかったな」


　思わず淳平が声をかけたとたん、すぐに蘇芳の表情は元の偉そうなものに戻った。


「別にっ、あんたが渡米した理由なんて俺だって知りたくもないよ！」


　淳平が素っ気ない言葉を浴びせると、男は笑いだした。


　すでに切ない表情はかき消されてしまい、今の暗い顔は自分の見み間ま違ちがいだったのかと思えるほどだった。


「それより、なんで蘇芳さんは急に大学に行こうと思ったんだ？　そっちのが知りたいよ。だってそんな遊び人が入れる大学なんて、本当にあったのか？」


「おいおい……まぁ、たしかに俺は高校までは徹てつ底ていして遊んでいたが、そのあと一念発ほつ起きしたんだぜ。卒業後は一年間浪ろう人にんして、躍やつ起きになって勉強した」


「ふぅん。で、なに大学に入ったんだ？」


「Ｔ大工学部の建築学科だ」


「噓うそっ？　マジで？　一年間勉強しただけでＴ大工学部に入ったのか？　それって、超ちようすごいじゃん」


　二年後には受験生になる淳平が感心した様子もあらわに男を見ると、蘇芳はかなり得意げな顔をして言った。


「ちょっとは俺のことを見直したか？」


「う……別にっ。そうでもないけど。でもさぁ……どうして建築学科を選んだの？」


「そうだなぁ。俺も高校時代は若かったから、ずいぶん親にも反発していたが、結局は父親と同じ血が流れているってことだろうな。だが、直接的なきっかけは、たぶんあの時だ」


「いついつ？」


　淳平は興味深い様子で訊きいている。


「俺は高校時代、親に反発していた。子供の頃ころから親の跡あとを継つぐよう、レールの敷しかれた道をまっすぐ歩いてきて、でもそれが嫌でたまらなかった。大学にも行くつもりなんかまったくなかったから、高校三年の夏休みに、バイトで稼かせいだ金でふらっと外国にでも行ってみようかと考えた。まったくの思いつきだったが、試験休みに入った翌日には成なり田たから飛行機に乗っていたよ」


「それって、すごい無む謀ぼうな行動力だな？　で、どこに行ったんだ？」


「とりあえず、ヨーロッパだ。一ヶ月半かけて、あちこちを遊び歩いたよ」


「いいなぁ、ヨーロッパなんて。ちょっと優ゆう雅がな感じでさ」


　からかうように淳平は言ったが、蘇芳は意外にも真ま面じ目めな顔で話を続けた。


「馬鹿言うな。安い宿に泊とまったり野宿したりしたんだぞ。でも、本当にいろんな地方へ行ったな。その中で、自然と目に入ってきたのが歴史的な建造物だった。古い物はルネサンス時代から、アールヌーボー様式の建物までな」


　難しい言葉はわからなかったが、淳平は興味深く蘇芳の言葉に耳を傾かたむける。


「一番印象に残っているのは、当時のバロック建築の最さい高こう峰ほうとも言える、ミュンヘンの教会堂内部を見た時だった。俺が行った時は、ちょうど老ろう朽きゆう化かした内部の修復作業が行われていたんだがな」


「うん。それで？」


「ノイマンという建築芸術家の作ったその教会堂の中は、周囲全面の上壁にキリストの肉体を象しよう徴ちようする彫ちよう刻こくが彫ほられていて、さらにドーム形になった天てん井じようには見事な神画の描えがき出されたステンドグラスがはめられていた。相反する二つの素材が見事に融ゆう合ごうして、教会堂の内部を本当に劇的で神聖な空間に作りあげていたんだ」


　蘇芳の語る言葉の響ひびきはとても熱く、その時彼が目にした感動的な情景を淳平も想像することができた。


「だが不思議なことに、床ゆかから三メートルほどの高さまでの壁は、周囲全面が真っ白なままにされていたんだ。妙みようだと思って修復作業をしている人に聞いたら、二時間後にもう一回来いって言われた」


「なんで？」


　その先が訊きたくて、淳平は急せかすような口調になる。


「言われたとおり、俺が二時間後に教会堂を訪おとずれた時はちょうど昼過ぎで、太陽がまさに南中する時間だった。その時、さっきまで真っ白だった壁が、そうじゃなくなっていたんだ」


「え？　どうして？　なにがあったの？」


「側面の壁には、天界に上じよう昇しようしていくマリアと天使の絵が、見事に浮うかび上がっていたんだ」


「なんでっ、誰だれかが描かいたの？」


「俺も一いつ瞬しゆんそう思ったが、違っていた。それは、ドーム天井に貼はられたステンドグラスのせいだったんだ。ガラスを通った太陽光が、鮮あざやかな色しき彩さいの絵を白い壁に見事に描きだしていた」


「……すごいな。それって」


「でも、それだけじゃない。太陽が動くに連れて、映し出される絵も変わっていく」


　淳平は言葉から想像することしかできなかったが、その光景が目に浮かぶような気がする。


「その教会堂を作った建築家のノイマンは、天井から入ってくる太陽の位置までも緻ち密みつに計算して、時間や季節ごとに、それに合った絵が白壁に投とう影えいされるように設計していたんだ」


　蘇芳は目を細めて続ける。


「その時に感じた全身の震ふるえを俺は今も覚えている。一人の建築家によって、これほど荘そう厳ごんで劇的な空間が作れるのだということに、激しい感かん銘めいを受けていたんだ。そして、こういうものを作った人に初めて興味を持った」


「へぇ……すごいな。それで、今の道を選ぼうと思ったのか？」


「いや。そのあと、ちょうど金もなくなりかけてたから、俺も修復作業を手伝わせてもらったんだ。そこに十日ほどいたが、休日の朝には多くの教徒が集まってきて、熱心に聖書を唱えて神に祈いのりをささげていた。おそらく彼らにとって、その教会堂はとても神聖な場所だったんだと思う。人が作った場所が、他の人にとって特別な場所になる。初めて人と建築物との深い関かかわり方を見た時、俺は漠ばく然ぜんとだが考えた。建築のことをもっと知りたいってな」


「うん……」


「でも、それからが本当に大変だったよ」


　今は笑い話のようにたわいもなく語られる言葉だったが、淳平はとても重みを感じていた。


「でもさぁ、それって……なんか羨うらやましいな。俺にもそういうの、あるのかな？」


　目を輝かがやかせてそんなことを訊く淳平を、蘇芳は穏やかに見つめる。


「そうだな。お前にも、そんな出会いがあるといいな」


　おそらくこの時初めて、淳平の中で、蘇芳の存在が意味合いを変えた。


「でもさぁ、俺……この前カフェのバイトをクビになってから、まだ次が見つかってないんだ」


　しみじみ話す淳平のしょんぼりした顔を見て、蘇芳は思いだしたように笑いだす。


「なんだよ。馬ば鹿かにしてるのか？」


「いやいや。まぁたしかに、急に客に殴なぐりかかるような危険なガキは、即そつ刻こくクビにして正解だと思ったもんでな。でも安心しろ、お前にもそのうち、成りたいものが見える日がくるさ」


「それってさ、蘇芳さんみたいに突とつ然ぜん？」


「突然かもしれないし、そうじゃないかもしれない」


「ふぅん」


　淳平は蘇芳の顔をマジマジと見つめる。


「なんか……今日の蘇芳さん。ちょっと、いい人キャラみたいで嫌いやだ」


　淳平に困ったようにそう言われ、蘇芳はハッと目を開いた。


「あぁ、いかんいかん」


「え？……なにがだよ？」


「いや……別に、こっちの話だ。まぁ、でも安心しろ。今夜は、俺の悪役ぶりを存分に発揮してやるからな。楽しみに待っていろよ」


　今までなんとなく優やさしい気分だったのに急に水を差されたようで、淳平はまたしてもムッとしてそっぽを向いてしまった。


「それって、笑えないよ」


「……だな」


　基本的には、まだまだぎこちない空気の二人がそこにいた。





　結局、川かわ釣づりでは一匹ぴきも魚は釣れなかったが、それなりに美味おいしい空気を吸ってのんびりしたせいか、淳平はなんとなく気分がよかった。


　こんなふうに誰かと旅行するなんて、久しぶりだった。


　暮れていくオレンジ色の空の下、雑草を踏ふみしめて木こ陰かげの道を歩きながら、淳平はなんとなく家族と過ごした昔のことを思いだしてしまう。


　そんな時は大たい概がい、感傷的な気分になるのだが、何故なぜか今日はそんな哀かなしい感じではなかった。


　帰りは下りの道だったので、数分ほどで別べつ荘そうに戻もどってきた。


　広いコテージの扉とびらから中に入ると、そこにはワンフロアーになった広い空間がある。


　ようするにリビングとダイニングとキッチンが全部一いつ緒しよになっているのだが、しばらく使っていないわりには掃そう除じが行き届いている。


「蘇芳さんは、ここにはよく来るのか？」


「いや、どうしてだ？」


「なんか部屋の中が綺き麗れいだから。蘇芳さんが掃除したの？」


「まさか？　このあたりの別荘には管理人がいるんだ。訪問する前日に頼たのんでおけば、ちゃんと掃除をしてくれるんだ」


「へぇ、なんかちょっと金持ちっぽくてむかつく。でも、便利なんだな」


　自分には縁えんのない話だ。


　その時、テーブルの上の花か瓶びんにさり気なく生けられた花に、淳平の目が留まった。


「ぁ……」


　それは、真っ赤なチューリップの花束だった。


　とても綺麗に飾かざってあって、やや殺風景な感のあるコテージの中を明るくしている。


　だが、急に怖こわい顔になった淳平が赤い花を呆ぼう然ぜんと見つめていると、それに気づいた蘇芳がいきなり花瓶を摑つかみ、ダイニングからは見えない位置に移動させた。


　さり気ないが、素す早ばやい動きだった。


「あの……蘇芳さん。どうして？」


「え？　あぁ……いや。この部屋に、赤い花は似合わないと思ってな」


　蘇芳は不思議なくらい優しい目をして、そう言った。





　夕飯は清里の街中にある欧風のお洒落しやれなレストランに連れて行かれた。


　そこはイタリアンとフレンチをアレンジし、清里の地場の素材を上手に融合させた料理を提供してくれる、地元でも人気の店だった。


　淳平はそこで、オーナーが手作りしたという自家製のハムステーキをご馳ち走そうになって、再びコテージに戻ってきた。


　美味しいご馳走を食べている時は最高に楽しい気分の淳平だったが、今はかなり沈しずんでいる。


　蘇芳に命じられて浴室を使ったあとは、完全に口を閉とざしてしまい、リビングの大きな窓のそばにある木製の長なが椅子いすに座ったまま、ぼんやりと星空を眺ながめていた。


　開いた窓からはいい風が入ってきて、寒いほどだ。


「どうした？　いつまでも窓を開けていると冷えるぞ」


　部屋に入ってきた蘇芳は、そう言いながら近づいてくる。


　人の気配がそばに来るのを感じながら、淳平はそれでも相手を見ることができなかった。


「あぁ、今夜はよく晴れているから星がたくさん見えるな。お前、ラッキーだったぞ」


　山やま間あいに望む下か弦げんの月も、天の川の存在さえ感じられる星も、都内で見るそれとはまったく違ちがった存在感を示していて、とても同じものと思えないほどの輝きを放っている。


「……うん。綺麗だな」


　でも、今の淳平はそんなものも目に入らないほど緊きん張ちようしていて、返事もすっかり上の空だ。


「どうした？　湯あたりでもしたか？」


　そう言った蘇芳が額にいきなり手を触ふれさせた瞬しゆん間かん、淳平はビクリと身体からだを震わせて椅子から立ちあがり、男から数歩遠ざかる。


「どうしたんだ？」


「っ……！」


　ようやく淳平の瞳ひとみが、男の姿を視界にとらえる。


　彼は薄うす手でのシャツの前を全開にして着ていて、下は楽そうなスエットパンツをはいていた。


「気分が悪いんじゃないんだろう？　もしかして、まだ怖いのか？　それとも……期待している？」


　改めて目にする逞たくましく隆りゆう起きした男の胸筋に、淳平の視線は釘くぎ付づけになる。


　以前抱だかれた時、男は服を脱ぬがずに自分だけが裸はだかにされたからだ。


（この胸に……俺はこの前……）


　そんなことを意識したとたん、急に心臓が破は裂れつするほど高鳴りだした。


「淳平。さぁ、こっちに来い」


　蘇芳はあえて長椅子に深く座ると、あとずさった淳平を見つめながら手招く。


「で、も……っ」


「言ったろう？　今日は優しくしてやると。俺は噓うそはつかないぜ」


　そんなことは絶対信じられないが、ここまできて、もう逃にげ道がないことだけはわかっている。


「さぁ、ここに来るんだ」


　もう一度呼ばれ、淳平は吸い寄せられるように男の方にゆっくり歩み寄った。


「いい子だな。お前が従順に身体を開くのなら、乱暴なことはしない。だから俺を拒こばむなよ。でないと、また縛しばって強ごう姦かんすることになるぜ。わかっているな？」


　口調は穏おだやかだったが、言葉の意味するものは、絶対服従への強制だった。


　いきなり手首を摑まれると、そのまま引かれ、蘇芳の膝ひざ上うえに倒たおれ込んでしまう。


「っ！」


　あっと言う間に長椅子の上で身体を入れ替かえられ、くちづけの洗礼を受ける。


　唇くちびると歯列を割って強ごう引いんな舌が忍しのび込んでくるのを否いや応おうなく迎むかえ入れる。


　拒むことは許されなかった。


「今朝、ホテルの駐ちゆう車しや場でお前に会った瞬間から抱きたかった。我が慢まんしてたんだぜ……この俺が」


　淳平が着ているのは裾すそが長めのＴシャツと、ラフなショートパンツ。


　キスがほどけると、男の手がいきなりＴシャツの裾を摑んで鎖さ骨こつあたりまでまくりあげ、胸をあらわにする。


「……ぁ、やぁっ」


　明るい照明の下もとで素す肌はだを晒さらされる恥はずかしさに、淳平は目を固く閉じて顔を背そむける。


「おとなしくしてろよ。可愛かわいがってやる」


　いきなり胸の一番敏びん感かんな部分が唇に深く含ふくまれ、ちゅっと音を立てて吸われていた。


「あんっ！」


　自分でも信じられないほど鼻にかかった媚び声せいが淳平の唇からこぼれると、それに気をよくした蘇芳は舌の先を絡からめるように執しつ拗ように乳ち首くびへの愛あい撫ぶを開始する。


「やぁ……ん、ん、んぅ」


　淳平の喉のどからは、ひっきりなしに甘い喘あえぎがこぼれ、男は満足げに低く笑った。


「いい声だ。そんなに乳首が気持ちいいか？　ん？　この前も思ったが、お前はとても感度がいい。どうやら俺は、美味しい身体を手に入れたようだな？」


　そんなふうにからかわれ、女みたいに乳首で感じてしまう自分が許せなかったが、どうしようもない。


「下の方はどうだ？」


　蘇芳はそう言うと、今度は淳平のショートパンツのウエストを下着ごと摑んでグッと引きさげる。


「やだッ……見るな！」


　簡単に下か肢しをあらわにされた淳平が恥ずかしそうに嫌いや々いやをするが、ショートパンツは無造作に床ゆかに投げ捨てられてしまった。


「どうしてだ？　お前の可愛いものが丸見えだな。それに、もう硬かたくなってるぜ？　やらしい奴やつめ」


「そんな。ちっ……違うっ」


「どこが違うんだ？　俺に乳首を弄いじられて感じて、ここを硬くしたんだろう？」


「やめろ……っ」


　あまりに居たたまれなくて、羞しゆう恥ちで朱しゆに染まった顔を淳平は両手で隠かくす。


「まぁいい。今から、恥ずかしいなんて甘えた言葉を忘れるくらい、よがらせてやるよ」


　自信たっぷりにそう宣言した蘇芳は、勃ぼつ起きした淳平の可愛い雄おすを掌てのひらできゅっと強めに包んだ。


「ぁんッ！」


　その瞬間、今まで柔やわらかくしなだれていた若い肉体が、急に硬くなる。


「どうした？」


「やだっ……そこ。縛ったら、ヤダよ……お願い」


「あぁ、そうか。そうだったな。この前、お前のここにゴムを巻いてイけないようにしてやったから、それが怖こわいんだな？」


　雄の根本にコンドームを厳しく巻きつけられ、達することを阻はばまれたままで、男に拷ごう問もんのように長時間なぶり抜ぬかれた。


　悔くやしくて仕方がなかったが、淳平はまた同じことをされるのかと、それが怖くてたまらない。


「だが、あの時のお前は、中が最高に締しまって絶品だったが、お前は快くなかったのか？　もうしないで欲しいか？」


「しないでっ。お願いだからっ……俺、もう逆らったりしない。だから、乱暴にしないでよ」


　すっかり怯おびえている淳平の髪かみを、蘇芳は優やさしい仕し種ぐさで撫なでてやる。


「わかってるさ。今日はしない。約束しただろう？　お前がいい子にしていれば優しくしてやる」


　淳平はまだ不安げに、小さくうなずいた。


「俺の言うことをきいていれば、今夜は死ぬほどお前をイかせてやる。何回イけるか、記録でも作ろうぜ」


　蘇芳がそう言い終わると同時に、淳平の喉がヒクリと反った。


「ひっ……」


　まだ未成熟な感のある瑞みず々みずしい肌。


　その腰こしの中心にある肉を、男はいきなり口に含んでいた。


「あぁ、あぁ、ぁぁ……！」


　情けない声を発しながら淳平の顔が左右に弱々しく打ち振ふられるが、蘇芳はさらに奥まで肉を含んで一度きつく吸いあげると、今度は殊こと更さらゆっくりと引き抜く。


「ぁうっ……やめっ……あ、あんんッ」


　蘇芳の唇が粘ねん着ちやく質しつな音を立てて上下するのに合わせて、半はん裸らにされた若い肢し体たいが木製の長なが椅子いすの上で淫みだらにくねった。


「ダメっ……蘇芳、さん。お願い、放してっ……もう、もうッ……俺」


　射精の時が近いことを懸けん命めいに訴うつたえるが、蘇芳の動きは逆に激しくなって……。


「ぁ、ぁぁッ……んんッ」


　ものの一分もしないうちに、淳平はビクビクと裸体を痙けい攣れんさせながら、最初の絶頂を男の口の中で迎えてしまった。


　荒あらい息だけが支配する室内の空気はとろりと淀よどんで、淳平はあまりのことに我を失うほどの羞恥に襲おそわれていた。


　他人の舌でねぶられ、しかも他人の口の中に射精してしまったのだ。


　信じられなかった。


「おい。いつまでものびてないで、そろそろいいか？　動けるなら、二階のベッドルームで続きをしたいんだが。ここで最後までされる方がいいならかまわないぜ？　どうする？」


　ショックに打ちひしがれている暇ひまもなく、蘇芳がそんな残ざん酷こくなことを訊きいてくる。


　これ以上なにもされたくなかったが、許されるはずもないのがわかっているから、淳平は渇かわいた喉から声を出した。


「……わかったよ。二階に、行くから」


　こんな硬い木の椅子で抱だかれるなんて、どうしても避さけたかった。


「立てるか？　無理なら抱いていってやろうか？」


　やたら機き嫌げんのいい蘇芳が手をさしのべると、淳平は意地になってそれを払はらい、自らの脚あしで立ちあがろうとしたが……。


「っ……」


　信じられないが脚が萎なえてしまったようで、簡単にふらついてしまい、


「おっと、危ないな」


　蘇芳の腕うでに倒れ込むと、そのまま軽々と抱きあげられて二階まで運ばれていった。


　淳平は情けなくてずっと目を閉じていたが、ベッドに降ろされる感かん触しよくを感じてハッと目を開く。


　一階と同じような、ログハウス風の広い部屋の窓まど際ぎわに置かれた大きなベッド。


　そのベッドの上から脇わきに立つ蘇芳を恐おそる恐る見あげると、彼はいきなり服を脱ぬぎ始めた。


「どうした？　そんな不安な顔をするな。今夜はちゃんと優しくしてやるよ」


　シャツの下から現れた褐かつ色しよくの逞たくましい身体からだ。


　盛りあがった首から肩かたの筋肉のラインから、上じよう腕わん筋までの流れるような力強い美しさ。


　張りつめた胸筋と、そこから下腹に向かって続く波頭のように浮うきあがった腹筋。


　蘇芳の成熟した大人の肉体には、同性から見ても目を奪うばわれるような色気が備わっていた。


「な……なんで服、脱いでるんだよ」


「え？　あぁ、そうか。あの時、俺は服を脱がなかったからな。言っただろう？　今からちゃんとしたセックスをするんだ。強ごう姦かんじゃない。だから俺も脱ぐんだよ」


　蘇芳が自分のスエットパンツのウエストに手をかけると、淳平はゴクリと喉を鳴らす。


　男は下着も一いつ緒しよに脱ぎ去ったので、淳平は彼の昂たかまりをまともに見てしまった。


「や……いやだよッ」


　自分が完全に子供だということを思い知らされるほど、彼のものは大きく猛たけ々だけしかった。


「おいおい、これはまだ全開じゃないぜ？　今からお前の可愛い声を聞かせてくれたら、もっとデカくなるだろうな」


　硬かたい肉体が未成熟な肌の上にゆったりと重なってくると、淳平は本能的な恐きよう怖ふから鳥肌を立て、嫌々をするみたいに何度も首を振った。


「やだよっ。怖いって」


　鋼はがねのような硬い肉体にずっしりとのしかかられ、初めて知るその重さと熱さに益ます々ます怯える。


「大だい丈じよう夫ぶだ。今夜は怖くしない」


　耳元で優しく囁ささやかれ、唇くちびるが裸はだかの胸をゆっくりと這はう。


「あんッ……や」


　先刻なぶられてツンと尖とがった乳ち首くびをかすめるように刺し激げきされると、そのたびに甘い声がこぼれる。


「色っぽい声だ。たまらないっ」


　蘇芳の声が、だんだんしゃがれてくる。


「悪いが、ちょっと俺も……今夜は長くは待てそうもない。お前のせいだぞ」


「なんでッ？　あんッ……もう、胸はくすぐったいし、痛いよ。だから……お願い、そこはもう……ヤダ。あ、ぅんん！」


　集中的に舌で舐なめて歯で嚙かんで、仕上げに引っぱりあげるように吸われ、淳平が涙なみだ声ごえで何度も「許して」と訴える。


「しょうがない奴だ」


　ヌラヌラと唾だ液えきで濡ぬれ光る乳首をようやく解放すると、蘇芳は今度は、淳平の膝ひざ頭がしらを摑つかんでいきなり大きく割り裂さいた。


「やあっ……！」


「また勃たってるぜ？　イヤイヤ言ってるわりには、説得力がない奴やつだ」


　必死で脚を閉じようと抵てい抗こうする両脚の間に、蘇芳は自分の身体を納め、細い腰を引き寄せると、そのまま身体を二つに折り曲げる。


「あぁッ……やだ。見ないでっ」


　淳平の小さな孔あなが、いきなり蘇芳の目の前に無む惨ざんなまでに晒さらされていた。


「可愛かわいい孔だ。ここに俺のデカいのを、たっぷりとハメてやる」


「そ……そんな。やだッ……無理、だよっ」


　すっかり泣きだしてしまった淳平が涙声で訴えるが、


「痛くないように上手にしてやるよ。だから、じっとしてろ」


　男はまったく取り合ってくれない。


「なに？　なにっ？　今から、なにするんだよっ？」


　恐怖にひきつった声。


「舐めてやるのさ。お前の……可愛い孔の奥の奥まで、たっぷりとな」


「噓うそッ……！」


　そう言った直後、蘇芳は淳平の小さな蕾つぼみに唇を寄せると、固く閉とざされた花の入り口を舌の先でツッとなぞった。


「ひぃッ……！」


　あまりのショックで、淳平の声が裏返る。


　どうしても拘こう束そくから逃のがれたくて、淳平は両足をがっちりと押さえ込んでいる男の手を剝はがそうと躍やつ起きになった。


　それでも、力ではまったく太刀たち打うちできなくて、熱い舌の洗礼をたっぷり受け入れることを結局は許してしまった。


「あぁっ……ぅ、んぅ。やぁっ……あ。ぁ、ぁ！　や……ぁん」


　蘇芳の舌は浅く深く忍しのび込み、淳平の中の柔やわらかい肉にく襞ひだを丁てい寧ねいに舐めほぐしていく。


「もう、もうっ！　お、願いっ……あぁん。や……めて。ヤダぁ」


「いいぜ。もっと乱れろ！　お前が乱れて鳴くほど、この中が紅あかく熟うれてくる。どうだ？　お前も見たいか？」


「そんなッ！　いらないっ。いらないよ！　もう、お願いだから、そこは見ないでっ！　触さわっちゃヤダっ……お願いだから、も……やめっ……ぁ、あ、ダメっ！　ぅんッ……ああん」


　蘇芳は両手の二本の人差し指を孔の深くに差し入れ、それを容よう赦しやなく左右に引っぱって入口を開く。


「ほら、暴れるなって。俺にお前の奥の奥まで、じっくりと見せてみろ」


　何度も舐めてほぐされ、柔らかい粘ねん膜まくに包まれた内部の肉までもが男の眼前に晒され、その目を愉たのしませた。


「ぅ、ぅぅ……もう、死にたいっ」


　淳平はあまりの屈くつ辱じよくに耐たえかね、泣きながら訴うつたえる。


「馬ば鹿か言うな。死ぬのはこれからだ、俺の腹の上で何度でも死なせてやる。ほら、この綺き麗れいな孔を鏡でも持ってきてお前にも見せてやりたいよ」


「変態！　このっ、変態！」


「では、その変態に触られて、感じて鳴き崩くずれているのは誰だれだ？　さぁ、そろそろ時間だな。お前も愉しませてやるよ」


「嫌いやだっ！　いや。嫌っ。そんなの……挿いれないでッ。中に挿れるのは嫌だよっ」


　巧たくみな愛あい撫ぶに溺おぼれ、完全に男に支配され尽つくした若い肢し体たいを、蘇芳はさらに調教するために、己おのれの肉でゆっくりと貫つらぬいていく。


「ひぃっ……あ、ああ！　嫌だ。いや、ぁッ……ぁぁぁん！」


　さんざん舐めとろかされた花が哀あわれなほど伸のび切って開き、赤黒い逞しい肉を飲み込まされていく。


　ズズッ、ズズッと挿そう入にゆうが深まるたび、淳平は儚はかない声をあげて泣き濡れた。


「っ……どうだ？　俺の、味は？　これから、二度と忘れられないくらいの快感を……与あたえてやる。一人で寝ねる夜も、俺を思いだして身体が疼うずくようになッ」


「そんなッ……ひどいよ！　あッ……やだ。動いたらダメっ」


「……俺は、ひどい男なんだっ。お前がっ……そう言ったんだろう？　ん？　どうだ？　俺の味は？」


「ひ……いぃッ」


　グッと男が腰こしを大きく前後して勢いよく突つくと、淳平の白い喉のどがしなやかに反り返る。


「あぁぁ……んっ！」


　パンッと尻しりを叩たたくような音が何度も響ひびきわたって、それに悲鳴のような媚び声せいが重なった。


　でも、それは紛まぎれもない喘あえぎ声で……。


「くっ……締しまるな。どうだ？　お前も、感じている雌めすの顔になってきたぜ。言えよっ……たまらないんだろう？」


　まだ子供の幼さの残る丸い顎あごと白い喉。


　蘇芳はそこに歯を立てて甘く嚙んでやりながら、今度は小刻みに腰をまわすように揺すってやった。


「ひんっ！　あっ……んんぅっ！　くぅっ」


「スゲェ声だな。そんなに俺のこれは旨うまいか？　だったら、もっとたくさん喰くわしてやるぜ」


「そんなっ……ぁ、ダメっ。ダメぇ。や、や、やぁぁっ」


　嫌なのに、淳平の肉体だけは、もう完全に男に媚こびて靡なびいていた。


「いい締め具合だぜ。もっともっと、千切るくらい食い締めてみろ」


「やだッ……そんなの、できなッ……あぁん！」


「できるさ。ほら、いい子だから。もっと腰に力を入れて締めてみるんだ」


　男が入り口近くまで一気に雄おすを抜ぬくと、淳平の中はそれを拒こばむように自然ときつく締まっていた。


「や、ぁぁ！」


「っ……ぅ！　やばいな。俺も……持っていかれそうになった！　どうだ？　もう認めろ。お前は、俺のセックスに感じている」


　淳平は首を左右に振ふりたくるが、それでももう否定のしようがなかった。


「やぁ……ヤダっ……あんっ」


「気持ちイイだろう？　っ……どうだッ？」


　もう一度、抜けそうになって、ついに淳平の唇が降こう伏ふくの言葉を吐はきだしてしまう。


「やぁッ……抜かないで！　お願いっ、抜かないでっ……」


　その瞬しゆん間かん、男が最高に勝ち誇ほこった顔で笑ったのを、無む我が夢中の淳平は見み逃のがしてしまった。


「とうとう言いやがったな。認めろ、俺の勝ちだ！　さぁ、もっとたっぷり可愛がって愉しませてやるよ」


　丸い尻をがっちりと摑むと、蘇芳はそれを完全にシーツから持ちあげて浮うかせる。


「ひ……！」


　さらに男との結合が深まり、そのまま強弱をつけての荒あら々あらしい抽ちゆう送そうが始まった。


「ぁ。あぁッ……ひぃ。ひっ……ぅぅ～っっ」


　波のような壮そう絶ぜつな快感が全身を貫き、淳平の頭の中はついに真っ白になる。


　男の逞たくましい腰を挟はさんで大きく割り裂かれた脚あしが、痙けい攣れんしながらも男の腰に弱々しく絡からみついた。


　それを、はしたないと思う余よ裕ゆうなど淳平にはまったくなかった。


　男はまだ未成熟で無む垢くな肉体に、徹てつ底てい的に甘美で濃のう密みつな快感を与えて自分に馴ならし尽くす。


「っ……いいぜ。お前は、どうだ？　くっ……たまらないか？」


　ぱっくりと開いた淳平の唇くちびるからは、熱い息と熱い声が同時に漏もれ出していた。


「いいよぉ、いいっ！　もっと。お願いっ……もっと、して。奥まで……してッ」


「く……欲張りな奴め！……なら、もっと腰を振って誘さそってみろ。っ……俺の下で、死ぬまで踊おどり狂くるえ！」


「あぁんっ……いい、いいよ。もうっ……イく、イくっ。あぁぁっ……ん、ん～っ！」


　一番の性感帯を狙ねらったように何度も抉えぐられた直後、淳平が男よりもわずかに先に絶頂を極きわめてしまった。


　そのすぐあと、淳平は腹の奥が一気に熱くなるのを感じ、蘇芳が自分の中に欲望を放ったことを知った。


　あまりにも壮絶な快感を与えられ、淳平は自らの腹に白はく濁だくを散らしながら、摑つかまっていた蘇芳の肩かたに紅い爪つめ痕あとを残していた。





　激しい行こう為いのあと、淳平は優やさしい腕うでに抱だかれて浴室に連れられ、汚よごれた肌はだを綺麗に洗ってもらった。


　それは本当に丁寧な行為で、そのあとは真っさらのパジャマに着き替がえさせてもらい、もう一度ベッドに戻もどされた。


　そして今、淳平は広いベッドの中に、蘇芳と二人一いつ緒しよに眠ねむっているのだが……。


　身体からだはとても疲つかれているのに、なかなか寝つけなかった。


　隣となりでは、蘇芳が穏おだやかな寝息を立てていたが、その肩にはくっきりと爪で引っかかれた痕が残っている。


　それはもちろん先刻の行為の最中に自分がつけた傷だったが、まるでどれだけ男の愛撫に溺れていたのかを思い知らせる証しよう拠このようだった。


　男の腕に翻ほん弄ろうされ、激しく喘いださっきまでの嵐あらしのような時間。


　でも、決して乱暴に扱あつかわれたわけではなかった。


　ゆっくりと熱心に、身体の隅すみ々ずみまでを撫なでられて開かれて暴あばかれて……。


　最後には、身も世もなく乱れて男を求めていた自分。


　この身が、深くまで肉を受け入れて悦よろこんでいたなんて、今でも信じられなかった。


　それは淳平にとって衝しよう撃げき的な事実だったが、もう……認めなければならない。


　最後には行為に夢中になって広い肩に両手でしがみつき、泣きながら爪痕を残した。


　その証拠が、今この目の前にあるのだから……。


　そして、淳平の中に淀よどんでいた蘇芳に対する恐きよう怖ふ心は、今は噓うそのように和やわらいでいた。






４




　淳平には、大学に進学したいという目標があった。


　今は親切な謎なぞの『彼』から金銭的支し援えんを全面的に受けているが、その人との最初の約束では、援助は淳平が成人するまでということだった。


　だから、四年間ある大学生活の後半の二年間は、自分で学費を捻ねん出しゆつしなければならない。


　是ぜが非でも卒業したいなら、今からしっかり働いて学費のための資金を貯金しておかなければならないが、先日ホテルのカフェのバイトをクビになってから、新しいバイト先は探しても探しても一向に見つからなかった。


　と言うのも、淳平の通っている私立高校というのは学力レベルも高く、毎日真ま面じ目めに予習復習を行わなければ授業についていけないのだ。


　そのため放課後から深夜までといった長時間の労働をするのは不可能となる。


　だが、そんな制限をつけてしまうと、いいバイト先はなかなか見つからなかった。


　この数日間も求人情報誌を見てはいくつか面接を受けに行ったが、結局は勤務時間のことで折り合いがつかなかった。


　あまり誰だれかを頼たよってはいけないと普ふ段だんから気をつけているのだが、そうも言ってられなくて、淳平はついに一番の頼りである弁護士の志賀に連れん絡らくを取ってしまった。


　その日の夜、志賀の行きつけの日本料理屋で、夕食を一緒にする約束を取りつけた淳平だったが、タイミングが悪いことに、午後になってから蘇芳から呼びだしの電話が入った。


　しばらく多た忙ぼうを極めていたらしい蘇芳からの連絡は、二人で旅行に行って以来のことだったが、仕方なく淳平は男の誘いを断った。


　用事がなかったとしても、どうせ会えば身体を求められることは必至なのだから、望んで会いたいはずがない。


　だから知人と会うという正当な理由があるなら、むしろ断るには好都合だった。


『で、誰に会うんだ？』


　だが、やはり蘇芳は一ひと筋すじ縄なわではいかない男で、相手のことを執しつ拗ように知りたがってくる。


「別に誰でもいいだろう！　俺にだって、つき合いくらいあるんだ。放ほっといてくれよ」


『お前のことなど訊きいてない。俺は、誰に会うのかと訊いているんだ』


　横暴な言いぐさに、この男には自分の都合なんか到とう底てい通用するはずもないことを淳平は改めて思い知った。


　そして仕方なく、以前父の会社の顧こ問もん弁護士だった彼のことを蘇芳に話して聞かせる。


「志賀さんに会うんだよ。知ってるだろう？　蘇芳さんがうちに土地買収の交こう渉しように来ていた時、ずっと話をしてくれた顧問弁護士の先生だよ」


『あぁ、もちろん知ってるさ。だが、なんでそいつに会う必要があるんだ？』


「志賀さんは、父さんが死んで一人になってしまった俺に、ずっと優しくしてくれた人なんだ。誰も俺のことなんて忘れてしまっても、あの人だけはずっと俺を気にしてくれていた。本当に志賀さんだけだったんだ」


　自分が辛つらかった時、彼が親身になって励はげましてくれたこと、そして学校での保護者代わりになってくれていることも、淳平は全部話した。


　その言葉から、淳平にとって志賀がどれほど大切な存在なのかということが、蘇芳にも伝わったらしい。


『……それは、悪かったな』


　ふと、そんな謝罪が電話口から聞こえて、淳平は意外な顔をして首を傾かしげる。


「なんだよそれ？　どういう意味だ？　なんで蘇芳さんが、悪かったなんて俺に言うんだよ？」


『いや。そうだな。まぁ、こっちの話だ。で……お前は、あれからずっと、その顧問弁護士と会っているのか？　そんなこと、少しも言ってなかっただろう？』


「なに？　だって、まだ蘇芳さんと俺が会って、そんなに日にちが経たってないんだから、話してなくてあたり前だろう？」


　なんだか妙みような空気を感じる。


『あぁ、だから。まぁ……そうだな』


「そうだよ。俺にとって、志賀さんはずっと心の支えだったんだ。大事な人なんだよ！　俺が唯ゆい一いつ、悩なやみごとを相談できる人なんだ」


『唯一？……そうか。唯一……なのか』


　それを訊いた時、蘇芳はとても落らく胆たんしたような声を出したが、不思議なことに志賀に会うのを止められなかった。


『わかった。会えよ』


「え？……いいの？」


『あぁ、かまわない。それで、今夜は二人だけで会うのか？』


「そう……だよ」


『どこで会う？』


「は？　そんなことまで、関係ないだろ！」


『関係なくはない。お前は俺の愛人なんだから、お前の行動のすべてに俺の許可がいるんだ』


「横暴だぞ！　結局、会うなってことなんだろう？」


『そう言ったら、会わないのか？』


　急に真面目な声で訊かれた。


「会うに決まってるだろっ！　そんなこと言ったら、蘇す芳おうさんをもっと嫌きらいになるっ」


　電話の向こうで、男が小さくため息をつくのが聞こえた。


『それは困った。どうも、俺はお前に嫌われたくないらしいんだ。で、もう一度訊くが、どこで会うんだ？』


「だからっ！　そんなの、訊いてどうするんだよ？」


『別に、ただ訊いているだけだ』


「まさかっ、店に乗り込んで来る……なんてことはしないよな？」


『……お前、俺をいくつだと思ってる。分別のある大人が、そんなガキみたいなことをするわけがないだろう』


　たしかに蘇芳の言うとおりだ。


　本ほん性しようは横暴で凶きよう悪あくな奴やつだが、いくらなんでも海原建設の専務という肩かた書がきを背負った男が、そんな真ま似ねをするなんてあり得ない。


「まぁ、たしかにそうだけど……」


『ただ、知っておくだけだ。それに、俺の誘さそいを断ってまで会うのを許可してやるんだ。お前には、その分の埋うめ合わせはしてもらうからな。覚かく悟ごしておけよ』


「な……なんでっ？」


　蘇芳のことだ。


　どんな無茶な要求をされるのかを考えたら、淳平は本気で頭が痛くなってきた。


『さぁ言え。俺が切り札を持っていることを忘れたか？　それともまた、乱暴にされたいか？』


　最後の方は、急に息をひそめるような秘ひめやかな声になって、淳平の心臓は一気に跳はねあがる。


　まるで、彼と肌はだを重ねている時のような、甘くセクシーな声だった。


『なぁ淳平、いい子だから言えるな？　ん？』


　濃のう密みつな男の情交を、身体からだの一番深い箇か所しよが思い出した時、全身が歓かん喜きに震ふるえて鳥肌が立つ。


『どこで、会うんだ？』


「あ……赤坂の……」


　呆あつ気けなく、淳平は店の名前を白状させられてしまった。





　赤坂の駅で待ち合わせたあと、淳平が志賀に連れられて入ったのは、こぢんまりとした日本料理屋だった。


　そこはカウンター席と、衝つい立たてで仕切られたテーブル席がいくつもあって、二人はテーブル席の方に案内される。


　木目のくっきりと浮ういた大きなテーブルと、揃そろいの椅子いす。


　どちらもとてもゆったりとしていて、淳平を落ち着いた気分にさせてくれた。


「淳平くん、久しぶりだね。元気そうでよかったよ。今日はたくさん食べてくれよ」


　久しぶりに会う志賀の顔は昔と少しも変わらず、とてもハンサムで優やさしげだ。


「ありがとうございます」


　志賀は現在も、いろんな中小企き業ぎようの顧問弁護士をしていて、時々は淳平を食事に誘ってくれる。


「最近は忙いそがしいのかい？　もっとまめに連絡をくれていいんだよ。私は君に会うのをとても楽しみにしているんだから」


　学生時代、ずっとバスケットボールで鍛きたえていたという彼はとても背が高くて体格もよく、なにを着ても似合いそうだが、志賀は淳平に会う時でさえ、いつも礼れい儀ぎ正しくスーツを着ている。


「そんな。志賀さんも忙しいし、今でも充じゆう分ぶんお世話になっているのに、これ以上迷めい惑わくをかけたらいけませんから」


「馬ば鹿かだなぁ、そんなことを考えていたのかい？　私は君の力になれるのが本当に嬉うれしいんだ。覚えておいて欲しいな」


「はい。ありがとうございます」


　軽く整せい髪はつ料でまとめられた髪かみはとても清潔感があり、その顔は綺き麗れいと形容するに相応ふさわしいほど形よく整っていた。


　淳平は昔から志賀の顔が好きだった。


　もちろん、ハンサムだと言うだけでなく、その温おん厚こうな人ひと柄がらを表すような彼の笑え顔がおを見ていると、いつも胸の奥が温かくなるからだ。


　志賀は父の生前から淳平に心を砕くだいてくれていて、父が他界したあとも、本当に家族のような温かさで親身になって接してくれている。


　言葉では言い尽つくせないほど感謝しているし、淳平の憧あこがれの人だった。


「さぁ、とにかく食べようか。この店はね、毎日築つき地じから魚を仕入れているから、新しん鮮せんでおいしいんだ」


　前菜と煮に物ものに続いて、湯気の上がったすずきの奉ほう書しよ焼きが運ばれてくると、淳平は目を輝かがやかせてそれを食べた。


　普ふ段だん、学生寮りようでの食事はお世辞にもおいしいと言えたものではなかったからだ。


　楽しい話題に話が弾はずみ、食事も終しゆう盤ばんにさしかかった頃ころ、志賀が訊いてくる。


「それで、今日はなにか私に話したいことでもあったのかい？」


　漬つけ物とあつあつのご飯を食べていた淳平は、急いで箸はしを置く。


「あぁ、ごめん。いいよ、食べながら話してくれて」


「いえ。いいんです。あの……」


「どうしたの？　話しにくいこと？」


　志賀も箸を置いて淳平を見た。


「いえ……その、実は……俺に、バイトを紹しよう介かいしてもらえたらと思って」


「バイト？　あぁ、そんなことならお安いご用だけど、あのホテルのカフェのバイトはどうしたの？」


「それは、ですね……ちょっと、俺が馬鹿なことをして、クビになったんです」


　きっと理由を訊きかれると思っていたが、志賀はそうしなかった。


「そうなんだ。じゃあ、急いで次を探さないといけないんだね？」


　本当に気配りのできる大人な彼に、淳平は胸がいっぱいになる。


「はい……」


「わかったよ。それで、君はどういう仕事が希望なの？」


「もう、贅ぜい沢たくは言いません。どんな仕事でもします！　ただ、勉強もあるんで……あまり長時間はできないんです」


　淳平が希望の時間帯を告げる。


「わかった。明日にはいろいろ心当たりを探してみるよ。いい仕事があったら、すぐに連れん絡らくをあげるから安心して」


「はい！」


　予想どおり、頼たのもしい返事をくれる志賀に、淳平は心から安あん堵どした。


「よかった。志賀さんがいてくれて、本当によかったです。いつも……すみません」


「君のためなら私はどんなことでもすると言ったろう？　困っているなら隠かくさずに話しなさい。もっと私を頼たよってくれていいんだからね」


　淳平はそれほど涙なみだもろい方ではないはずだったが、急に目め頭がしらが熱くなってしまう。


「はい、はいっ……っ」


　あわてて隠すみたいに下を向いて、手の甲こうでゴシゴシと顔を擦こすった。


「え？　どうしたんだい、淳平くん？」


　困ったように名前を呼ばれたが、うつむいたまま顔を見せられないでいると、向かいの席から伸のびてきた優しい手に頰ほおを触さわられる。


「ごめん。どうして泣いているの？」


　淳平はハッと顔をあげた。


「す、すみません！　俺っ……俺」


　ゆっくりと立ちあがった志賀は、淳平の隣となりに移動して空いている椅子に座ると、そっと華きや奢しやな肩かたを抱だいてくれて……。


　だがその瞬しゆん間かん、横から現れた人物が淳平の肩を抱いた志賀の手を、いきなり払はらいのけていた。


「淳平くん、それは噓うそ泣なきなんじゃないですか？」


　落ちてきた尖とがった声に二人が同時に振ふり返ると、いつの間に現れたのか、テーブルの横には長身の蘇芳が尊大な態度で立っていた。


「えっ？　す、蘇芳さん？」


　驚おどろいた淳平が男を見あげると、険しい顔の蘇芳がニヤリと嫌いやな笑いを浮かべる。


「なんで……いつからっ、ここに？」


「いつって、私はずっとそちらの席で食事をしていたんですよ。偶ぐう然ぜんだね？」


　飄ひよう々ひようとした顔で、蘇芳は衝立で隔へだてた隣の座ざ敷しきを指さした。


「……そんなの、絶対噓だ」


　ぼそっとそう漏もらした淳平だったが、蘇芳の紳しん士し的な口調とは裏腹な、尋じん常じようでない怒いかりのオーラをその身に感じると、急に怯おびえた顔になって志賀の方に身を寄せる。


「ほら、子供じゃないんだから、誰だれにでも馴なれ馴れしくするもんじゃないでしょう？　変に勘かん違ちがいされてしまう」


　すると今度は、蘇芳に二の腕うでを摑つかんで立たされ、無理やり志賀から引き離はなされてしまった。


「ちょっと、蘇芳さん！」


　そのまま蘇芳の元に引き寄せられると、淳平はあまりに腹立たしくて、わざと大げさに言ってやる。


「痛いっ。痛いってば！」


「悪いですが、この子供は連れて帰らせてもらいますから」


　蘇芳が志賀に一言断りを入れると、心底驚いた顔をしている志賀がようやく口を挟はさんだ。


「どうして？……蘇芳さんが？」


　突とつ然ぜんの第三者の乱入に完全に驚いているのは、淳平だけでなく志賀自身もそのようだった。


　いや、それ以上にも見える。


「淳平くん？　一つ訊くけど、君……蘇芳さんと……面識があるの？」


「え？　あ、あの……その。はい」


　噓はつきたくないが、志賀にだけは、蘇芳との間に起こったいろんなことを知られたくない。


「あぁ、そうか。君のお父さんがまだ生きていらした時、買収の件で何度か工場を訪ねてこられたのが蘇芳さんだったよね？　でも、君はあの頃、まだ小学四年生だっただろう？　よく彼の顔を覚えていたね？」


　淳平は思わずうつむいてしまうが、そんな困った様子を察したのか、蘇芳が適当に話を作って合わせてくれた。


「あぁ、それは違いますよ。実はこの前、たまたまホテルのカフェに取引先の重役を連れて入った時、彼が私の服に水をこぼしてくれましてね。それがきっかけです」


「あぁ、そう言えば電話で言ってたね。もしかして……淳平くんがバイトを解かい雇こされたのは、それが理由で？」


「そうみたいですね。まぁ、その時の態度が傲ごう慢まんだったからでしょう？　私のせいじゃありません」


　おとなしく聞いていれば適当な話をでっちあげている蘇芳に、淳平はさらにむかついてくる。


「なんだよ。黙だまってりゃ、好き勝手言いやがって！」


　思わず反論していた。


「ほらほら、文句を言わない！」


　傲慢な口調で一いつ喝かつすると、蘇芳は志賀に向き直る。


「悪いですが志賀さん。そろそろ門限も近いんで、この子供は連れて帰ります」


「わ！　ちょっ、だからっ……引っぱるなよ！　痛いって」


　二の腕をきつく摑みあげられて淳平がジタバタ暴れていると、蘇芳は一いつ瞬しゆんにして志賀になにかを耳打ちした。


　淳平にはまったく聞こえなかったが、それを聞いたあと、志賀が微び妙みような表情を浮うかべているのが見える。


「蘇芳さん、それはもちろんわかっていますが。でも、だったら何故なぜ、カフェで再会したあとも淳平くんと？」


　蘇芳が偶然再会したあとも淳平と会っていることを、志賀はとても疑問に思ったようだが、蘇芳は摑んだ腕ごと淳平を自分の方に引き寄せながら言った。


「まぁ、別に志賀さんが気にするほどのことでもありません。この躾しつけのなってない子供に、ちょっとお灸きゆうをすえてやっただけですよ。じゃあ、悪いですが今夜はこれで失敬します」


　そう言うと、蘇芳はポケットから一万円札を二枚抜ぬいて志賀に渡わたす。


「彼の食べた分、これで足りますね？　じゃあ」


　釈しやく然ぜんとしない表情の志賀を残し、淳平は否いや応おうなしに店の外に連れ出された。


「あんたっ、マジで噓ばっかり！」


　駐ちゆう車しや場まで来ると、淳平は手を振りほどいて大声で相手を責める。


「なにがだ？」


「昼間、電話で言ったじゃないか。店に乗り込むなんて大人げない真ま似ねはしないって！　なんだよ。完全に乗り込んでるじゃないかよ！　志賀さんに、めちゃくちゃ失礼だっただろっ？」


　蘇芳はそれにはまったく取り合わず、助手席のドアを開けて淳平を強ごう引いんに押し込んだ。


「そうか？　でも、お前が悪いんだぜ。俺の見てないところで志賀に色目を使うからだ」


　二人になるとすっかり乱暴な口調に戻もどった蘇芳は、勢いよく助手席のドアを閉め、素す早ばやく運転席に乗り込む。


「は？　なんて？」


　今のは、見当違いも甚はなはだしい発言だった。


「それって、なんのこと？　いつ俺が志賀さんに色目なんか使ったんだよ？　あんた、目がおかしいんじゃないの？」


　車は急加速で発進する。


　蘇芳はその後、淳平がなにを言っても答えることなく黙もく々もくと運転を続けている。


　しばらくして淳平もあきらめたが、ふと、車が寮りようの方角とぜんぜん違う方向に走っていることに気づいた。


「え？　あれ？」


　寮に送ってもらえるものだと、完全に高をくくっていたが……。


「あの……蘇芳さん。道が、違わない？」


「これでいいんだ」


「え？　なんで？　だって、俺の寮はこっちじゃないって」


「誰が寮に送ると言った？　勝手に決めるな」


　ここまで来て、初めて淳平は青くなる。


　そうだった。


　この男はこういう男なのだということを改めて思い出したが、すでにあとの祭りのようで……。


「じゃあ、俺……一体どこに連れていかれるんだよ？」


「俺のマンションに決まってる」


「……マジで？」


「なんだ。なにか文句でもあるのか？」


　そんなものは大いにあるに決まっている。


「でも、さっき志賀さんに、寮の門限があるから急いで送るって……」


「門限？　お前の門限なんて俺の知ったことじゃない！　それより、お前があんな奴やつに身体からだを触さわらせていたことの方が大問題だ」


　まったくもって、この男の言うことはわからないと淳平は思い知る。


「なぁ、触らせたなんて変なこと言わないでくれよ！　志賀さんは、あんたみたいな変態じゃないんだ。優やさしくて紳士で、かっこいい人なんだよ。俺の大事な人なんだ！」


　淳平がその言葉を発したあと、蘇芳は益ます々ます不ふ機き嫌げんな顔になり、まったく言葉を発しないまま、しばらくして車は都内の高層マンションに到とう着ちやくした。


　そこは蘇芳に再会した時に初めて連れ込まれて強ごう姦かんされ、イヤラシイ写真を撮とられた場所だったから、淳平にとっては二度と訪おとずれたくない場所だった。


　地下駐車場で蘇芳のＢＭＷがようやく停とまると、淳平は全身が小刻みに震ふるえてくるのを抑おさえられなくて……。


「降りるんだ」


　有う無むを言わさない冷たい声が、短く命じた。





　蘇芳の部屋には、いつも彼の肌はだから香かおるコロンの微び香こうが漂ただよっていて、淳平の緊きん張ちようは最高潮に達する。


　全身が震えているのをすでに知られているはずなのに、怖こわい顔をした蘇芳はまったく容よう赦しやなく淳平をベッドまで引きずっていき、いきなり突つき飛ばした。


「ぁっ！」


　手て荒あらに扱あつかわれた淳平は、シーツの上に仰あお向むけに転がったまま、怯おびえた目で男を見あげる。


「お前、自分が誰だれのものだかわかってるか？」


　どうして自分が、こんなひどい扱いを受けなければならないのか。


　恐きよう怖ふに竦すくんでいた淳平だったが、歯を食いしばって反論した。


「そんなの決まってる！　俺はっ……あんたのものじゃない！　俺自身のもんだ！」


「なんだと？　イヤラシイ写真を撮られて脅おどされて、俺の玩具おもちやになっているんだろう？　違うか？」


　あまりにも横暴な発言に、淳平は男をきつい目で睨にらみあげる。


「知ってるか？　俺に抱だかれている時、お前はヒイヒイよがり鳴いてしがみついてくるんだぜ。そんなガキが、一人前に反はん抗こうなんてするな！」


　目の前が真っ赤になるくらいの怒いかりを感じて、喧けん嘩かっ早い淳平は思わず手をあげてしまう。


「おっと。相変わらずの跳はねっ返りぶりだな」


　だが、蘇芳はそれをまるで愉たのしむみたいな顔で、簡単にかわした。


「ちくしょうっ！　あんたなんか最低だ！」


「でも、その最低の男に、奥まで突っ込まれたら気持ちいいんだろう？　忘れたのか？」


　男はスーツの上着を脱ぬぎ捨てると、ネクタイを抜く。


「やッ！」


「どうした？　忘れたんなら、思い出させてやるよ」


「嫌いやだ。お前になんか、二度と触らせないからな！」


　蘇芳の目が怒りにカッと染まる。


　それを見た淳平は、一瞬の隙すきをついてベッドから逃にげだしていた。


　そのまま目の前のドアを開けて奥に逃げるが……。


「え、噓うそ。噓……だろ？」


　どうやらそこはバスルームのようだ。


　あせったせいで玄げん関かんと違う方向に逃げてしまったらしい。


「どうした？　鬼おにごっこは、もうお終しまいか？」


「ッ！　くそっ……来るな！　来るなよ！　俺に触ったら嚙かみつくぞ！」


　一歩一歩近寄る相手から逃げるため、淳平もじりじりとうしろに下がるが、背中が浴室のドアに当たってしまう。


「本当に気が強い奴だなぁ。でも、そういうのは俺の好みだと前にも言ったろう？」


　からかうような態度の男にさらに追いつめられ、淳平はうしろ手に浴室のドアを開け、相手を睨みすえたまま中に足を踏ふみ入れる。


「俺はっ、あんたなんか、ぜんぜん好みじゃないぞ！」


　袋ふくろの鼠ねずみを浴室の中まで追いつめた蘇芳は、ため息をついて肩かたを竦すくめてみせる。


「そんなに俺が嫌きらいか？」


「嫌いだって何度も言ってる！」


　それでも蘇芳は益々愉しげな目をして、自らも浴室に足を踏み入れた。


「じゃあ訊きくが、お前、誰だったらいいんだ？」


　そんな問いを与あたえながら、ついに獲え物ものを追いつめる。


「もしかして、志賀に抱いてもらいたいのか？」


　蘇芳は細い手首を摑つかんで引き寄せた淳平を浴室の壁かべに押しつけると、着ているシャツのボタンを手慣れた手つきで外し始めた。


「なっ！　なに言ってるんだよ！　あんた……最低だっ！　志賀さんは俺の大切な人なんだ。父さんが死んでから、ずっと俺を見ていてくれた。あの人を侮ぶ辱じよくするなんて許さない！」


「だったら訊くが、あいつがお前になにをしてくれた？」


　淳平は知っていた。


　彼こそが、名前も明かさずに自分を援えん助じよしてくれている『彼』であること。


「志賀さんはっ、あの人は俺を……学校に行かせてくれている恩人なんだ」


「……なんだって？　今、なんて言った？」


　一いつ瞬しゆん、ジーンズを脱がす蘇芳の手が止まると、馬ば鹿かなことを言ってしまったと気づいた淳平は急いで言葉を濁にごした。


「別にっ、なんでもない」


「お前、そんなに志賀が好きか？　あんな奴の、どこがそんなにいいんだ？」


「あの人のことを悪く言ったら承知しない！」


「すごい剣けん幕まくだな。だが、いくらお前が志賀を好きでも、もし俺たちの関係をあいつが知ったらどうなると思う？　志賀は一体どんな顔をするだろうな？　なかなか興味深い」


　もしこの凶きよう悪あくな男が、金銭的な援助を志賀が全面的にしてくれていることを知ったら、自分だけでなく志賀まで脅しかねない。


「な、なに言ってるんだよっ」


　そんなことは絶対にさせない！


　それに、いくら蘇芳に脅されて強要されているとはいえ、こんないかがわしい関係を知られたくない。


　志賀にだけは、死んでも軽けい蔑べつされたくなかった。


「あぁ、綺き麗れいだな。こんな明るいところで見ても、お前の肌は女みたいに綺麗だ」


　すっかり自分だけ一糸まとわぬ姿に剝むかれた淳平は、欲望に染まった目をした蘇芳に後頭部の髪かみを乱暴に摑まれて命じられる。


「さぁ、ひざまずけ」


　嫌がっていると脚あしを払はらわれ、タイルの貼はられた床ゆかにがっくりと膝ひざをついた。


　さすがに高級マンションだけあって、浴室の中でもバスタブまで含ふくめると結構な広さがある。


「さぁ、今夜はまたお仕置きだ。楽には愉しませてやらないぜ」


「なっ……なんで？　お仕置きって……なんでだよ！」


「お前は俺のものだと言ったはずだろう？　それを忘れて、志賀の野や郎ろうなんかに簡単についていきやがって！」


　淳平がきつい目をして男を睨むと、蘇芳はいきなり自らのスラックスのベルトを外して前をくつろげ、下着をずらせる。


「っ……！」


　驚おどろく淳平の目の前に、いきなり男の赤黒い雄おすが現れた。


「舐なめろ」


「……なっ！」


　信じられない要求に驚いて目を見張った淳平だったが、そんなことは死んでもやりたくない。


「絶対に嫌だ！　嫌だからな」


　そう言ったきり、固く口を閉とざしてしまう。


「なにをしてる？　俺に抵てい抗こうしているつもりか？　さっさと口を開けろ」


　何度命じられても目と口を閉じて、聞こえないフリをした。


「……ふぅ。しょうがない奴やつだ」


　あくまで抵抗を続ける淳平だったが、今度はいきなり蘇芳の手で鼻をつままれる。


「……ん！」


　思わず目を開けると、蘇芳は真上から面おも白しろそうに淳平の顔だけを凝ぎよう視ししていた。


「さぁ、いつまで耐たえられるか見物だな？　ん？」


　最初はよかったが、淳平はだんだん本当に息が詰つまってくる。


　窒ちつ息そくしそうになって苦しげに嫌々と顔を振ふると、目の前に突つきだされた蘇芳の雄がグンと硬かたくしなった。


　こいつはやっぱり変態だと心の中で思ったが、ついに淳平は苦しさに耐えきれなくなって口を開いてしまい……。


「ぅぐッ！」


　次の瞬間、薄うすく開いた口をこじ開けるようにして、いきなり巨きよ大だいなものが突っ込まれていた。


「ん～っ……ぅぅっ」


　喉のどまで届くほど、いきなり深くまで挿そう入にゆうされて嗚お咽えつが漏もれるが、蘇芳はまったく容よう赦しやしない。


「どうした？　俺のは旨うまいか？」


　それほど口の大きい方ではない淳平は哀あわれなくらい口を開いているが、今にも唇くちびるの端はしが裂さけそうな気がした。


「ぅっ……ぐ」


「さぁ、上手におしゃぶりができたら、あとでご褒ほう美びに抱だいてやるよ」


　両手で淳平の頭をがっちり摑むと、蘇芳はいきなり激しく腰こしを前後に揺ゆすり始めていた。


「ぐ……ふ、ぅぅっ！」


「どうした？　もっとしっかり舌を使ってみろ」


　息をするのでさえ苦しくて、生理的な涙なみだが溢あふれて頰ほおを濡ぬらした。


　涙がこぼれたことで、少しは蘇芳が優やさしくしてくれるかという淡あわい期待を持った淳平だったが、


「泣いても許してやらないぜ。しっかりしゃぶらないと、ひどい目に遭あわせるからな」


　戒いましめに軽く頰を叩たたかれただけだった。


　仕方なくあきらめて、懸けん命めいに男の言葉に従おうと努力を始める。


「あぁ、いいぜ。もっとだ……っ、上手うまい、ぞ」


　だんだん蘇芳の声が卑ひ猥わいに嗄かれてきた。


　そう思った時、くわえさせられた雄の先せん端たんから、苦い汁しるが溢れてくるのに気がついた。


　男は感じれば先走りが漏れると知っているからこそ、淳平の身体からだは急に熱くなってくる。


（この男は、自分の口の中で……感じている？）


　信じられないことだが、そう気づいた時、淳平の中に生まれたのは明確な優ゆう越えつ感だった。


　蘇芳を感じさせていることに、自分が激しい悦よろこびを感じているのだ。


（噓うそだ。絶対に噓だっ……そんなこと！）


　認めたくない思いを嚙かみしめながらも、淳平は今にもはち切れそうな雄の根本から先端までを舌で丁てい寧ねいに舐めあげ、さらに音を立てるほど強く吸ってやる。


「っ……出すぜ！　全部っ……飲むんだぞっ……っ！」


　短い声を発した直後、淳平の口の中には一気に苦い味が広がって……。


「ぅっ……やだっ！」


　驚いて一いつ旦たんは顔を引いたが、すぐに後頭部の髪を摑まれ、もう一度深くまで飲み込まされる。


「口を離はなすな！　こぼしたらっ……また縛しばるぞっ」


　ビクビクと数回に分けて男が達し、淳平は独特な濃こい味のするそれを、一いつ滴てき残らず飲まされていた。


　初めて口に吐はき出された体液はとても苦くて、青い味が舌の上に広がった瞬間、思わずむせてしまう。


「ぅっ……ぅ、ぐっ」


「ふぅ……ヘタクソめ。まだまだ修しゆ行ぎようは足りないが、まぁ、今夜はこれで許してやるよ。さぁ、今度はお前に突っ込んでやる」


　蘇芳は満足げなため息を吐いて、淳平の唇から自分のものを引き抜ぬく。


　信じられないことだが、男の硬い欲望はまったく萎なえていなかった。


「さぁ、立ちあがって脚を広げるんだ」


　いきなり無体な命令を下され、ためらっている淳平の腕うでを摑つかんで立たせると、蘇芳は片方の膝だけをいきなりすくいあげる。


「やっ！　やめっ」


　一本の脚で立たされ、バランスを崩くずした淳平がタイルの壁かべに背中をもたれさせると、男はさらに淳平の脚を持ちあげて広げた。


　恥はずかしい部分が、男の前で隠かくしようもなく丸出しになってしまう。


「やだッ……こんな格好、やめろよっ……ヤダって！　恥ずかしいっ」


「なにを言っている。恥ずかしいことをしているんだ。それでいいんだよ。お前が恥ずかしければ恥ずかしいほど、俺は愉たのしいぜ」


　意地の悪い男は、バスルームの棚たなに置かれたチューブ状のローションを手に取ると、それを淳平の晒さらされた秘部に近づけていく。


「な、なに？　なにっ？　なにするんだよ！　やだッ……そんな、噓だっ……やめろって。や、っ……！」


　窄つぼまった小さな蕾つぼみの入り口に強ごう引いんにチューブの先をねじり込むと、蘇芳は一気に中身を絞しぼりだした。


「ひ……っ」


　粘ねん着ちやく質しつのローションが直接注入されるおぞましさに耐えかね、淳平は口を開け放ったまま大きく仰のけ反る。


「ぁ……ぅぁ……ぁ」


　だがそれは男の目には、激しく感じて喘あえいでいるように映ったらしい。


「どんな感じだ？　気持ちいいだろう？　もっと奥に欲しくなったんじゃないか？」


　そう言ったあと、蘇芳は自らの勃ぼつ起きした雄にも同じようにローションを塗ぬり、完全に泣き出している淳平の濡れた蕾に雄をつきあてていた。


「やだっ……そんなっ。いきなりは、無理だっ……ヤダよッ……怖こわい。や、ぁぁ」


　ずちゅっという粘ねばりのある淫いん猥わいな音を立て、さしたる抵抗もないままに淳平の小さな孔あなは、男の太い肉根を受け入れていた。


　いきなり半分ほどまで挿入されると、さらに脚を高く掲かかげられ、片方だけでつっぱっている淳平の脚がガクガクと震ふるえだす。


「どうした？　挿いれただけで、もう立っていられないのか？　ひ弱な奴だ。さぁ、これからが本番だぜ。頑がん張ばって鳴いてくれよ」


　蘇芳がぐっと一歩前に脚あしを踏ふみだして獲え物ものとの距きよ離りを詰めると、壁と男の間に挟はさまれた淳平の背中が、浴室のタイルに強く押しつけられる。


　だが、それ以上うしろに逃にげることのできない淳平は、蘇芳が腰を突きあげた瞬間、内臓の最さい奥おうまで貫つらぬかれ、


「ぁぅッ……ぁ。ぁぁ！」


　悲鳴のような鋭するどい声を放っていた。


「さぁ、動くぞ」


　蘇芳は挿入したあとはいきなり激しく腰を使い始め、深いところまで何度も抉えぐられた淳平は、あられもない嬌きよう声せいをあげそうになって唇を嚙む。


「どうした？　声を殺すな！」


　そう命じられても、意地になって喉の奥で甘い喘ぎを殺していると、今度は体重を支えていたもう一方の脚をいきなりすくわれていた。


「ひッ……ひぃぃぃ」


　自らの体重が蘇芳をくわえ込んでいる一点に一気に加重されたことで、淳平は目を見開いて長く鳴いた。


「どうだ？　これならもっと奥までお前を突いてやれる。嬉うれしいだろう？　それにしても、すごい格好だな？」


　両脚の膝ひざをタイルの壁に着くまで大きく割り広げられ、丸出しになった孔を男に根本まで犯おかされている。


　赤黒く硬かたい雄お茎けいが激しく出入りするたびに、そこはグチャグチャと淫乱な音を立てて閉じたり開いたりを繰くり返した。


「ぁッ……ぅ！　んッ……いや、あぁ、嫌いやだっ……もう、できなっ……苦しっ。もう、許してっ」


「苦しい……だと？　そのわりには、ずいぶんっ……締しめてくるぜ。お前の中は、本当に狭せまくていい具合だ。たまらないっ」


　ゆったりと焦じらすように雄おすを出入りさせていた蘇芳だったが、急に奥までの挿そう入にゆうをやめてしまう。


「ぁッ……あ」


　孔の入り口あたりを集中的に擦こすられると、淳平の中の肉にく襞ひだが勝手に蠢うごめいて、男を誘さそい込むような収縮を見せた。


　ククッと蘇芳が勝ち誇ほこったように嗤わらう。


「欲しいみたいだな？　奥がいいのか？」


　淳平は激しく首を振ふるが、それとは裏腹に、両手で男の首にしがみついて引き寄せるような動きをしてしまった。


「強情を張るな。素す直なおに言えるだろう？　どこにっ、欲しい？」


　中が疼うずいて、もうたまらなかった。


　焦らされても焦らされても、欲しいところに当たらなくて……。


　もっと奥まで、ひと思いに犯して欲しい！


　激しい欲望が奥から突つきあげてきて、淳平は自分がこの野や獣じゆうのような男に完全に狂くるわされていることを認めるしかなかった。


「どうした？　声も出ないのか？　ん？　どうして欲しい？」


　ぐりぐりと腰こしを回転させる動きで刺し激げきされ、さらに突き立った乳ち首くびにいきなり歯を立てられる。


「ぁぁッ……や！　そこはっ、やめて！」


「だったら言えよ。でないと、もっと乳首をなぶり倒たおすぞ」


　言いながら、蘇芳は長い舌で赤い尖とがりをプルプルと揺ゆらして弄もてあそんだ。


「ぅんッ……は、あぁっん」


「感じているな？　明らかにっ……声が、変わってきたぜ。さぁ言えよ。もう言えるだろう？」


　淳平は泣きながら、小さな声を絞りだす。


「お願いっ……お願い」


「くっ……あぁ、なんだ？」


　食い千切るほどの締めつけに、蘇芳も歯を食いしばる。


「……して、してっ」


「だからっ、なにをだ？」


「もっと、俺のっ……奥、奥っ……まで、突いてッ！」


「気持ちいいのか？」


「……い、いいよ」


「感じるか？」


　苦しくてたまらず、淳平は首を何度もガクガクと縦に振りながら認めた。


「感じ、る……すごく、感じるよっ。だからっ」


「わかったわかった。いい子だな。やっと俺のものになった。これからもずっと、俺だけがお前のここを可愛かわいがってやるよ」


　そう言った直後、今度こそ激しい突きあげが始まって、硬い肉が淳平の最も感じる部分をグリッと擦りあげた。


「あぅ、ぅッ……く、ぅぅ～っ」


「どうした？　もっとか？」


「もっと、もっと……そこ、擦って。めちゃくちゃに……突いてっ」


　細い腰が、無理な体勢にもかかわらず、物欲しげにくねっている。


「欲張りな奴やつめ。もっと俺に犯して欲しいのか？」


「欲しいよ、犯して……犯してっ」


　その答えに満足げに目を細めた蘇芳が、ご褒ほう美びとばかりに眼前の突き立った乳首を再びぺろりと舐なめあげると、


「ぁっ……あ、ダメっ……で、でるよっ！」


　淳平は痙けい攣れんしたように腰を震わせてから、こらえきれずに初めの精を放っていた。


　そこから先は、イきっぱなしの甘い地じ獄ごくの時間が淳平を待っていた。


　残ざん酷こくなほどの抽ちゆう送そうに泣き崩くずれ、相手の望むままに卑ひ猥わいな言葉を吐はかされ続ける。


　そして、ついに今夜、淳平は知った。


　自分がすでに男に飼い馴ならされ、完全に彼の所有物にされてしまったことを……。





　セックスが終わったあと、荒あら々あらしい情交が噓うそのように、蘇芳は浴室のシャワーの中で淳平を優やさしく介かい抱ほうしてくれた。


「お前、なんで今日は志賀に会っていたんだ？」


　身体からだに残る残ざん滓しを綺き麗れいに洗い流してもらったあと、湯の張られたバスタブの中でうしろから蘇芳に抱だかれ、淳平はいきなりそんなことを訊きかれた。


　仕方なく、ボソボソと話す。


「……この前、ホテルのカフェのバイトを俺がクビになったのは知ってるだろう？　それから新しいところが見つからなくて、それで……」


「志賀に紹しよう介かいしてもらおうと思ったのか？」


「……うん」


　正直に告げる。


「お前、別にバイトなんかしなくても、いいんじゃないのか？」


「そんなことないよ。俺、親もいないし……この先、上の学校に行くならなにかとお金もいるだろうから、少しでも貯金しておきたいんだ。大学くらいは、ちゃんと卒業したいし」


　淳平が真しん摯しな声でそう語ると、蘇芳はしばらく黙だまって考え込むような素振りを見せ、それからこう言った。


「わかった。お前がそんなに働きたいんなら、うちで雇やとってやる」


「え？」


　思わず蘇芳を振り返る。


「放課後、授業が終わってからでいいから会社に出てこい。いいな」


「……本当に？　俺でいいの？　でもさ、俺でもできる仕事なんかあるのか？」


「あぁ、なくもない」


「本当か？　で、それってどんな仕事？　もっと詳くわしく教えてよ」


　淳平はあまりのことに驚おどろいたが、それでもとても嬉しかった。


「主に雑用だ。詳しいことは会社に来てから話してやる」


「うん。わかったよ！」


「ただし、いくらバイトが忙いそがしくても、勉強はきちんとしろよ。成績が落ちたら即そつ刻こくクビだからな」


「うん！　約束する」


　その後、コテージでの時と同じようにバスタオルで身体を拭ふいてもらってベッドまで運ばれると、蘇芳は清潔なパジャマを着せてくれる。


　淳平はまるで小さい子供にでもなったみたいに妙みような気分だったが、悪い気はしなかった。


　ベッドに横になると、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした身体に一気に睡すい魔まが襲おそってくる。


「あの、蘇芳さん。俺……どうしよう。寮りように……」


「あぁ、大だい丈じよう夫ぶだ。さっき寮には電話しておいた。明日の朝一番に送ってやるから安心して寝ねろ」


　セックスの時は野獣のような匂においを放っていた蘇芳が、今は別人のように紳しん士し的で優しい。


　こんなふうに上手に強弱を使い分けられると、自分が完全に飼い馴ならされていることを自覚させられる。


　でも、すっかり疲労が極限まで達している淳平は、もう眠ねむくて眠くて目を開けていられなかった。


「ありがとう。もう……寝ていい？」


　あの厳しい寮りよう監かんが、知らない男からの電話でよく外がい泊はくを許可したなぁと、そんな素そ朴ぼくな疑問がふとよぎったが、今は頭がまともに回転しなかった。


「もう寝てもいいぞ。でも、最後に一つだけ」


「うん……なに？」


「今度志賀なんかに触さわらせやがったら承知しないぜ。その時はこんな軽いお仕置きじゃすまないと思え」


　本当に相手が怒おこっているのがわかって、淳平は眠りに落ちていきながらも、しっかりとうなずいて見せた。






５




　都内の一等地にそびえる高層ビルを前にして、淳平は大いに後しり込ごみしていた。


　もちろん海原建設がゼネコン業界のトップクラスに位置する企き業ぎようだということは知識としては得ていた。


　だが、今淳平が見あげている巨きよ大だいな自社ビルは、ざっと目算しただけでも三十階以上はある立派なオフィスビル。


　おそらく、まだ建設されて五年は経たっていないと思われる、新しいビルだった。


　もちろん大手ゼネコンの自社ビルとあってデザインも斬ざん新しんでお洒落しやれにできている。


　中でも最も特とく徴ちよう的な点は、ビルの四つ角のすべてが丸くカットされていることだ。


　だからビル特有の四角い硬こう質しつなイメージがなく、全体を見た時にビルの側面がとても柔やわらかいフォルムを描えがいていて、優しい印象を受けるのだ。


　もちろん、外装も淡あわいブルーで、さらに優しいイメージを強調するように仕あげられていた。


「すごい……」


　思わず、ため息が漏もれる。


　まったくの素人しろうとである淳平が見ても、海原建設のビルが周囲の白く四角いビル群とは一線を画していることがわかった。


「蘇芳さんって、こんなすごいビルで仕事をしてるんだ」


　そうつぶやいてすぐ、自分も今日からここで雇ってもらうんだということを思いだした。


「俺、大丈夫かな……」


　やや不安になったが、基本的に楽天的な淳平は、すぐに強気な顔でふんと鼻を鳴らした。


「まぁ、なんとかなるよな。頑がん張ばろう！」


　そうやって自分を励はげまし、意を決してビルの自動ドアをくぐって中に入る。


　エントランスは三階部分までが吹ふき抜ぬけになっていて、広いロビーにはソファーがいくつも置かれており、そこで打ち合わせをする社員と業者の姿が何組もあった。


　改めて淳平は自分の今の服装を見る。


　授業が終わってすぐに来たため、高校の制服のままだった。


　なんだか自分がとても場ば違ちがいな気がしてしまったが、その時、すぐ隣となりを黄色いヘルメットをかぶった作業服の男性数人が通った。


　先頭の男性の胸の名札には、現場監かん督とくと書かれていた。


　街中でよく見かけるその姿に、淳平はなんとなくほっとする。


「そうだよな。ここって、建設会社なんだもんな。現場の人もいて当然なんだ」


　緊きん張ちようが少しほぐれた淳平は、そのまま正面にあるインフォメーションに近づく。


「あの……」


　髪かみをきちんとアップにした受付の女性が、どう見ても場違いな淳平の姿にも、優やさしい笑え顔がおをくれた。


「いらっしゃいませ」


「えっと、俺……蘇芳さんの紹介で、今日からアルバイトに来た土佐といいます」


　精いっぱい真ま面じ目めな顔を装よそおって用件を伝える。


「はい、蘇芳からうかがっておりますよ。どうぞ、こちらに」


　あらかじめ受付に来訪予定が伝言されていたのか、淳平はそのまま三十階にある役員応接室に通された。


「すぐに蘇芳が参りますので、少しお待ち下さいませ」


　軽く会え釈しやくをした受付の女性が退室し、淳平はなんだか落ち着きなく部屋の中を見み渡わたした。


　室内はシックな落ち着いた雰ふん囲い気きでまとめられていたが、ソファーの肘ひじ掛かけやテーブルには、いかにも高級そうな細工がされている。


　おそらくは、企業の役員クラスが通されて商談を交かわすような、そんな特別応接室なのだろう。


　そう思うと緊張して仕方がなかったが、気がつけば淳平は三十分もそこで待たされていた。


　いい加減、焦じれが怒りに変わりかけていた頃ころ、ようやく蘇芳がノックもなしに部屋に姿を現した。


　普ふ段だん、淳平の前で見せている少しラフな感じではなく、カッターシャツは上までボタンが留められていて、ネクタイもきちんと締しめられている。


　髪も自然な感じだが清潔に整えられていて、見慣れない紳士的な雰囲気の彼に、淳平はなんだかちょっと緊張した。


　目の前の男が、いつもの野や蛮ばんな蘇芳ではなく、まったく別人のように見えたからだ。


　その一方で、少し心臓が高鳴ってしまい、そのことに自分でムッとする。


「さて、俺は忙しいんでな。ガキ一人にかまっている時間もあまりない。用件を簡単に説明するから一回で覚えろよ」


　これだけ待たせたにもかかわらず、まったくあわてた様子もなく入ってきた蘇芳は、遅おそくなったことを詫わびもせず、立ったまま話に入った。


「なんだよ。お茶もでないのか？」


「お前……なにか勘かん違ちがいをしているようだが、今日からお前はここで俺に雇やとってもらうんだ。口のきき方には気をつけろよ」


　むかつくが、蘇芳の言っていることはもっともなので仕方ない。


「わかったよ。それで、俺はどこで働くんだ？」


「俺が直ちよつ轄かつしている営業本部に配属してやった。感謝しろよ」


「へ？　なんで蘇芳さんと同じ部署なんだよ。俺、別のところがいいよ」


　なに気なくそう言った淳平だったが、蘇芳があからさまに不満げな顔になる。


「……心外だな。どうして嫌いやなんだ？」


「だって、いっつも見張られてるみたいじゃないかよ」


　正直に話すと、いきなり笑われてしまう。


　その顔は普段からよく見る蘇芳のそれで、淳平はようやく目の前のスーツ姿の男に親近感が持てた。


「お前が抜け目のない奴やつだとわかっているからな。勝手な行動を取らないよう、逐ちく一いち監かん視ししておいてやるよ」


「なんで？」


「もう一度はっきり言っておくが、お前は俺のものだ。他ほかの男に変な色目を使いやがったら、即そつ刻こくクビにしてやるから覚かく悟ごしておけよ」


　勝手な言い分に益ます々ます腹が立つが、立場が弱いのでやはりなにも言えない。


「くそっ……わかったよ！　そんなことしないって」


「それから、お前のことは得意先のご子息だということになっているから、部内でも適当に話を合わせておけよ。いいな。それと明日、最新のお前の成績表を持ってこい」


「え？　なんで？」


「バイトをして成績が下がったら即刻クビだ」


　淳平は心底、嫌そうな顔をする。


「……わかったよ！　ちゃんと勉強もするって」


「あと、もう一つ」


「まだあるのかよ！」


「会社では俺のことを蘇芳専務と呼べ。もちろんタメ口なんか、ききやがったら承知しない。いいな」


「わ……わかってるって」


　自分の用件だけを押しつけた蘇芳が、ようやく応接室を出ていき、淳平がほっと息をついたとたん、もう一度ドアが開いた。


「なな……なに？」


　あわてて弛ゆるんだ顔を引き締める。


「お前、その制服はまずいな。明日からは普ふ通つうの服で来い」


「え？　あぁ、そうだよな」


　それに関しては、自分でも失敗したと思っていたことだ。


　いくらなんでも企業の中で制服はないだろう。


「お前がそんな卑ひ猥わいなかっこうで社内をうろついていたら、俺は思わずうしろからはがいじめにして資料室にでも連れ込んでしまうからな。犯おかされたくなかったら普通の服にしろ」


「なっ……！　そっちかよ」


　かっと頰ほおを染めた淳平は、近くになにか投げつけるものを探したが見あたらなくて、そうしているうちに男は笑いながら部屋を出ていった。





　ゼネコン業界屈くつ指しの海原建設とは言っても、所しよ詮せん、高校生の淳平に与あたえられる主な仕事は、新人の社員がするようなお茶くみやコピーなど、ようするに雑務が主だった。


　最低限、机と椅子いすだけは用意してもらったが、それは窓まど際ぎわにでんとかまえた蘇芳の大きなデスクのすぐ斜ななめ前で、淳平は常に用事を言いつけられる。


　要領がわからなくてもたついていると、いつも容よう赦しやなく怒ど鳴なられた。


　淳平がバイトを始めて数日が経たつ頃には、蘇芳のことを改めてひどい男だと思い直すほどだった。


「淳平。この書類を急いでコピーしてきてくれ」


　今日も放課後に出社して早々に用事を命じられ、手て渡わたされたのは五十枚はある書類。


「両面コピーで番号順に綴とじてちゃんと冊子にするんだ。午後六時からの会議に使うから、それまでに作ってくれよ。いいな」


「午後六時！　って、あと一時間しかないじゃないですか！　信じられない！」


　愚ぐ痴ちを垂れても、専務が相手では誰だれも味方してくれる者もなく、淳平は渋しぶ々しぶコピー室に急いだ。





　海原建設は日本でも屈指のゼネコンだが、その営業種目としては、土木建築や機器装置など、建設工事全ぜん般ぱんに関する請うけ負おいや受じゆ託たくなどである。


　基本的な業務は、もちろん土地の造成や住宅の建設と販はん売ばい。


　それ以外にも不動産としての物件の売買や、賃ちん貸たい借しやく、仲ちゆう介かい、さらにはビルの管理までを総合的にアシストする企業でもある。


　もちろん近年の海原建設は、エンジニアリングやマネージメント業だけにとどまらず、建築のコンサルティング分野でも躍やく進しんを続け、業績を伸のばしていた。


　会社での蘇芳は専務という肩かた書がきを背負っているが、その主な日常業務は、兼けん務むしている営業本部長としてのもので、席も営業本部の中にある。


　組織的には、国内営業部と海外営業部を統とう括かつしているのが営業本部で、その両方を円えん滑かつに管理運営させるのが蘇芳の役割だった。


　そんな中、現在蘇芳が最も力を入れているのが、地域開発や都市開発などといった、いわゆる駅前の再開発で、ビル建設だけでなく道路の建設や街の緑化などといった総合的な都市造りのプロジェクトだった。


　そんな海原建設に、蘇芳の口くち利ききで異例にアルバイトとして雇われることとなった淳平だったが、彼は平日の放課後の数時間、営業本部の中で頑がん張ばって仕事をしている。


　だが淳平には、ひとつだけ気になることがあった。


　それはあの日、日本料理屋で蘇芳と志賀が鉢はち合あわせをして以来、蘇芳だけでなく、志賀も蘇芳のことを意外なほど意識しているということだ。


　志賀にはその後、蘇芳の会社に雇ってもらうことになったことを話したが、彼は淳平が蘇芳に近づくことをとても懸け念ねんしているようで、何度も忠告をくれた。


『あの人は、あなたのお父さんを陥おとしいれて死なせた張本人ですよ。気をつけて』


　繰くり返し注意されたが、淳平としても好きで蘇芳に関かかわっているわけではない。


　ようするに、あのエッチな写真で脅おどされているからなのだが、そんなことは志賀には口が裂さけても話せなくて……。


　本当に改めて考えれば、志賀の言うように蘇芳は憎にくい父親の敵かたきなのだ。


　そんなことは最初からわかっている。


　だから再会した瞬しゆん間かん、それが蘇芳だと確信した自分は、後先のことを考えずにいきなり彼に殴なぐりかかっていたのだ。


　もちろんそれが原因で、あとは転落の一いつ途とを辿たどることになったのだが……。


　思い出すと、自じ業ごう自得で笑えてくる。


　それでもなんの因果か、今は憎い父親の敵に、雇ってもらっているわけだ。


　毎日ひどくこき使われている淳平だったが、そんないろんな愚痴を時折志賀に話したり、例の援えん助じよしてくれる『彼』にも、メールで聞いてもらったりしていた。


　本当に連日に亘わたってハードな雑務を押しつけられている淳平だったが、そんな砂さ漠ばくのようなオフィス生活の中にも、唯ゆい一いつのオアシスがあった。


　仕事に疲つかれた淳平の憩いこいの場所は、営業部と経理部が入っている二十七階フロアーの最さい奥おうにある給湯室だった。


　そこは、会議や商談で来訪した客に出すお茶を用意するための場所だが、そのフロアーに入っている部門の新入社員がひっそりと息を抜ぬく場所でもある。


　給湯室で、いつも淳平と一いつ緒しよになるのが、経理部の新人、海原だった。


　彼は高校生の淳平から見ても恐おそろしいほど不器用な人で、何度か直属の上司に怒おこられているのを、経理部の前を通った時に見たことがある。


　その名前から察するように、彼はこの海原建設の社長子息らしいが、そのことは以前、蘇芳と清里に一いつ泊ぱく旅行に行った時に聞かせてもらっていたから淳平も知っていた。


　普通、社長ご子息なら、経営企き画かくや秘書室にでも配属されそうなものだが、まずは経営の基き盤ばんとなる社内の財務省で勉強をさせるというのが、現社長の狙ねらいらしい。


「あぁ淳平くん、お疲れさま。今日はなにを飲む？　実はね、購こう買ばい部で新しい煎せん茶ちやを買ったんだけど、ちょっと味見してみない？」


「え？　いいんですか？　来客用でしょう？」


「うん。でも、お客様にお出しする前に自分でも試飲しなさいって、山田部長に言われたんだ」


　海原はまだどこか幼さの残る童顔に、素す直なおな笑え顔がおをのせて話す。


「そうなんですか。じゃあ遠えん慮りよなく！」


「うん。あとね、京都から来られたお客様からもらった萩はぎ屋やの栗くり羊よう羹かんがあるんだよ。食べるよね？」


「はい、いただきます」


　オフィスに入って覚えたことはたくさんあったが、仕事以外で覚えたのはお菓か子しの名前だった。


　さすがに大手建設会社だけあって、来客の手みやげも結構値のはるものが多い。


　淳平はここに来てから、日本中の銘めい菓かと呼ばれる味をずいぶん覚えた。


　海原はやはりおぼっちゃまで、いろんな銘菓のことをよく知っていて、彼のうんちくを聞いているうちに自然と覚えていたのだ。


「ここのお菓子はあんこがいいんだよ。自社で農園を持っていてね、小豆あずきから育てているんだ。これはね、そんなこだわりの銘菓なんだよ。はい、どうぞ」


　お菓子が大好きな海原は、いつもこの時ばかりはとても生き生きとして、おいしそうに食べる。


「あ、本当だ。あんこがおいしいですね」


「だろう？」


　厳しいことで有名な現社長の息子むすこでありながら、海原はとても純じゆん粋すいで素直な人だった。


　外見も二十二歳にはまったく見えず、その上、性格もおぼっちゃま気質というのか、温和でおっとりしている。


　色が白く、色素が薄うすいのか髪かみの色も天然の栗色。


　目は大きすぎず小さすぎず、小さめの鼻はそれでも筋が通っていて、海原は派手さはないが品のいい日本人形を思わせる清せい楚そで綺き麗れいな顔だちをしている。


　男の淳平から見ても、彼が時折見せる嬉うれしそうな笑顔はとても可愛かわいくて、思わずドキッとすることがあるほどだった。


　気の強い淳平も、彼の前だけでは作ることのない自分を安心して見せることができた。





　その日の夕方、ちょっとした出来事があった。


　終業時間近くになって出張から帰ってきた国内営業部の若手社員、小お倉ぐらが、安あん藤どう部長を伴ともなって蘇芳のデスクの前に相談にやってきた。


　淳平の席は蘇芳のすぐ前にあるので、これまでもいろんなやり取りが自然と耳に入ってきている。


　そのせいで、蘇芳がどんな仕事を任されているのか、最近は大筋でわかってきていた。


「専務、Ｎ駅前の例の土地買収の件ですが、緒お方がた電子工業の社長はどうしても売ばい却きやくできないと言ってきました。この前はいい感かん触しよくだったんですが……業績は伸びているらしく、今の場所でさらに工場を拡大したいとまで言っているんです」


　社員の報告に、頼たのまれた書類の整理をしていた淳平は、はっと顔をあげる。


　思わず、自分の父の工場が買収された時のことを思い出したからだ。


「まぁ、そう急せくこともないだろう。あわてると、ろくな結果は出ないもんだ」


　だが焦あせった様子の社員と部長に対し、蘇芳はあくまで淡たん々たんと報告に対応している。


「でもっ、あの土地は畑はた中なか組ぐみも狙っているんです。悠ゆう長ちようなことは言ってられませんよ！」


「とにかく、君たちが一番に考えるのは土地買収のことではなく、経営者の所有する工場の移設先での事業展開のことだ。今後の移設プランは、綿密に資料作成してから具体的な話を持っていったのか？」


「もちろんです。それに、移転費用も工場の建築費も、全額こっちで負担すると言っているのにっ……絶対に頑がん固こすぎますよ。話にもならない」


　蘇芳は今まで見ていた書類を机の上に置いた。


「そりゃあ頑固にもなるだろう。自分の工場を無理やり移設させられようとしているんだからな。お前が経営者の立場なら、慎しん重ちようにならないか？」


「専務！　専務はあの土地がどれだけ重要な土地なのか、わかっておられません。すでにビルを建てたあとのテナント利用希望もかなりあるんです。うちとしても是ぜが非でも欲しい！」


　気の短そうな彼は、ものすごい剣けん幕まくで蘇芳に迫せまる。


「だから？　どうするんだ？　いいか小倉、土地を物として考えるな。そこで暮らしてきた人のことをもっと考えろ。絶対に乱暴なことはするなよ。いいな」


「お言葉ですが専務、今みたいな生ぬるい手段で、もしあの土地を逃のがしたら、うちにとって五億以上の損失が出るんですよ？」


　今度は同行してきた部長までもが、厳しい顔で訴うつたえてくる。


（蘇芳は一体どう対処するのだろう？）


　その様子を、淳平は雑務をこなしながらも注意深く見ている。


「心配するな」


　不敵な目をした蘇芳は、堂々と言い切った。


「その時は、私がすべての責任を取ってやるよ。尻しり拭ぬぐいはちゃんとしてやる。私はそのための上司なんだ。だから余計なことは考えず、きちんと経営者の今後の事業計画を聞いてやれ」


「……わかりました」


「それと、その緒方電子工業の現在の業績を詳しよう細さいに調べ直しておいてくれ。Ｎ総研にでもリサーチを依い頼らいするといい。あと、買収後の移転先はどこになっている？」


「はい。Ｓ駅から徒歩五分にある、斉さい藤とうビルの跡あと地ちです。あそこなら現在の工場の土地とほぼ同じ面積がありますから」


「あぁ、倒とう産さんして解体したあのビルか。場所的には商業地だし受注も取れる場所だから、新しい顧こ客きやくの確保という点からしても最良の選せん択たくだな」


　褒ほめられたことで、小倉はようやく落ち着いた表情を見せた。


「はい。ありがとうございます」


「あと、その周辺で現在うちが持っている土地が他ほかにないか？」


　蘇芳は隣となりにいる安藤部長にそう訊きいたが、いきなりの質問に彼は答えられない。


「酒さか井い課長、すぐにデータを検索してくれ。Ｓ駅の斉藤ビルの跡地周辺だ」


　営業本部の情報管理を一手に任されているのが、同じ部屋に席を置く敏びん腕わん女子課長、酒井だった。


「わかりました。Ｓ駅ですね」


　彼女はすぐに机き上じようのパソコンでデータを検けん索さくする。


「徒歩二分のところ。太たい氏し町ちように三百坪つぼの土地を所有しています。商業地なので宅地分ぶん譲じようはできませんから、現在は貸しガレージになっていますね」


「契けい約やく台数は？」


「……はい。待って下さい……現在は、そうですね。わずか七台です。近辺には他にも貸しガレージが多いためでしょう」


「わかった。では、こうしよう。緒方電子工業の現在の業績を調べた上で、その太氏町の土地を三年間、完全に無担保で貸す。まずはそう話を持っていってみろ」


　その無む謀ぼうとも言える蘇芳の提案に、二人は大いに驚おどろいた。


「は？　無担保で……ですか？」


「あぁ、緒方電子工業の社長は工場を拡大したいと言っているんだろう？」


「はい」


「では、新しい工場の土地を無担保で借りられるという話は願ってもないはずだ。今後、経営が上手うまくいって業績も伸のびれば、三年後にそこからさかのぼって土地の賃ちん貸たい料の支し払はらいをしてもらう」


「なるほど……それはいいかもしれませんね。この話になら、今の社長はのってくるかもしれません」


「あぁ、おそらくな。相手がポジティブな出方をした時には、こちらもそれ以上のポジティブな提案をする。それが営業の鉄則だ」


「はい、よくわかりました」


「だが、緒方電子工業の業績に関しては徹てつ底てい的にリサーチをするんだぞ。いいな。その後の判断は、安藤部長、君に任せる」


「はい、ありがとうございます」


「ただ、何度も言うが、くれぐれも乱暴な手段には出るなよ。お互たがいが一番最良の選択をしたと思ってこそ、初めて契約は上手くいったことになるんだからな」


　安藤部長と小倉社員は深く頭を下げると、そのまま退室した。


　今の活発な意見のやり取りを、淳平はすぐそばで聞いていたが、心底驚いていた。


　これまでずっと、蘇芳は乱暴なやり方で父の土地を買収したと思っていたからだ。


　それなのに、今の蘇芳はまったく逆の対応をしたではないか？


　淳平はそれからしばらく、蘇芳が営業社員に話した言葉の一つ一つを何度も反はん芻すうしていた。





　会社での蘇芳の一日は、定時で終わることはまずない。


　終業後から始まる会議なども、しょっちゅうだった。


　今夜も午後七時からの内部会議でお茶を出したあと、淳平は給湯室で海原に会った。


　その日、淳平は思い切って海原に、蘇芳のことをどう思うかと訊いてみた。


「そうだね。僕も、まだ下したっ端ぱなんで職場の皆みなさんから聞いた話しかわからないけど……」


「いいですよ。それでもいいですから訊かせて下さい？」


「そうだね。蘇芳専務は、ちょっとワンマンなところはあるけど、判断力のある方らしいよ。僕の部屋でもみんなそう話して一目置いてる。それにね、今の企き業ぎように一番求められているのは、『責任を取れる上司』らしいけど、蘇芳専務がそうなんだって。あの人は本当にみんなから信しん頼らいされていると思うよ。それにさ……」


　海原は、ちょっと照れくさそうに、


「見た目も充じゆう分ぶんかっこいいよね？」


　と言って笑った。


「そ、そうでしょうか？」


「そうだよ！　女子社員にも、蘇芳専務の謎なぞめいているところが人気らしいよ」


「……へぇ、ふぅん」


　気のない素そ振ぶりで返事をしたが、たしかにそれは淳平自身も感じることだった。


「それにね、少し前に営業の女の人たちが、この給湯室でお茶しながら話してたことなんだけど、蘇芳専務ってさ、警視庁の刑けい事じに知り合いがいるらしいよ」


「本当に？　そうなんですか……やっぱり、かくれてなにか悪いことでもしているんじゃないですか？」


「え？　まさかそんな。まぁ、真相は誰だれも知らないみたいだけど、蘇芳専務のそういうミステリアスな部分がいいんだろうね」


「……ふぅん。女の人って、わからないですよねぇ」


「でも、僕もちょっとそういうの、わかるなぁ。どうせ働くなら、蘇芳専務みたいな、仕事もできてちょっと謎めいてる上司の下もとで働きたいよ」


　ため息混じりにつぶやく海原の顔を見ながら、淳平はいつもみたいに蘇芳を否定しなかった。


　蘇芳がミステリアスだという点は、かなり曲解されている気がするが、たしかに蘇芳が他の社員たちから慕したわれていることに納なつ得とくできる。


　それは毎日蘇芳のそばで彼を見てきて、淳平自身が下した評価とほぼ一いつ致ちしたからだった。





　それからちょうど一週間後のことだった。


　例の土地の買収を担当していた小倉社員と安藤部長が、再び蘇芳のところに現れた。


「専務！　聞いて下さい」


　小倉は事業計画の書類を片手にかざし、嬉き々きとした顔で蘇芳に報告する。


「あのＮ駅前の例の工場の土地ですが、社長がやっと移設に合意してくれたんです！　緒方電子工業の業績を徹底的にリサーチした結果、太氏町の土地を三年間無担保で貸すことに安藤部長が許可をしてくれて、その話を持っていきました。そうしたら、大乗り気で契約書にサインをしてくれました」


　蘇芳は短く「そうか」と言っただけだったが、その顔はとても満足げだった。


「私は専務に言われたあと、土地の件と今後の事業計画案を練り直して何度も持っていって、社長ともいろいろ話をしたんです。あの人、釣つりが趣しゆ味みらしくて、だから近くに釣りのできる川があることも調べて教えてあげたら、とても喜んでくれました」


「そうか、小倉君も安藤部長も、よくやってくれた」


「いいえ、すべては専務のお知ち恵えのお陰かげです。ありがとうございました」


　安藤が礼を言ったあと、小倉は少し恥はずかしそうにこう言った。


「あの……私にも、なんとなくわかりました。専務のおっしゃった、土地は物じゃないという言葉の意味。これからは、考え方を変えて仕事をしたいと思います」


　彼らが出ていったあと、蘇芳は相変わらず淡たん々たんと書類に目を通していたが、淳平にもなんとなくわかった。


　人の誠意ある態度や気持ちは、必ず相手にも伝わるのだと。


　この会社でアルバイトをするようになってから、淳平の中では、蘇芳に対する偏へん見けんがずいぶん変わっていた。


　蘇芳は、本当の悪人じゃない。


　今はそう思える。


　だから、よけいに信じられなくなった。


　五年前、蘇芳が本当に父の工場の土地を強ごう引いんに買収したのかということが。


「おい淳平。なにをぼーっとしている？　今から会議に行くから、お茶を頼たのむぞ」


　そう言って書類を持って席を立った蘇芳だったが、部屋のドアを出る前に思い出したように振り返った。


「あぁ、そうだ。大事なことを忘れるところだった。淳平っ」


　ドアノブを摑つかんだまま、蘇芳が大きな声で呼ぶ。


「はいっ」


「もう一つ頼まれてくれるか。私の机の上に、さっき設計部の佐さ々さ木き課長が持ってきてくれたオオトリ製薬ビルの建設図面が入ったＣＤ─Ｒがある。茶色の封ふう筒とうに入ってる奴やつだ」


　淳平は蘇芳のデスクの上に、無数に積まれた書類や封筒をちらりと見る。


「先方も急いでおられるから、すぐにオオトリ製薬社長秘書の秋あき山やま課長にデータで送っておいてくれないか。アドレスは登録してある」


「わかりました」


「じゃあ、会議に行ってくる」


「はい」


　あわただしくドアから出ていく蘇芳の背中を見送りながら、淳平はふと思いだした。


　以前、どうしてアメリカに行っていたのかと聞いた時、彼は痛みに耐えるような表情をした。


「えっと、ＣＤ─Ｒってどれかな？」


　蘇芳の机の上にはいろんな書類や封筒が積まれていたが、淳平はその一番上にある封筒を手にして中身を確かく認にんする。


　そこには一枚のＣＤ─Ｒが入っていた。


「これだな」


　自分の席に戻もどり、早さつ速そくそのデータを開いてみると、やはりビルの設計図が記録されている。


　蘇芳に指示されたとおり、登録してあるオオトリ製薬の秋山秘書のアドレスに、淳平はそのデータを送信した。


　もしかして、蘇芳があんな顔をしたのは、父を傷付けたことが原因だったからではないだろうか。


　今になって淳平はそう思えてきた。


　だとしたら、彼はあの買収のあと、父が病死したことを後こう悔かいしていたのかもしれない。


　そしてそのあと、彼は変わったのではないだろうか？


　いろんなことが頭を巡めぐってきたが、蘇芳にお茶を頼まれたことを思い出した淳平は、あわてて席を立った。


「淳平くんっ！　ちょっと待って。今、オオトリ製薬の秋山秘書から電話が入ったんだけど、あなた、さっきちゃんと先方にデータを送ったの？」


　同じフロアーの女子社員、中村の張りつめた声に呼び止められて、淳平は立ち止まる。


「え？　はい。間ま違ちがいなく送りましたが……」


「加か藤とうくん。悪いけど、蘇芳専務のいる会議室にお茶をお願いできる？　淳平くん、そっちは任せていいから、一いつ緒しよに送信履り歴れきを確認してくれるかしら」


「はい」


　中村は淳平が使ったパソコンのメール画面を開くと、送信データを調べる。


　淳平も急いで席に戻って画面を覗のぞき込んだ。


「あった、これね。うん……間違いなく秋山秘書のアドレスに送られているわ」


　そして今度は添てん付ぷされているファイルを開く。


　そこには、確かにビルの図面が表示されたが……。


「これ、別の部署が担当している、山やま川かわ証券のビルの設計図だわ」


　強こわばった顔でそう言った中村の言葉に、淳平は愕がく然ぜんとした。


「ちゃんと、記録されているデータがオオトリ製薬のものかどうか、送信する前に確認しなかったのね？」


　いつもならこんなミスはしないのに、さっきは考え事をしていたから確認するのをうっかり忘れていたのだ。


「……す、すみません……本当に、どうしたらっ」


　淳平の全身からは一気に血の気が引き、脚あしまでガクガクと震ふるえてくる。


「そうね。秋山秘書のところには、今すぐデータを送り直せばいいけれど、問題は山川証券の方ね。自社ビルの詳しよう細さいなデータが、まったく違う企き業ぎように送られてしまったんだから。このことは隠かくしておくわけにもいかないから、とにかく先方に出向いて謝罪をしないと……」


　完全に放心している淳平を使い物にならないと判断したのか、彼女は蘇芳の席に積まれた封筒の中から別のＣＤ─Ｒを探し出すと、データの中身を確認してから、すぐにオオトリ製薬の秋山秘書に送信した。


　彼女が電話で先方に詫わびている間も、淳平はなにもできなかった。


「あとは、蘇芳専務が戻られてから話をしましょう。淳平くん、あなた……大だい丈じよう夫ぶ？」


　電話を終えて一息ついた彼女は、ようやく落ち着いた声で訊きいた。


「は、い……すみません」


　そして、会議が終わるのを待ってから、淳平は自ら蘇芳にこの件のいきさつを話した。


「お前、ちゃんとＣＤ─Ｒのデータを確認してから送らなかったのか？　そんなことは基本中の基本じゃないか」


「すみませんっ。本当にすみません！」


　だが意外なことに、蘇芳はそれ以上、一言も淳平を責めなかった。


「まぁ、デスクの上の整理整せい頓とんがなってない俺も悪いか」


　そんな独り言をポロリと漏もらす。


「そ、そんなことっ……」


「まぁいい。起こってしまったことは仕方ないからな。俺が明日、オオトリ製薬と山川証券に出向いて頭を下げてくる」


　いつも小さなミスをした時はこっぴどく怒おこるくせに、蘇芳は何故なぜか今回に限って、あまり怒らなかった。


「あのっ……俺も、その会社に一緒に行きます！」


「その必要はない。部下のミスは俺の管理ミスだ。だから淳平が行くことはないさ。それに、子供について来られても逆に足手まといかもしれないしな。しっかり反省してろ」


　意地悪な言い方だったが、蘇芳は淳平を完全にフォローしてくれていた。


「本当に……すみませんでした！」


　蘇芳の言葉を聞いているうちに、淳平はなんだかだんだん目め頭がしらが熱くなってくる。


　それは自分が情けないからではない。


　ただ、蘇芳のそんな優やさしさに、胸がいっぱいになってきたからだ。


「もういい。それより、今から秋山秘書に俺からも謝罪の電話を入れるから、熱いコーヒーでも淹いれてきてくれ」


「はい」


　淳平は背筋を伸のばして返事をすると、給湯室に走っていった。


　たしかに蘇芳は横暴で意地悪な男だったが、それほどの悪人にはとても見えないと、最近になって淳平は思い始めている。


　彼のことを、ようやく本気で見直した。


　もし、彼が父を脅おどして死に追いやったとしても、もしかしたらそのことを悔くいているのかもしれない。


　人が変われるのだとしたら、今の蘇芳を信じたいと淳平は思った。





　この一ヶ月ほどの間、蘇芳の仕事ぶりを一番近くで見てきた淳平だったが、そこで一番感じたことがあった。


　俺も人に頼たよるばかりじゃなくて、ちゃんと目標を持って自立しないといけない。


　一人でも生きていける力を、今のうちにきちんと蓄たくわえておかないとダメなんだ。


　淳平自身が、心からそう願った時、彼はついにある決心をした。


　数日後、会って話したいことがあると志賀に連れん絡らくを入れた淳平は、バイトが終わってから彼の弁護士事務所を訪おとずれた。


　ノックをして室内に入った淳平は、一番ドア寄りの席に座っている女性事務員のところに、ヤクザ風の男達が数人いるのを見て、最初は事務所を間違ったのかと思った。


　だが、奥のデスクをのぞくと、間違いなく志賀の姿がある。


「ああ、淳平くん。ごめんごめん。もうすぐ終わるから、そこで少し待っていて」


　いつもの笑え顔がおで声をかけられて安あん堵どした淳平が、衝つい立たての向こう側にある長なが椅子いすに腰こしを落ち着けると、志賀は風ふう体ていの悪い奴やつらを退室させた。


　しばらくして、彼はスーツの上着を羽織りながら淳平のところにやってくる。


「悪かったね、待たせてしまって。ごはんでも食べに行こうか」


　いつものように、夕食に誘さそってくれる優しい志賀。


「ありがとうございます。でも、今日は宿題も多いし早めに寮りように帰らなきゃ。あの……時間は取らせないんで、できれば少し二人でお話しできますか？」


　淳平がそう頼たのむと、志賀は快く隣となりの応接室に淳平を通してくれた。


「今日もバイトに行っていたの？」


　この頃ごろの志賀は、会うと必ずそれを訊く。


「えぇ。頑がん張ばってますよ。ミスもしょっちゅうしますけどね」


　淳平は先日の大失敗を思いだして苦笑いをしたが、志賀は複雑な表情をしていた。


「それで、話ってなんだい？」


「はい。実は、志賀さんにお願いがあります」


「いいよ。私でできることならなんでも言ってみて」


　今日の志賀からは、めずらしく煙草たばこの匂においがしていることに気づく。


「あの。今から言うことって、俺からメールで直接伝えてもいいんですが、それだとなんだか味気ないって言うか、誠意がないって言うか……俺をずっと援えん助じよしてくれている例の『彼』に、志賀さんから伝えて欲しいことがあるんです」


「……どんなこと？」


「もちろん、一番の望みはちゃんと会ってお礼を言いたいけれど……どうしても会えないみたいで……だから、せめて志賀さんから伝えて欲しいんです」


　志賀こそが、その恩人だということを、淳平は知っていた。


　だから、面と向かってこんな話をするのは照れくさかったのだが、決心したことを伝えなければいけないと思っている。


「俺、大学に行く学費は頑張って自分で働いてためます。そして必ず、これまで援助してもらった生活費や学費も少しずつでも返します。だから、志賀さんからそう伝えて下さい」


　そう言った直後、目の前の志賀の表情が驚おどろきのそれに変わる。


「え？……なにを言っているんだい？　どうして急にそんなこと……」


　淳平は意を決して口にした。


「俺、知ってます。志賀さんなんでしょう？　俺をずっと援助してくれている『彼』は」


「……淳平くん。どうして……そんなふうに？」


「だって、考えられません。他ほかに、俺なんかに援助してくれる人なんていないから」


　志賀は困った顔をしたが、肯こう定ていも否定もせず曖あい昧まいに笑った。


「淳平くん……でも、どうして急に、援助をしなくていいなんて言うんだい？」


　当然訊かれるだろうと思っていた淳平は、今の自分の思いを正直にすべて話した。


　蘇芳の側そばでしばらく仕事をして、自分もあんなふうに人から慕したわれるような人間になりたいと思ったこと。


「だから、俺も自立したいんです。もっと強くなりたいんです」


「でも、どうしてそんなことを？　君は、あの蘇芳という男がどんな男なのか忘れたのかい？」


「もちろん覚えています。でも俺、どうしても信じられないんです」


　蘇芳を知れば知るほど、胸の中に生まれた疑念は大きくなるばかりで……。


「……志賀さんは以前、俺に教えてくれましたよね。卑ひ怯きような手段で父を陥おとしいれて工場を倒とう産さんさせ、最後に土地を奪うばったのは、海原建設の蘇芳だって」


「あぁ、そのとおりだよ」


「でも俺、今は思うんです。もしかして、あの時はなにかわけがあったんじゃないかって。もし、たとえ過去にそんな卑怯なことをしたとしても、少なくとも今の蘇芳さんはそんなことできる人じゃありません。俺、今ならあの人を許せそうに思います」


「淳平くん……」


　緊きん張ちようのせいか掌てのひらが汗あせばんでしまい、淳平は思わず大きく息を吸い込んだ。


　わずかに顎あごがあがって、綺き麗れいな顎のラインから首、襟えり元もとまでが志賀の視線を吸い寄せる。


　その時、淳平の鎖さ骨こつの下に小さな赤い痣あざがあるのを、志賀は偶ぐう然ぜんにも見つけてしまう。


　そして一いつ瞬しゆんにして悟さとった。


「あぁ、なるほど。そうなんだ……わかったよ。どうして君が、急に蘇芳を信じるようになったのか。何故彼にそれほどまでに心しん酔すいするのか」


「……え？」


　志賀は胸のポケットから煙草を取り出し、一本抜ぬいてから火をつける。


　これまで一度として淳平の前で吸ったことのない煙草だった。


「そういうことだったんだ。私は、まったく知らなかった。あぁ……どうしよう」


「志賀さん？　あのっ、どうしたんですか？」


「困ったな。自分がこれほどショックを受けるとは思わなかったな」


「えっと、志賀さん。どうしたんですか？」


「いや、いいんだよ。淳平くん、君はあれだけの罪を犯おかした蘇芳を、今は許したいと思っているんだね？」


「……はい」


　まだ淳平が蘇芳を激しく憎にくんでいた時、恨うらんではいけないと教えてくれたのは志賀だった。


「本当に君は優やさしい子に育ってくれた。私も誇ほこらしいよ」


　その志賀から褒ほめてもらえて、淳平はとても嬉うれしい。


　まるで父親に褒められた時のようだと思った。


「俺ね、あの……こんなことを言ったら失礼かもしれないけど、ずっと志賀さんに憧あこがれていました」


「え？　私に？」


　志賀はとても意外な顔をした。


「ずっとずっと憧れていました。だから俺も、あなたと同じように弁護士になりたいんです。志賀さんみたいに弱い立場の人間を守れるようになりたい。あなたが俺にしてくれたように、誰だれかを救ってあげたい」


「……淳平くん」


「志賀さんのこと、本当に尊敬しています」


　そう言った瞬間、志賀は応接室の椅子からいきなり立ちあがって窓の方に移動した。


「あの。それで俺……これから大学でちゃんと法律の勉強とかして、どうして父さんの会社が倒産したのか、ちゃんと調べたいと思っているんです」


　淳平は最近考え始めていることを、真しん摯しに語って聞かせる。


　何故なぜなら、自分が真実を追つい及きゆうすることによって、蘇芳が本当に父を騙だましたのかどうかが判明すると思ったからだ。


　どういうわけか、自分は蘇芳への疑ぎ惑わくを確信にしたいのではなく、むしろ疑惑を晴らしたいと思っている。


「えっと……あの、志賀さん？」


　窓の外をじっと見つめたままなにか考え事をしているような志賀に、淳平は少し不安になった。


「すみません。俺、生意気なことを言ってしまって。怒おこらせたならすみません」


　あわてて立ちあがると、志賀のそばに寄って不安げに問う。


「でも、本当に俺、志賀さんに感謝しているし、ずっと憧れているんです！　本当です。だから……」


　言葉を続けようとした時、おもむろに振ふり向いた志賀に、いきなり抱だきしめられていた。


「……え？　え！　な、なにっ？」


　優しく背中にまわった腕うでにさらに力が加わって、互たがいの身体からだが密着する。


　急なことで、淳平は思わず心臓を高鳴らせてしまった。


「今まで知らなかった。君は、私のことが好きなんだね？　とても嬉しいよ」


「え？　好き？……えぇ。もちろん好きです。あ？　あのっ……し、志賀さん？」


　予想外に熱く力強い腕に戸と惑まどい、それでも淳平が志賀を見ようと仰あお向むくと、今度は綺麗な顔がゆっくりと降りてくる。


「え？　志賀さっ……っ！」


　いきなり、唇くちびるに唇で触ふれられていた。


　やがて啄ついばむようなキスが、少しずつ激しいものに変わっていくと、淳平の脚あしはガクガクと震ふるえだしてしまう。


　このキスは、あの人のキスじゃないのに……！


　わかっていても、優しい人の温ぬくもりに飢うえた身体だけが先走り、勘かん違ちがいをしたかのように相手にすがりついていた。


「本当に嬉しいよ……とてもね」


　誓ちかうような言葉が落ちてくると、淳平は温もりの中で目を閉じ、無意識に相手のキスに身を委ゆだねてしまい……。


　その時、急にドアをノックする音があって、淳平は我に返ったように志賀から身を離はなした。


「あ……あの、俺っ」


　扉とびらが開き、そこから事務の女性が顔を覗のぞかせる。


「志賀先生、斉さい藤とう印刷の経理の下しも田ださんからお電話です」


「あぁ……わかった。今行くよ」


　複雑な表情で返事をした志賀だったが、淳平は自分の取った行動が急に恥はずかしくなって、


「志賀さん、俺……今日はもう帰ります。さようならっ」


　顔を見られないまま志賀の隣となりをすり抜けると、勢いよく事務所を飛びだしていった。






６




　海原建設でアルバイトをするようになってから、淳平の毎日はとても多た忙ぼうになった。


　仕事の内容は相変わらず雑務が多かったが、それでも時々はパソコンを使った簡単なデータ作りなんかも任せてもらえるようになって、淳平自身は仕事をすることが楽しくなっている。


　バイト時間は放課後から八時までの数時間だったが、忙いそがしい時は門限ぎりぎりまで残業することもあった。


　それでも蘇芳には、「成績が下がったらクビだ」と条件をつけられていたので、バイトが終わってから、きちんと予習や復習は欠かすことがない。


　学校とバイト。


　それを両立するために、これまではダラダラと遊んで過ごしがちだった時間をぐっと減らす必要があったが、何故か淳平は今のメリハリのある生活を楽しんでいた。


　将来の目標を見つけたことで、自分も少しずつ変わってきていることを実感している。


「淳平、今から急な会議が入った。２０４会議室にコーヒーを六つ頼たのむ。それから、ニューヨーク支社から支社長ら五名が十五日、本社に来られる。できれば品川駅前にホテルをおさえてくれ。あと、社用車を十五日から二十日まで運転手つきで頼めるか、総務の車両係に聞いておいてくれ」


「わかりました。社用車がなかったらどうします？」


「そうだな。タクシーで対応するしかないな」


「黒くろ塗ぬりでチャーターですね？　希望のタクシー会社はありますか？」


「いや、お前に任せるよ」


「わかりました。すぐに手配します」


　淳平は今聞いたことを、すぐメモにとる。


　急いで社内電話の受話器をあげて内線をまわそうとして、そこにまだ蘇芳が立っていることに気づいた。


「え？……専務、まだなにか？」


　きょとんとした顔で、淳平が彼を見あげる。


「いや。ちょっと感心していたんだ」


「……？　なにに？」


「ガキも鍛きたえれば、それなりに使い物になるんだと思ってな」


　それを聞いた周囲の社員たちが、明らかに笑いをこらえているのが空気でわかった。


「な、なんだよ！　ガキって言うな！」


　ムッとして、思わずいつものタメ口に戻もどってしまう。


「そうむくれるな。褒ほめてるんだ」


　いつまでもムスッとしていると、隣の席の女子社員、中村が小声で言った。


「専務の褒め方は、ちょっとわかりにくいのよ。でも、よかったわね」


　淳平がそれでも怖こわい顔をしていると、蘇芳はさらに、


「コーヒー、速そつ攻こうで会議室に持ってこいよ。あぁ、やっぱり俺は紅茶にしよう。レモンでな。それから、今日は早く終わりそうだから寮りようまで送ってやる。仕事が終わっても待っていろ。いいな」


　そんなふうに言いたいことだけを言って、蘇芳は部屋から出ていってしまった。


「……なんだよ。俺は小間使いかよっ」


　だが、たしかに蘇芳の口は悪かったが、今みたいなことを言われたのは初めてのことで、淳平はなんとなく顔がゆるんでしまうのを懸けん命めいに引き締しめる。


（どうしよう。もしかして、俺って今……蘇芳に褒められたんだよな？　そうだよな？　だったら、ちょっと嬉うれしいかも）


　なんだか急にいい気分になった淳平は、先にコーヒーと紅茶を淹いれるため、いそいそと給湯室に向かった。





　指示されたすべての用事を終えても、蘇芳は戻ってこなかった。


　手持ちぶさたになった淳平は、部屋で蘇芳の仕事が終わるのを待っているのだが、暇ひまでしょうがない。


「あの……よかったら、なにか手伝いますけど」


　忙しそうに残業をしている中村に申し出た。


「いいわよ。君のバイトの時間は、もう終わっているんだから」


「でも俺、ぼ～っとしてるのも暇だし。あ、これ、コピーしてきましょうか？」


　さっきの今で、淳平はとっても機き嫌げんがよかった。


「それは明日でいいの。急がないものだから、本当にありがとう」


「……そうですか」


　淳平が残念そうにした時、彼の携けい帯たいが短いメロディ音を鳴らす。


　メールの着信音だ。


　携帯を開いて着信ボックスを見てみる。


「えっと、誰だれからだろう？」


　差出人の名前がないメールが一件届いていた。


　迷めい惑わくメールかなにかかと思って、一度は消去しようと思ったが、なんとなく予感がした。


　淳平がメールを開いてみると……。


「私も君に会いたい。今日の午後九時、南公園の前で待っている」


　そんな短い文字が送られていた。


「……噓うそ」


　それを見た淳平の心臓は、急に早はや鐘がねのように脈打ち始める。


　これまでずっと、会いたいと願ってきた人。


　自分を長い間、陰かげで援えん助じよし続けてくれた優やさしい恩人。


「これって……きっと志賀さん、だよな？」


　思わず大きな声で叫さけんでしまい、周囲から注目を浴びてしまう。


「わ！　ごめんなさいっ」


　淳平はあわてて、まわりで仕事をしている社員たちに頭をさげた。


「なに？　どうしたの淳平くん？　もしかして、彼女からメール？」


「え？　まさかっ。嫌いやだなぁ中村さん、違ちがいますよ」


　あわてて否定したが、声は嬉しさにうわずっていた。


（志賀さんだ。志賀さんが、やっと俺に本当のことを教えてくれるんだ）


　例の『彼』が志賀だと確信した淳平だったが、それには確固たる理由があった。


　何故なぜなら、送信者のメールアドレスは見覚えのないものだったが、援助してくれている人に会いたいという本心を打ち明けたのは、志賀一人だけだったからだ。


　ついに志賀が、真実を明かしてくれるのかと思うと、たまらなく嬉しかった。


（ようやく、ちゃんと向き合えるんだ！）


　どんな言葉でお礼を言ったらいいのか、考えると今から自然と胸が高鳴ってくる。


「あの、中村さん。すみません。俺、ちょっと急な用事が入って人に会うことになったんです。蘇芳専務には、先に帰ったと伝えてもらえますか？」


「えぇ、わかったわ」


　彼女は快く了りよう承しようしてくれた。


「じゃあ、俺は今日はこれで、お先に失礼します！」


「お疲つかれさま」


　いそいそと営業の部屋を出ると、淳平は急いでエレベーターに乗り込んだ。





　ようやく会議が終わった蘇芳が営業部の部屋に戻ってきたのは、淳平が帰宅してから一時間ほどしてからだった。


　すぐに淳平を探すが、その姿は席にはなく、机の上も綺き麗れいに片づいている。


「あ、専務。淳平くんなら、急に人に会うことになったからって、一時間ほど前に帰りましたよ」


「なんだって？」


　蘇芳は明らかにムッとした表情になる。


「なんだか、めずらしく浮うかれていましたよ？　彼女にでも会うんじゃないかなぁ？　入ってきたメールを見たあと、急いで飛びだしていきましたからね」


　女子社員は、いきさつを話して聞かせる。


「あいつ、誰に会うと言っていたか聞いているか？」


「あぁ……えっと。たしか……そう！　志賀さんって言ってましたよ」


　その名を聞いたとたん、蘇芳の顔色が一変した。


「あいつッ！　もう会うなと言っておいたのに！」


　苦々しく吐はき捨てると、蘇芳はいきなり持っていた書類をデスクに置き、自分のバッグからマイカーの鍵かぎを摑つかみ出した。


「あ！　専務、さっき警視庁の小お塚づかさんからお電話が」


「わかった。あとでかける」


「でも、とってもお急ぎみたいでしたが……？」


　蘇芳はそれには応こたえず、脱だつ兎との勢いで部屋を出ていってしまった。





　差出人不明のメールに呼び出された淳平は、約束の公園の前にやってきた。


　駅から離はなれた場所にあるその公園は、人気の少ない裏路地にある。


「なんか、本当にここなのかな？」


　不ふ審しんに感じながらも、それでも淳平は待った。


　日の暮れた裏路地は暗く静まり返っていて、とても物ぶつ騒そうな臭においがするが、淳平はどうしても『彼』に会いたかった。


　だが、いくら待っても待ち人は現れなくて……。


　小一時間ほど待った頃ころだろうか、一台の車がゆっくりと自分の前で停とまった。


「え？　誰？……志賀さん？」


　でも、それは一度も見覚えのないワンボックスカー。


　淳平は運転席の人物をよく見ようと車のそばまで近づいていったが、その時、いきなり後部席のドアが開いて、中から伸のびてきた手に腕うでを摑まれてしまう。


「えっ！　な、にっ？」


　ものすごい力で引っぱられ、驚おどろいた淳平だったが、なんとか相手の顔を見た。


　車内にいたのは、見たこともない柄がらの悪そうな男だった。


「誰だよあんた！　放せって」


「お前、さっきからずっと一人で待ってるじゃん。もう待ち人は来ないって。だから俺たちと一いつ緒しよに遊ぼうぜ。あんた、金持ってる？」


「なに言ってるんだよ。冗じよう談だんじゃない！」


　どうやら、相手は『彼』ではなかったようで、淳平は懸命に抗あらがったが、成人した男の力にはかなうはずもない。


「ほらっ。さっさと乗れって！」


　ちょうどその時、ワンボックスカーのうしろから走ってくる車のライトが見えた。


　近づいてきた車は、見覚えのある高級車。


「やっぱりだ。助けてっ！」


　淳平は思わずその車に向かって助けを求めるように手を振ふったが、結局はそのまま車に引きずり込まれてしまう。


「ちくしょうッ！　放せって」


　でも、きっと自分の姿は、うしろの車のライトに照らされて運転する人にも見えていたはずだ。


　だから淳平は希望を持った。


「なぁ、やばいぜ！　うしろの白い車、こいつと待ち合わせてた奴やつみたいだ。早く車出せよ」


　運転席の男がアクセルを踏ふみ込もうとした瞬しゆん間かん、淳平は後部席から身を乗り出し、ハンドルを握にぎっている男の首に片方の腕をまわして力いっぱい絞める。


「うぐっ！」


　男が急にハンドルをまわしたせいで、アクセルの踏まれた車は一気に歩道に乗りあげ、公園の壁かべに側面を擦こすってから停まった。


「こんの野や郎ろうっ」


　すぐに高級車がワンボックスカーのうしろにピタリと着ける。


「放せよ！　ちくしょう！」


　淳平は車内で懸けん命めいに暴れながら、背後の車に向かって手を振った。


　その目に、車から降りてくる長身の人ひと影かげが映る。


「助けてっ！」


　摑まれている腕をふりほどいた時、後部席のドアが外から開けられた。


「早く降りてっ」


　聞き慣れた声を聞いた淳平は、転がるように車外に出ると、迷わずにその人の胸の中に飛び込んでいった。


「もう大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫だから安心して」


　優しい声が落ちてくると、ようやく淳平は少しだけ安あん堵どした。


「おい、なんだよてめぇ！」


　急いで車から二人の男が降りてくると、彼は淳平をさり気なく自分の背中にまわして言った。


「悪いが、この子は私と待ち合わせをしていたんだ。なにか用でも？」


　冷静な声で問うと、二人はぐっと言葉に詰つまる。


「こう見えても腕は立つ方なんだ。相手になろうか？」


　長身で体格のいい男の言葉と気き迫はくに、ついに二人の男は罵ば声せいを残して車に乗り込んだ。


　そのまま激しいエンジン音を残して走り去っていく車を彼の背中から見送りながら、淳平は自分がまだまだ子供で無力なのだと言うことを痛感していた。


　その時、ポンと頭に手を置かれて、淳平は思わず顔をあげる。


「遅おそくなって悪かった。でも、もう終わったから」


「し……志賀さん！　志賀さんっ」


　すぐ目の前に優やさしい志賀の笑え顔がおがあって、一気に安堵した淳平は、その胸にしがみついて顔を埋うずめた。


　志賀の胸は広くて厚くて、安心できた。


「あぁ、悪かったね。私が遅おくれたせいで、怖こわい思いをさせて」


「いいんです。いいんです！」


「かわいそうに。こんなに震えて。それに、顔も真っ白だよ」


　志賀は淳平を自分の車の助手席に座らせると、ゆっくりとアクセルを踏んだ。





「さぁ、そこに座って。熱いココアでも持ってくるよ」


　志賀にそう声をかけられ、淳平は我に返ったようにソファーに腰こしを下ろす。


　全身の震えは、ようやくおさまっていた。


　淳平が志賀のマンションを訪おとずれたのは、今日が初めてだった。


　すっかり動転していて、どこをどう車で走ってきたのかさえ思い出せない。


　マンションの中に入って、どうやってこの部屋に入ったのかも、あまり記き憶おくがないほど動転していたみたいだ。


　だが、改めて部屋の中を見回すと、ここがとてもクラシックな洗練された空間であることがわかる。


　座っている椅子いすは、脚あしやアームの部分だけが木製で、綺麗な曲線を描えがいている。


　脚ひとつ取っても、凝こったカットがされ、装そう飾しよくもまるで彫ちよう刻こくのような繊せん細さいな模様が描かれていた。


　照明はもちろんシャンデリアで、水すい晶しようのような透とう明めいなガラスと鈍にぶい金色の真しん鍮ちゆうがうまく融ゆう合ごうされ、クラシックで豪ごう華かな雰ふん囲い気きを作り出している。


　室内の家具のすべてが、淳平のような素人しろうと目めにも輸入物だとわかるような品だった。


（すごいなぁ……さすがは志賀さんの部屋だ。蘇芳さんの部屋もすごかったけど、弁護士ってやっぱり儲もうかるんだなぁ）


「ほら。これを飲んで、もう少し待っていて」


　志賀が作ってくれた温かいココアを飲んでいるうちに、気持ちも徐じよ々じよに落ち着いてくる。


　ようやく淳平にも平常心が戻もどってきた。


「ぁ……そう言えば。俺、ちゃんと志賀さんにお礼も言ってなかったんだ」


　やっと気づいて立ちあがった時、リビングのドアが開いた。


「……え？」


　そこには、真っ赤な薔ば薇らの花束を抱かかえた志賀が立っていて……。


　その大きな花束が視界を染めた時、淳平の表情が一瞬にして曇くもった。


「淳平くん、約束したね。今夜、君がずっと会いたかった人に会わせてあげるって」


「……は、い」


「それはね……私なんだ」


　ずっと、淳平にはわかっていた。


　志賀こそが、自分の学費や生活費のすべてを援えん助じよしてくれながら、名前も明かしてくれない恩人なのだということ。


　それが本当だったのだから、淳平も喜べるはずだったが……。


「どうしたんだい？　驚いて声も出ない？」


　淳平は視界の真ん中にある赤い花束を、ただ呆ぼう然ぜんと眺ながめている。


　でも……。


　もし志賀が彼なのだとしたら……おそらくは、知っているはずだ。


　赤い花を見ると、どうしても母のことを思い出してしまい、辛つらくなるのだということ。


　記憶にある淳平の母親は、とても花の好きな人だった。


　特に、赤い花が好きだったのだ。


　薔薇でもカーネーションでもスイートピーでも、花を買う時はいつも赤色。


『赤い色は空間を華はなやかにするでしょう？　だから落ち込んでいる時はこれが効くのよ』


　母はよくそう言って、赤い花を花か瓶びんに生けて飾かざっていたのを淳平は今も覚えている。


　そして、そのことは何度か、『彼』にあてたメールの中にも書いたことがあった。


　もし志賀が本物の『彼』なら、こんな赤い薔薇の花束なんか贈おくるだろうか？


「あの、志賀さん……俺」


「どうしたんだい？　君はたしか、赤い花が好きだったよね？　お母さんが好きだったんだろう？　子供の頃ころ、そう言っていたのを覚えているんだ」


「……えぇ、そうですね」


　それはもう昔の話で、今は違ちがう。


　淳平はそう思ったが、差しだされた花束を拒こばむこともできずに両手で受け取った。


「あの……志賀さん。あなたは、本当に『彼』なんですか？」


　淳平が目を細めて疑問を口にすると、志賀はすべてを魅み了りようする大人の顔で告白した。


「もちろんだよ。どうしたんだい？　君は私に会いたかったんだろう？　淳平くん、君が好きだよ。私は子供の頃から、ずっと君を見てきたんだ」


「あの、でも。志賀さん……」


「ずっと本当のことを言いたかった。でも言えなかったんだよ。君に余計な気をつかって欲しくなかったから。でも、これまでの間ずっと君を援助してきたのは、この私なんだ」


　それがあまりに綺き麗れいな笑顔だったので、淳平は思わず見とれてしまう。


　やはり、志賀は『彼』だったのだ。


　これまで、ずっと自分の心の支えになってくれていたのは志賀だった。


　だとしたら、淳平はどうしても彼の言葉を信じたい。


　それに、自分が赤い花が嫌きらいだとメールで『彼』に伝えたのは、もうずっと昔のことだ。


　もう四年も五年も経たっていれば、忘れてしまってもおかしくないかもしれない。


　淳平は、そう思い直そうとした。


「淳平くん。そしてもう一つ、私から君に伝えたいことがある」


「……はい」


「君は言ってくれたね。私を好きだって。私もだよ、君のことが……好きなんだ」


「えっ？」


　淳平の手から薔薇の花束を取りあげると、志賀はそれをローテーブルの上に置く。


「もう、待たなくていいだろう？　私たちは両りよう想おもいなんだから」


　包み込むように穏おだやかな動きで背中に手がまわり、ぐっと引き寄せられた。


「ぁっ」


「淳平くん、君が好きだよ」


　志賀の肌はだから香かおるコロンの微び香こう。


　それは子供の頃からよく知っている、甘い優しい匂においだ。


「志賀……さん」


　深く抱だきしめられた腕うでの中で、淳平は香りに酔よわされたように目を閉じてしまう。


「淳平くん」


　名前を呼ばれて思わず顔をあげると、顎あごにそっと掌てのひらがかかって持ちあげられた。


　当然のように唇くちびるが落ちてきて……。


　この前、志賀の事務所でされた時と同じようにキスされていた。


「んっ……！」


　その瞬しゆん間かん、淳平は直感的に違うと感じた。


　先日のキスの時にも感じた、明確な違い和わ感かん。


　自分はこんなふうに志賀を好きじゃないと、身体からだが正直に本心を訴うつたえている。


「あのっ……ちょ、っと。待って下さい。志賀さっ……ぁ」


　申し訳程度に身を引いてキスをほどくが、それ以上の力が腰を抱く腕に加わり、身体が密着してしまった。


　再び巧たくみなくちづけを受けながら、淳平は懸けん命めいに考えている。


（ダメだ。なんか、こんなの……絶対に違うよ。だから、ダメだっ）


「大だい丈じよう夫ぶ。なにも心配しなくていいんだ。君を気持ちよくしてあげるだけだから」


　甘い声が息と共に耳元で響ひびき、思わず流されそうになる。


「わっ」


　気持ち上では非常に焦あせっているのだが、それが上手うまく行動にできなくて、淳平はそのままゆっくりとロングソファーの上に押し倒たおされてしまった。


「淳平くん……」


　すべては穏やかな動作だったが、自分の上にのしかかってくる硬かたい身体を淳平が押し戻してみても、彼はびくともしない。


　ものすごい力に驚おどろくばかりで、ろくな抵てい抗こうもできなかった。


（どうしよう。だって、だって、これって……志賀さんなんだよな？）


　知らない男なら、とっくに蹴けり飛ばして一目散に逃にげ去っているところなのに……。


「あのっ……ぁ、ちょ！　志賀さっ……脱ぬがさないでっ！」


　ジタバタしていると、いつの間にかトレーナーが脱がされ、シャツがはだけられている。


（まずいよ。これって……どうしよう！）


「じっとしておいで。淳平くん」


　声はとろけるほど甘くて、もうなにがなんだかわからず、すべてがどうでもよくなってくる。


　指が裸はだかの胸をさまよい、さらに別の手がジーンズのボタンを外してファスナーを下げた。


　そしてついに、下着をくぐって大きな掌が中に入ってきて……。


「わっ！　わ！　ま……待って！　あ、ダメっ……あ、ぁっ……そんなところ、志賀、さっ」


　ろくな抵抗もできないまま、萎なえたままの雄お茎けいを握にぎりしめられてしまう。


　激しい違和感を感じた。


（違うよ。これは、蘇芳さんの指じゃないっ）


「ほら、すぐに気持ちよくなってくる。だから、すべてを私に任せていなさい」


「ぅっ……ぁ、はっ……は。ダメっ……だめっ」


　淳平の想像を遥はるかに超こえるほど、志賀の指使いは巧みだった。


　吸いつき、押し包むようにして掌で扱しごかれ、まだまだ未成熟な淳平は簡単にその波に飲み込まれていく。


「ほら、もうこんなに大きくなってきた。ここも濡ぬれてきているね」


　つっと雄おすの先の丸い穴をなぞられると、にちゃっという卑ひ猥わいな粘ねん着ちやく音が響き、淳平は死ぬほど恥はずかしくなった。


（嫌いやだ、嫌だよ）


　嫌でしょうがないのに、身体が反応しない。


「気持ちいいだろう？」


　さらに雄の先せん端たんにある小さな穴に指を埋うずめるように弄いじられて、背中にビリッと電気が走る。


「やっ……あ、ぁぁっ……ん」


「可愛かわいい声だね。もっと聞かせて欲しいな」


　どこから用意したのか、志賀はジェルを持ち出して、それを指先に押し出した。


（噓うそだろ？　嫌だって！）


　濡れた志賀の手がもっと足の付け根の奥まで潜もぐり込んできて、淳平は今になって本気で怖こわくなってきた。


「あぁ！　ダメ、ダメっ……お願い、志賀さんっ……こんなの、俺、俺はっ……あぁ。ぁっ」


　小さな蕾つぼみにまで届いた指先に、ついにぐっと力が加わって……。


「ぁっ……あぁぁっ！」


（嫌だよ、嫌っ。助けて、助けて……蘇芳さんっ）


　淳平の華きや奢しやな身体が鮮あざやかに仰のけ反った。


　長い指が中に潜り込んでくる感かん触しよくに、その全身が悦よろこびに震ふるえてしまう。


「んっ……ふ、ぅん～っ！」


「あぁ、困ったな。私の知らないうちに、君の身体をこんなふうに変えたのは誰だれなんだい？　とても妬やけるよ」


　中で指が生き物のように動きだすと、男の愛あい撫ぶに馴ならされた肉体は条件反射で内部の指を締しめつけ、収縮するように肉にく襞ひだを蠢うごめかせてしまう。


「すごいな。この中は、とても熱くて柔やわらかいよ……」


「あ。ぁぁっ……やめ……て、下さい！　お願いっ……志賀、さっ」


　激しい愛撫に晒さらされ、それでも最後の一線だけは越こえてはいけないと思った淳平だったが、すでに腕にも脚あしにも力が入らなかった。


（どうしよう。どうしよう！　嫌だよ。こんなのっ……嫌だ）


「助けてっ……蘇芳さんっ！」


　無意識のうちに助けを求めていたのは、蘇芳だった。


　ずっと憎にくんできた父親の敵かたき。


　いつか必ず復ふく讐しゆうしてやろうと、それだけを心の支えにして生きてきたのに。


　今はもう……。


「今夜、君を私のものにするよ。いいね？」


「嫌です！　志賀さん。お願いっ……お願いだから放して下さい！」


　その時だった。


　淳平を助けるかのように、玄げん関かんのドアが乱暴に開く音が響いた。


「え！　あ、あのっ……志賀さん、誰かっ、入って来ました！」


「そんなはずないだろう？」


　夢中になっている志賀には、そんな音は聞こえていないらしい。


「でもっ……ちょ、あ！　本当に、今っ」


　ついにジーンズと下着が下ろされ、淳平は大声で叫さけんでいた。


「ヤダっ。いやだぁぁッ！」


　その時、乱暴な足音が近づいてきて……。


「っ？」


　ようやくその不ふ審しんな音を聞き分けた志賀が、ゆったりと身を起こしてリビングのドアを振ふり向いた。


「淳平ッ、大丈夫か！」


　扉とびらを開け放って乗り込んできたのは蘇芳だった。


「蘇芳さんッ！」


　だが蘇芳は、ソファーの上で重なった二人の姿を見た瞬間、呆ぼう然ぜんと目を見張った。


「あぁ、まったく。とんだ邪じや魔まが入ったな」


　ようやく志賀が、のしかかっていた淳平の上からのそりと起きあがる。


　すると、半はん裸らにされた淳平の素す肌はだがあらわになった。


　シャツは大きく左右にはだけられ、下か肢しは完全に空気に晒されている。


　助けに飛び込んできた蘇芳の顔色が一いつ瞬しゆんにして強こわばるのを見て、


「あっ」


　淳平はあわてて身体を折り曲げ、下肢を隠かくした。


　自ら望んだわけではないが、こんなふうに愛撫されて濡れてしまった浅ましい姿を見られ、たまらなく情けなくなる。


「お前っ！　淳平になにをした！」


　大声で叫んだ蘇芳は、いきなり志賀に殴なぐりかかった。


　その一いち撃げきはすさまじい破は壊かい力で、一瞬にして吹ふっ飛んだ志賀は壁かべに背中をぶちあててズルズルと床ゆかに座り込む。


「ッ……畜ちく生しよう、バレちまったか？」


　志賀が口を開いた時、その唇くちびるの端はしから赤い血が一筋伝い落ちた。


「お前、どうやってこの部屋に入った？」


「管理人を適当に言いくるめて、ドアを開けさせたんだよ」


「ふん、使えねぇ管理人だな。うまく騙だまされやがって」


　その口調はこれまでの紳しん士し的なものではなく、ようやく服を整えた淳平は信じられない思いで志賀を見る。


「なぁ志賀、あんたにいいことを教えてやるよ。もうすぐここに、警視庁の刑けい事じが乗り込んでくるぜ！　さっき俺の携けい帯たいに知らせが来た。ついに令状が出たそうだ。もう観念しろ。五年前、お前が犯おかした罪がようやく裁かれる時が来たんだ！　俺も地道に捜そう査さに協力した甲か斐いがあったってもんだ」


　その言葉どおり、マンションの外で数台の車のエンジンが止まる音が聞こえる。


「ふん。だとしても、証しよう拠こはないさ」


　蘇芳と志賀がなにを言っているのか、淳平にはまったく理解できなかった。


（志賀さんが……警察に？　それって、どういう……？）


　とにかく動どう揺ようが大きすぎて、今は口を開いて質問することもできずに考えを巡めぐらせる。


（五年前に犯した罪……って、なんだよ？）


「証拠がないはずがないさ。逮たい捕ほ令状が取れたってことは、なにかしらあっちも摑つかんでいるんだろうよ」


　志賀が苦々しく舌打ちをする。


「さぁ淳平。急いで帰るぞ！　ここにいたら、厄やつ介かいなことに巻き込まれるからな」


　そう言うと、蘇芳はまだ呆ほうけている淳平の腕うでを摑んで引っぱった。


「ほら、ぼーっとしてないでしっかりしろ！　行くぞ」


　蘇芳はその時、テーブルの上に置かれた真っ赤な薔ば薇らの花束を見つけたが、さらに機き嫌げんが悪い顔になって……。


「ちくしょうッ」


　いきなり花束を摑むと、それを容よう赦しやなくクズかごに突つっ込んだ。


　淳平たちが乗ったエレベーターのドアが閉まった時、入れ違ちがいに刑事と数人の警官が隣となりのエレベーターから降りてきて、志賀の部屋に向かった。





　有う無むを言わせることなく、淳平は蘇芳の部屋に連れ込まれていた。


　ソファーに座ったまま言葉も出ない淳平の前に座って、蘇芳はイライラと煙草たばこをふかしている。


　しばらくは顔色の悪かった淳平だったが、時間が経たつにつれて精神的にも落ち着き、いろんな疑問が湧わいてきた。


「あの……蘇芳さん」


「……なんだっ」


「えっと、教えてくれないかな。志賀さんのところに、なんで警視庁の刑事が来るのか？」


　蘇芳は深く煙草を吸い込み、それからイライラした様子で長く紫し煙えんを吐はいた。


「お前に……いつかは話さなければならないと、そう思っていたことがある」


　短くなった煙草の火をもみ消すと、蘇芳は淳平に向き直った。


「最初に忠告しておくが、落ち着いて聞けよ。なにを聞いても冷静でいろ。お前も、もう子供じゃないんだから、わかったな？」


「うん……わかってる」


　蘇芳は難しい顔をして脚を組むと、くしゃくしゃと前まえ髪がみを混ぜた。


「まぁ、きっと今から話すことは、お前にとって辛つらい話になるだろう。でも、俺はすべてを隠さずに伝えようと思う。だから、覚かく悟ごして聞くんだ」


「……はい」


「お前の……お父さんの会社、土佐機械工業を陥おとしいれて倒とう産さんさせた犯人は……志賀なんだ」


「っ……噓うそっ！」


　淳平の目の色が一変する。


「そんなの、噓だっ！　絶対噓だ！　いい加減なこと言うな！」


　淳平は鋭するどい眼まな差ざしで相手を睨にらんだが、蘇芳は動じることなく淡たん々たんと続ける。


「信じるも信じないもお前の勝手だ。最後まで聞きたくないと言うなら、途と中ちゆうで出ていってもかまわない」


「……っ。ごめんなさい。ちゃんと聞くから、話して……」


　素す直なおに謝ると、淳平は口を閉じて蘇芳の言葉を待った。


「土佐工業が製造していた部品を受注していた企き業ぎように、取引を中止するよう、総会屋を使って働きかけたのは志賀だった。その後、倒産しかけた会社の経営を立て直すため、土佐社長は志賀の息のかかった闇やみ金きん融ゆうから相当な額の融資を受けている。だが、膨ぼう大だいな利息を請せい求きゆうされ、結局は返済が滞とどこおって最後には工場も土地も担保に取られてしまったんだ」


「そんなっ……」


「すべては最初から、土佐工業の所有する土地を奪うばうための志賀の計画だったんだ」


「どうしてっ？……どうして志賀さんが、そんなひどいことっ？」


「あいつの経歴をいろいろ調べた。志賀は表向きは弁護士事務所を経営しているが、その一方、闇の世界では相当な悪事にも手を染めている」


　淳平は目を大きく見開いたまま、啞あ然ぜんとしてしまった。


「……俺、俺はっ、蘇芳さんがうちの会社を追い込んで倒産させて、それで父さんは死んだんだって、そう思っていた」


「あぁ、そうだ。そのとおりだよ」


「えっ？　どうして？」


「お前の言うように、すべては俺の責任なんだ。もともと、あの土地にビルを建てる事業計画を立てたのは俺だ。だからあの時、土佐工業の顧こ問もん弁護士だった志賀を通じて、別の場所に工場を移転させる計画案を何度も話して聞かせたんだ。でも、そのすべてを志賀は独断で握にぎりつぶしていたんだよ。そしてその土地を卑ひ怯きような手段で奪い、最後にはうちに……海原建設に売ばい却きやくしたんだ」


「……そんなっ。ひどい」


「お前には本当に悪いことをしたと思っている。俺がもっと、しっかりしていたら……あんな悲劇は起こらなかったんだ」


　その声は苦しげだった。


「土佐社長の葬そう儀ぎの時、泣き崩くずれているお前を見て、本当にたまらなかったよ。俺が知っているお前は、いつもよく笑って懐なついてくれていたから、その笑え顔がおしか知らなかった。だから本当に、心が痛んだんだ。噓じゃないっ」


　蘇芳は片手を額にあてて、辛そうにうつむく。


「俺がもう少しちゃんと調べていれば……お前を苦しめずにすんだんだ。だからっ、お前の言うとおりだよ淳平。結局、お前の父親を殺したのはこの俺なんだ」


「……そんな、蘇芳さん」


　淳平はこれまで、本当になにも知らなかった。


　優やさしい仮面にまんまと騙され、志賀の言葉だけを信じて、ずっと蘇芳を憎にくみ続けてきた。


　そんな愚おろかな自分が無む性しように情けなかった。


「本当に悪かった。お前に長い間、哀かなしい思いをさせて」


　顔をあげて謝罪する蘇芳の表情は、これまで一度として見たことがないくらい哀しげで、淳平は胸が痛くなる。


「あの……蘇芳さん。俺、大だい丈じよう夫ぶだから」


「淳平……？」


「本当に、俺、大丈夫だから。ただ、どうしても志賀さんがそんな悪い人だなんて信じられなくて……」


「そうだな。あいつ自身の過去のことも、警視庁の刑事から聞いたよ。志賀は……自分の父親に殺されかけた男だ」


「っ！……そんな、本当ですか！」


「あぁ……奴やつは神奈川の生まれで、父親は相当な資産家だったらしいが、バブル期に経営に失敗して相当な借金を抱かかえ込んだ。その後、父親が無理心中を図ったんだ。だから志賀は、父親が母親を刺さし殺すところを目の前で見ていた。そして自分も殺されかけたが、夢中で逃にげだしたそうだよ。その後、一人だけ生き残った志賀は施し設せつに入れられたそうだが……そのあとは熱心に法律の勉強を続け、働きながらＫ大の法学部を受験して一発で合格したらしい」


　志賀自身の悲ひ惨さんな生おい立ちを聞いているうちに、淳平の頰ほおには自然と涙なみだが流れていた。


　そして不思議なことに、ずっと淳平の中に巣くっていた憎しみの感情が凪ないでいた。


「かわいそうに、志賀さん……これから、どうなるんだろう？」


「そうだな。余罪も他ほかにあるみたいだし、厳しい裁判になるだろうな」


「……うん」


　詐さ欺ぎ罪だけでなく、闇金融で不当に着服していた金の総額は、五億にものぼるらしい。


　おそらく懲ちよう役えきは免まぬかれないだろう。


　今思うと、さっき志賀にメールで呼び出され、待ち合わせ場所で変な男に絡からまれたのも、もしかしたらすべて志賀の筋書きだったのかもしれない。


　そう気づいて、淳平は哀しくなった。


「淳平、もういい。もう泣くな。志賀は強い男だ。お前があいつのために泣いてやる必要なんかないんだよ」


　蘇芳がハンカチを差し出してくれる。


「……うん。ありがとう」


　それでも、拭ふいても拭いても涙は止まらなくて、淳平が泣いている間、蘇芳はなにも言わずに、ただ静かにそばについていてくれた。


　どのくらい時間が経っただろうか、ようやく淳平の涙が止まった。


「もう……いいのか？」


「うん。大丈夫」


　蘇芳が、その心痛を表したような苦しげな顔で訊きいてくる。


「お前も……ちゃんといろんなことを越こえられるか？」


「……蘇芳さん」


「なんだ？」


「そばに、いてくれる？」


　淳平が泣きはらした目で訊いた。


「……いるじゃないか」


「違ちがうよ。ずっとだよ。これからも、ずっと俺のそばにいてくれる？」


「……俺でいいのか？」


「うん」


　淳平がズズッと鼻水を吸うと、


「ほら、ガキみたいに鼻水をすするな！」


　あきれた蘇芳がティッシュを渡わたしてくれた。


「どうだ？　もういいか？」


「うん。あのさ……さっきは、どうやって部屋に入ったの？　管理人さんに開けてもらったって本当？」


「は？」


　いきなり話が飛んでいて、蘇芳は苦く笑しようする。


「あぁ。志賀のマンションでのことか？」


「そうだよ……って、あ！」


　淳平は、急に大きな声を出した。


「おいおい、今度はなんだ？」


「あの、ごめんなさい……俺、まだちゃんと言ってなかった！　えっと、その。さっきは俺を助けてくれて、ありがとうございました」


　淳平は座ったままで姿勢を正すと、頭をペコリとさげる。


「あぁ、どういたしまして。それと鍵かぎのことだが、本当に管理人に頼たのんで開けさせたんだ」


「でも、あんな高級そうなマンションの管理人さんが、そんな簡単に開けてくれる？」


　そう訊かれると、蘇芳はニヤニヤと笑った。


「俺の弟が誘ゆう拐かいされて、あの部屋で監かん禁きんされてるって言ったら、血相を変えて開けてくれたぜ」


「なっ！」


　選よりにもよって、なんて噓うそを言うんだと思ったが、それでも助けてもらえたんだから文句は言えない。


「それより、淳平」


　急に蘇芳の声が怖こわくなって、淳平はあわてて表情を引き締しめる。


「え？　な、なに？」


「まず、なんで志賀のマンションなんかに付いて行ったのかを話してみろ」


　淳平は急にしゅんとすると、うつむいて小さな声で言い訳を始める。


「メールがあったんだ。たぶん志賀さんから、俺をずっと援えん助じよしてくれた人に会わせてあげるって。だからっ……俺」


「淳平……」


「そうだ！」


　急にソファーから立ちあがると、淳平はいきなり部屋に置いてある電話の子機を持ってきて蘇芳に渡す。


「忘れてた！　俺、今夜はここに泊とまっていいよね？」


「は？　なんだ？　やけに積極的じゃないか」


　急にニヤニヤする男に子機を突つきつける。


「早く電話して！　ここでね！」


　淳平が一言付け足すと、今度は蘇芳の眉み間けんが険しくなった。


「……ここでか？」


「そう。早くかけて」


「心配するな。ちゃんと話をしてきてやる。待ってろ」


　結局、蘇芳は淳平の要求を無視して部屋を出ていってしまい、ほんの一分ほどして戻もどってきた。


「かけたぞ」


　ドアの前で立って待っていた淳平に、蘇芳は報告する。


「……ふぅん。で、どうだった？　寮りよう監かんは外がい泊はくを了りよう解かいしたのか？」


　子機を台に戻しながら、短く「あぁ」と答える蘇芳。


「……やっぱり」


「なんだ？」


「おかしい！　絶対におかしい！　この前、寮に電話してくれた時も思ったけど、変だよ！」


　淳平は蘇芳のスーツの胸むな元もとを摑つかんで、相手に詰つめ寄る。


「だから、なにがだ？」


「だって、うちの寮監はすっげえ厳しいんだ。これまでも、親以外からかかってきた電話なんかには、絶対に外泊の許可なんか出さないんだよ」


　そう言った時、蘇芳のこめかみがぴくっと動くのを淳平は見み逃のがさない。


「噓つき」


「っ……」


　淳平は真っ直すぐに蘇芳の目を睨にらみながら、ついにその言葉を口にする。


「蘇芳さん……なんでしょう？」


「………なにがだ」


　相手が動どう揺ようを隠かくそうとしているのが伝わってくる。


「俺を、これまでずっと援助してくれた人」


「……まさかっ？」


　声まで妙みようにうわずっていた。


「それに、赤い薔ば薇らの花」


「……薔薇が、どうしたっ？」


「無意識にしたことだと思うけど、さっき、志賀さんの部屋を出ていく時、テーブルにあった花束をクズかごに捨ててくれたよね？」


「……そうだったか？　忘れた」


「それに、清里に旅行に行った時も、コテージの部屋の花か瓶びんに、赤い花が生けてあったのを急いで隠してくれた」


「淳平……」


「赤い花は母さんを思い出すから俺が辛つらいんだって、そのことを蘇芳さんは知っているからでしょう？」


「いや、それはっ」


「そのことを知っているのは、俺がメールに書いたからだ」


　蘇芳は困ったような顔で淳平を見下ろしている。


「俺がそんなことを書いてメールを送った相手はね、長い間、アドレスしか教えてくれない、薄はく情じようで意地悪な俺の『足長おじさん』だよ」


　淳平の目から、ぽろりと涙なみだがこぼれた。


「おいっ！　また泣くのか？　もうたくさん泣いただろう？　今度はなんだ！」


　おろおろしている蘇芳はとても新しん鮮せんで、淳平は泣き笑いみたいな顔になる。


「なぁ、もう言えって！　蘇芳さん」


　淳平の涙に負けたのか、蘇芳はついに観念したようにため息をつき、


「……あぁ、そうだ。淳平の言うとおり、俺が……そうだよ」


　それでも最後にはちゃんと認めてくれた。


　淳平は涙が止まらなかった。


「なんでだよ。なんでずっと隠してたんだよッ、蘇芳さんなんかやっぱり大だい嫌きらいだっ」


　怒おこって責めながら、淳平はそのまま蘇芳の胸に飛びつく。


「おっと、淳平っ？」


「馬ば鹿かっ、蘇芳さんの馬鹿っ！　会いたかった。会いたかったんだ。ずっと……ずっとあなたに会いたかった」


「あぁ……俺もだ」


　嗚お咽えつを漏もらして泣く淳平の髪かみを、蘇芳の手が優やさしく梳すいてくれる。


「俺も、淳平に会いたかったよ」


　その言葉を嚙かみしめながら、淳平はゆっくりと蘇芳の腕うでから離はなれる。


　そして顔をあげると、こう言った。


「ありがとう。ずっと俺のこと、援助してくれて……いつも、あなたにメールをするのが俺の楽しみでした」


「それは、俺だって同じだったさ」


　嬉うれしい言葉に、淳平の目からまた大おお粒つぶの涙がこぼれる。


「頼むからもう泣くな。目が溶とけるぞ？」


「うん……うん」


「もう、いいだろう？」


「なぁ、蘇芳さん。聞かせてよ。どうして俺なんかを、ずっと援助してくれたんだ？　どうして、なにもかも秘密にしていたんだよ？　どうせ、志賀さんにも口止めしていたんだろう？」


「あぁ、そうだ。口止めしていたのは俺だよ」


「どうして？　わけを教えて？」


「どんなに言い訳しようと、結果的に……お前の大切なお父さんを殺したのは、俺だからな」


「そんな。どうして？　だって、違ちがうだろう？」


「もちろん志賀の企たくらみもあった。でも、さっきも言ったが、あの土地に最初に目をつけて話を持っていったのは俺なんだ。だから、間接的には俺がお前の父親を殺したのと同じなんだよ」


「……蘇芳さん」


「お前は可愛かわいかったよ。土地の話でいつも土佐工業を訪おとずれるたび、俺になついてくれた。笑った顔が可愛くて、たまらなかった」


「なんか、変なの」


　淳平が少し恥はずかしそうにする。


「あぁ、変かもしれないな。そして土佐工業が倒とう産さんし、社長が病気で亡なくなって……葬そう儀ぎの時に見たお前は本当に不ふ憫びんでたまらなかった。だから、どうしても助けてやりたいと思った。いや、助けなければならないと思ったんだ。俺自身の……免めん罪ざい符ふにするために」


　蘇芳の辛そうな声や表情のすべてが、淳平の深い傷を癒いやしてくれる。


「ねぇ、俺を助けたのは、死んだ父さんに負い目があったから？　それだけ？」


「いいや、違う。俺は、まだ小学生のお前に会うたび、いつも妙な感情が湧わいてくるのを止められなかった。怖こわかったんだよ。あんな子供にって……何度もそう思った。だから、俺は逃にげたんだ。お前からも、過去の自分の罪からも。成長するためだといってアメリカに渡わたったが、あっちでの五年間、結局気持ちは揺ゆらぎっぱなしだった。お前とのメールのせいだぞ！　あれをやり取りするうちに、俺の中でお前に対する想おもいは離れていくどころか、むしろ……近づいていった。帰国したら、こっそりお前に会いに行きたいって何度も思うくらいにな」


「それって、やっぱり変だよ」


　今だから、クスクスと二人して笑える。


「なのに俺ってさ……蘇芳さんに再会していきなり、顔を殴なぐったんだよな？」


「あぁ。親の敵かたきだって、恐おそろしい形相で息巻いてな」


　淳平は面めん目ぼくなさそうに言い訳した。


「ごめんなさい……俺、なんにも知らなくて」


「いいや。殴られて当然なんだ。それなのに、俺は想像もできないくらいのショックを受けた。だってそうだろう？　いつもメールでいろんな話をしてくれる可愛い淳平が、この俺に殴りかかって吠ほえたんだぞ。その時のショックがどれほどのものかわかるか？」


「だって、仕方ないだろ？　蘇芳さんが、『彼』だなんて思うはずないもん！」


「まぁ、そりゃそうだよな。だがその時の俺は、理り不ふ尽じんで身勝手な怒いかりだとわかっていても怒りを鎮められなかった。だから、歪ゆがんだ想いを……お前にぶつけてしまったんだ」


　初めて抱だかれた時のことを、淳平は思い出す。


　あれは、ほとんど強ごう姦かんみたいなものだったが、最初から死ぬほど感じさせられてしまった。


　その上、あんな破は廉れん恥ちな写真まで撮とられて脅おどされて……。


「なぁ、携けい帯たい電話のあの写真。もう消した？」


　ふと思い出したように淳平が訊きく。


「まさか？　あんな傑けつ作さくを誰だれが消すか。まだあるに決まってる。あれは俺の大事なオカズだ」


　淳平は反射的に蘇芳の胸を両手でドンと突ついていた。


「おっと！　お前は、相変わらず凶きよう暴ぼうな奴やつだよ。まったく油断できないな」


「しょうがないだろ。俺が嫌いやなら、もっと可愛いのを探せばいい」


「なんだって？」


　蘇芳の瞳ひとみが魅み惑わく的な色を放ち、その危なげな色に淳平は囚とらわれる。


「今の台詞せりふ、もう一度言ってみろよ。俺が、本当にそうしてもいいのか？」


　淳平はもう、自分がこの男に身も心も完全に溺おぼれてしまっていることを自覚していた。


　完全に認めてしまったのだ。


「……そんなの、絶対に嫌だ」


　悔くやしそうに、でもはっきりつぶやくと、蘇芳は淳平の顎あごに優しく手をかけて顔をあげさせた。


「生憎あいにくだが、俺は手が早くて口の悪いガキが好みなんだ。だから、あきらめて未来永えい劫ごう、俺のものになれ」


「……だからっ、もうなってるだろ！」


　やけくそ気味に怒ど鳴なると、蘇芳は面おも白しろがっているみたいにニヤニヤ笑っていて、淳平はどうも気にくわない。


「それより、早くお前の処分をしないとな」


「え？　処分？」


　淳平が、きょとんと男を見あげる。


「当然だろう。お前が志賀のマンションの部屋に、のこのこ一人で入ったってことは完全に浮うわ気きに値あたいする罪だ！　その点においては、今からたっぷりとお仕置きをしてやる」


「なっ……なんだよそれ、そんなのヤダよ！」


　当然淳平は文句をつけるが、いきなり蘇芳に腕を摑つかまれて胸の中に抱き込まれる。


「噓うそつきなのはお前の方だろう？　本当に嫌なのか？　ん？」


　大人の香こう水すいの匂においに、クラクラしそうだった。


「どうした？　何故なぜ黙だまっている？」


「……お仕置きは嫌だよ。優しくしてくれるなら……いい」


　今夜初めて、ずっと会いたかった『彼』に抱かれるのだから、どうか特別の日にして欲しい。


　そう思い、うつむいたままで望みを言葉にしたが、そのとたん、


「わかったよ。王子様」


　いきなり抱きあげられていた。


　それも、お姫ひめ様にするみたいに。


「わっ！　なに？」


「だったら、花はな嫁よめのように抱いてベッドに運んでやるよ」


　優しい仕し種ぐさに慣れなくて、なんだか頰ほおがぽ～っと熱くなってくる。


　丁てい寧ねいに扱あつかわれるのは嬉しいが、その分、何倍も恥ずかしいものだと知った。


　やっぱり、いつもどおりの抱かれ方がいいような気もしてくる。


　ベッドの上にふわりと柔やわらかく降ろされると、淳平は複雑な顔になった。


「どうした？　これが望みなんだろう？　さぁ、どっから食ってやろうか」


　男は体重をかけて淳平を優しく拘こう束そくしながら、強こわばった頰を包むように掌てのひらで挟はさむ。


　いきなりの至近距きよ離りに、淳平の心臓が跳はねあがった。


「……い、いいよ、別にどっからでも。だって俺は、全部……蘇芳さんのものなんだろ？」


　素す直なおな気持ちを言葉にしたのに、やはり蘇芳はひねくれていた。


「なんだ？　俺を喜ばせる台詞を、一体誰から覚えたんだ？」


　せっかく本心を正直に明かしているのに、それを茶化されたみたいで、淳平はなんだかムッとして頰を膨ふくらませた。


「そんなこと言うなら、もう知らない！」


　蘇芳は笑いながら降参をする。


「わかったわかった。悪かったよ。さっき言ったろう？　今夜は、お前の望みのままに抱いてやるって。それでいいよな？」


「うん。それがいい」


「じゃあ言えよ。まず、どうして欲しい？」


　いきなり訊かれても困る。


「だ……だから、それはっ……」


「何度も言ってるだろう？　淳平の望むようにって」


　そんなことを口にするのは、かなり恥ずかしい。


「ほら、どうして欲しい？」


　男が全身でのしかかってくると、淳平の太ふと股ももにいきなり硬かたい肉の塊かたまりが当たった。


「ッ……！」


　驚おどろきと同時に、ゾクッと背中に電気が走る。


「言えよ。どうして欲しい？」


　欲望に硬く勃ぼつ起きした雄おすが、自分の肉を裂さいて挿はいってくる圧あつ迫ぱく感かんと快感を、身体からだはもう覚えていた。


　想像するだけで一番深い部分が何度も収縮して、淳平はそんな自分がたまらなく恥ずかしくなる。


「だから、蘇芳さんの……好きにすればいいだろう？」


「それじゃあダメだ。今日はお前が望みを言うんだよ。この可愛かわいい口でな」


　そう言った直後に男の顔がゆるやかに落ちてきて、くちづけをされた。


「んぅ……」


　口の中の柔肉を丁寧に舌先で舐なめて探さぐられて、息がどんどん熱くなっていく。


　こんな優しいキスは初めてだった。


　さらに蘇芳の手は淳平のシャツの上から胸むな元もとをさまよい、敏びん感かんな部分を見つけだすと、その周囲をクリクリと爪つめの先でこする。


「ぁっ……やだ！　そこっ」


「噓をつけ。ここが好きなくせに」


　自分でも、感じて乳ち首くびがきゅうっと硬くなっていく感かん触しよくがわかって、たまらなかった。


　硬く尖とがった瞬しゆん間かんに、淳平のそこが最も敏感な性感帯に姿を変えることを男は知っている。


「ぅ、ふっ……」


　巧たくみな愛あい撫ぶで、蘇芳の好みのままに鳴くよう変えられてしまった肉体。


「ぁっ……やん」


　乳首が指の腹に容よう赦しやなく押しつぶされ、それが再び布を押し上げて立ちあがってくるのを、蘇芳は目で見て愉たのしんでいる。


「どうした？　もう、ぴんぴんだぞ？」


「ヤダっ」


　布の上からじっくりとこね回されるだけなのに、腰こしの奥が濡ぬれるような感じがした。


「お願いっ……」


「なんだ？」


「服を、脱ぬがせてっ……」


「どうして？」


「だって！　こんなのっ……焦じれったいから」


　悔しげに淳平が男を睨にらむと、蘇芳は面白そうに笑ってからシャツを脱がしてくれた。


「さぁ、脱がしたぞ。次はどうして欲しい？　言ってみろ」


「……触さわって」


「触るだけか？」


　つっと指先が剝むきだしになった乳首の先せん端たんをかすめると、


「あんっ」


　淳平の顎が反射的に突つきあがった。


「感じやすい奴やつだな」


　冷静に感想を述べると、蘇芳はさらにそこに唇くちびるを近づけてくる。


　熱い口内に含ふくまれる予感に全身が震ふるえたが、蘇芳は硬い鼻の先で、ぷっくりと立ちあがった乳首を左右に激しく揺ゆらせた。


「あぁ……！　やぁっ」


　左右ともにしつこく意地悪をされると、次し第だいに淳平のジーンズの前は張りつめてきつくなる。


「こんなにして、ヤラシイ奴め」


「ぁっ……は。あぁっ」


　今度は指の腹で乳首をきつく搾しぼりだして引っぱられ、淳平がじわっと瞳ひとみを潤うるませた。


「どうした？」


「やだっ……ヤダって」


「なにがだ？」


「今日は、お願いだから、もうっ……」


「だから、なんだ？」


　淳平は悔くやしさに涙しながらも、仕方なく口を開く。


「欲しいよ……蘇芳さんが」


　蘇芳は淳平のその要求が意外だったのか、少し驚いた顔をした。


「……欲しいって、もうか？」


　何度もうなずいて、淳平は逞たくましい首根にしがみつく。


「もう……欲しいんだっ。今日は、もうっ」


「……これを、挿いれて欲しいのか？」


　淳平の太股に、蘇芳はわざと硬くなった自分の肉を布ぬの越ごしに押しつけた。


「ぁぁ……それ、それが……欲しいよ」


「どこにだ？」


　蘇芳は淳平のジーンズを器用に脱がせながら、今度は尖った乳首に唇で吸いついた。


「っ……あぁ……ん！」


　舌の先と指を使って赤く熟した小さな肉芽を、めちゃくちゃに転がされると、淳平は甘い声で鳴きながら激しく身をよじる。


　裸はだかにされた腰が艶なまめかしく揺らめき、ベッドの上の脚あしが焦じれたように折れ曲がると、シーツの海は大きく波立って皺しわを作った。


「素直に言えるな？　どこに……欲しい？」


　問いかける蘇芳の舌と唇が話すのに合わせて動くたび、食べられている乳首に不規則に歯が当たって、淳平は首を左右に振ふりたくって身み悶もだえた。


「ヤダっ……ヤダって。一度にっ……っ！　そんな、いっぱい触ったらダ……メ、だって」


「馬ば鹿か言うな。お前が可愛いから触りたくなるんだぜ。この両手も唇も……全部を使ってな」


「ぁっ……ぁぁっ！　もう、そこっ……ダメだよっ」


「ほら、言うんだ。一番欲しいのはどこだ？　早くしないと、乳首が溶とけてしまうまで弄いじり抜ぬくぜ」


　今度は左側の乳首に移った唇が、熟うれきった粒つぶに激しく吸いついて甘く嚙かむと、


「ぁぁぁっ」


　悲鳴に近い声があがった。


「さぁ、どこに欲しい？」


　淳平は喘あえぎにまみれながらも、懸けん命めいに言葉を紡つむいだ。


「俺のっ……中に」


「中ってのは、どこだ？　わからないから教えてくれ。ほら」


　そう言った蘇芳は覆おおい被かぶさっていた上体だけを起こすと、自らの手を淳平の前に差しだす。


「そ、んなっ」


　全身が疼うずいて、もうたまらなかった。


　今夜は何故なぜかもう限界で、とにかく余計な前戯なんかいらないから、自分を思う存分貫つらぬいて欲しいと、そんな貪どん欲よくな欲求が高まっている。


　男の激しい情交に溺おぼれる身を恥はじながら、それでも淳平は自分を止められなかった。


「さぁ、どこだ？」


「っ……ぅ」


　真っ赤に頰ほおを染めながらも、飢うえきった淳平は男の手を摑つかんでそのまま自分の腰に導くが……。


「どうした？　はっきりしないか？　もしかして、こっちだったか？」


　蘇芳はわざと、硬く勃起した淳平の雄お茎けいの側面を指先でなぞりあげる。


「あ……ぅん～っ！」


　ゾクゾクと鳥とり肌はだが立って、全身が震えた。


「ち、違ちがっ。そこじゃ……なっ」


「じゃあどこだ？」


「もっと、もっと奥……だよッ。知ってる……くせに」


「ここか？」


　長い指が、小さな袋ふくろをやんわりと包む。


「ちっ……違うよ！　だからっ……」


　淳平は我が慢まんできなくて、自らの両脚を淫みだらに広げてしまう。


　そうしておいて、摑んだ男の手を自分のそこに導く。


　愉しげに蘇芳が喉のどの奥でククッと笑うと、淳平は羞しゆう恥ちに染まりながら、目を閉じて唇を嚙んだ。


「触って欲しいのは、ここなのか？」


　深くうなずく。


「どうしたんだ？　この孔あな、もう濡れてるぜ？　男のくせに濡れるとは……知らなかったな」


「違っ……それは、違うって」


　雄おすの先からこぼれた先走りの汁しるが奥までしたたり落ちて、孔までを濡らしているのだ。


「ほら、ぐちょぐちょだぜ。イヤラシイ孔だな。でも、これならきっと簡単に挿はいる」


　そう言った直後、長い指が三本いきなり潜もぐり込んできて、淳平は一いつ瞬しゆんにしてベッドの上で全身を反り返らせる。


「ひ……っ！」


　蘇芳は指を根本までぐっと突き込むと、指を中で折り曲げたまま肉にく襞ひだをぐるりと搔かきまわす。


「あぁ……ひんっ！」


　たまらない声で泣きながら、淳平のそこは男の指をきゅうっと絞りあげた。


「おいおい、すごい締しめつけだな」


　男は念入りに孔を広げるようになぶり続け、限界を超こえた淳平の喉からは、ついに同じ言葉しか漏もれなくなる。


「早く、早くしてっ……挿れてよっ……お願い、だから」


　さんざん淳平の可愛かわいい反応を愉たのしんだあと、蘇芳はようやくほっそりとした両脚を肩かたに掲かかげた。


「さぁ。お望みどおり、でかいのをブチ込んでやる」


「っ……んぅッ！……あぁ、あん、あ！　や……ぁ、挿って……くる。挿ってくるよっ」


　ゆっくりと、男は時間をかけて未成熟な腰こしを貫く。


　淳平の中は浅ましく何度も収縮し、大きな肉にく剣けんを奥までくわえ込もうと必死に蠢うごめいた。


「どうした？　もっとか？」


「あぁっ……蘇芳さんの、意地悪っ……なぁ、挿れてよ。もっと……奥まで、きてよ！」


「……ほらっ……いくぜ」


「ひっ……ぃ。あぁ」


「っ、相変わらず……きつい、な」


　欲望に嗄れた声が、淳平の鼓こ膜まくを刺し激げきして肌はだをとろかせる。


　ようやく男の逞しい雄が中に埋うまってしまうと、淳平の唇くちびるからは安あん堵どの息が漏れていた。


「は……ぁぁ」


　だが、いつもならすぐに激しい抽ちゆう送そうが始まるのに蘇芳は何故か動かず、淳平の顔を堪たん能のうするように上から眺ながめているだけで……。


「あぁっ……やだっ！　もう、顔……見るなよ！　早く……動いてっ」


　淳平は、すぐにさらなる要求を言葉にさせられていた。


「動く？　そうだな、こうか？」


「……くぅ、あふっ！」


　ぐっと力強く突つきだされた腰に最さい奥おうまで穿うがたれて淳平はたまらずに喘ぐが、またしてもそれでお終しまいで、淳平はもう一度苦しげに腰をよじる。


「やだってば！……もっと、もっとだよ！」


　はしたなく自ら腰を揺ゆらして官能を得ようとする姿を、蘇芳は視覚的にも存分に愉しんでいた。


「ヤダ。ヤダって。もう、本当に意地悪しないで！　してっ……してって言ってる！」


　執しつ拗ように焦じらし続けられた淳平がついに怒おこって泣きだすと、ようやく蘇芳は腰を動かし始める。


「あぁ。ぁぁぁっ！」


「ちくしょうっ……いい顔を、しやがって。そんなにっ……気持ちいいか？」


　無む我が夢中で、淳平はただコクコクとうなずく。


「がっつくな。知ってるか？　これは罰ばつなんだぞ？　優やさしくはしてやるが、お仕置きだってことも忘れるな」


　そう忠告すると、蘇芳は尖とがりきったピンク色の胸の先せん端たんを指でピンと厳しく弾はじく。


「ひんっ」


　激しく感じた淳平の中が、とたんにぐっと締まった。


「やらしい奴やつめ」


　その初うい々ういしい反応がたまらなくて、蘇芳は遊ぶみたいに何度も淳平の乳首を弾いてやった。


「あっ……あぅん、は……ぁぁん」


「っ……くそっ。悔くやしいが、俺もそろそろやばいみたいだ。っ……早くて悪いな」


　蘇芳は嗄れた声でそう断りを入れると、細い両足首を摑んで淳平の顔の横に畳たたむようにして押さえつける。


「はぁっ……あぁん、深いっ……深いよっ……く、ぅぁぁ」


　秘部を男の眼前に見事にさらけ出した恥ずかしい格好で、淳平は容よう赦しやない激しい抜ぬき差しを繰くり返され……。


　何度も何度も深く穿たれて鳴き続け、赤く濡ぬれた唇からは、粘ねばりけのある唾だ液えきが垂れ落ちた。


「やぁ、もうっ……イく。イくッ」


　我慢できなくて、なんとかして欲しくて泣きながら訴うつたえる。


「イけばいい。俺もっ……限界だ」


「でもっ……だって」


　だって、このままイったら……！


「あっ……んあっ、いやぁッ！　いやっ……あぅん、あぁぁ！　あ～っ」


　次の瞬しゆん間かん、淳平は我慢しきれず、ついに射精してしまう。


「っつ……ぅ！　くぅっ」


　それと同時に、自分の奥にも男の熱い飛散を感じていた。


「ぁぁっ……ぁ、ぁぁ」


　苦しい体勢に曲げられたままの雄の先端から、白はく濁だくが迸ほとばしり、それは自らの頰ほおを汚よごしていた。


「お前、自分の……顔に、かけるのが……趣しゆ味みなのか？」


「は、はぁっ……ち、違っ。そうじゃ……なっ」


　淳平の顔面におびただしく散った白濁を指の腹ですくい、息を乱した蘇芳がそれを唇に塗ぬってやると、少年は恥はずかしくてまた泣いた。


「たまらない顔だな。自分の精子まみれで、ぐちゃぐちゃだぜ」


　卑ひ猥わいな言葉を浴びて思わず腰を動かすと、まだ男をくわえ込んでいる自分の中から、こぷっと音を立てて粘ねん液えきが勢いよく溢あふれ出してきて……。


「あ、あぁ！　そんなっ……ヤダ。熱いよ……中から、熱いのが……出てくるよっ」


「本当だ。たまらない眺めだな。だが、まだまだだぜ。今日はお前の中に、たっぷりと俺を注ぎ込んでやる」


「ヤダっ。中に……出すのはやめてっ」


「ん？　どうしてだ？」


「中が熱くてたまらなくなる。それにっ、中にいっぱい出されたら、帰ってもしばらく匂においが取れないんだよ」


　蘇芳がクスクスと笑っている。


「どんな匂いが取れないんだ？」


「蘇芳さんの……匂いだろっ！」


　男がたまらないといった顔をした直後、淳平の中にまだ挿ったままの雄おすがぐっと張りつめた。


「ぇっ？　ぁっ！」


　淳平の腰がゾクリとざわめいた。


「淳平、お前なぁ……この口が、どんな卑猥なことを言って誘さそっているのか自覚はあるか？」


「なんだよ！　本当のことなんだからな」


「わかったわかった。だったら要望にお答えして、このまま出してやるぜ。何度でも、お前の中にたっぷりとな。女だったら絶対に妊にん娠しんするくらいにな」


　自分の中に埋まったままの雄が、さらにドクドクと硬かたく勃ぼつ起きしていく感かん触しよくが伝わってきて、淳平は頰を染める。


「さぁ、どうして欲しい？　噓うそはつくなよ」


「っ……もっと、何度もイかせて」


　小さな声で、恥ずかしそうにつぶやかれる要求。


「まだまだ、イき足りないのか？」


「うん。うんっ」


　蘇芳は優しい目でうなずくと、二人で高め合うために律動を再開した。


　その時、淳平の耳に確かに届いた嗄れた声。


『お前が好きだよ』


　初めての告白を聞きながら、淳平は蘇芳の作り出す熱いリズムに飲まれていった。





　ベッドの上に身を起こし、すぐ隣となりの窓にかかったブラインドをあげると、真っ暗な部屋に月明かりがさっと差し込む。


　月光がベッドの上を優しく照らし、彫ほりの深い男の顔に影かげを落とすと、淳平はとても優しい気持ちになった。


　こんな幸せな日がやってくるなんて、これまで思ってもみなかった。


「……ん？　どうした？　眠ねむれないのか？」


　淳平が動いたせいだろうか、蘇芳も少しだけ目を開けて優しい声で訊きいてくる。


「え？　ううん大だい丈じよう夫ぶ。ごめんなさい、起こした？」


「いいや？　なんだ。怖こわがりの子供は、オバケの夢でも見たか？」


　また子供扱あつかいされていると思ったが、それでも、これからは素す直なおに甘えられる気がした。


「うん。実はさっき、すっごく怖い夢を見たんだ」


「しょうがないな。ほら、こっちに来い」


　蘇芳が羽根布ぶ団とんの中で手を広げると、淳平は嬉うれしそうに微笑ほほえんでその懐ふところに身を寄せる。


　温かい胸に頰をすり寄せると、もう蘇芳の寝ね息いきが聞こえていた。


「蘇芳さん……好きだよ」


　淳平は小さな告白をすると、幸せな温ぬくもりに包まれて、優しい眠りに落ちていった。










終わり　　





縛しばるなら残ざん酷こくな愛あいで





早さ乙おと女め彩あや乃の
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